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    　　　　序章


    



    　芦あし原はら咲さく良らには、記憶がない。


    　気がついたときには、瓦が礫れきの中に一人きりで立っていた。


    　身に着けていたのは、病院着のような薄い緑色の服と、桜の花を模した髪飾りだけ。


    　ぽっかりと不自然に空いた瓦礫の隙すき間まから抜け出ると、赤い炎と黒い煙に覆おおわれた街並みが瞳ひとみに映った。


    　炎の中で揺れるのは、大きな大きな怪物の影。耳に届くのは、人々の悲鳴。


    　──間違っている。


    　その光景を見た瞬間、咲良はそう思った。


    　理由も根こん拠きよも、記憶を失なくしている彼女にはない。


    　けれど違うと──こんなのは絶対に違うと強く感じたのだ。


    　咲良は無意識に自分の頭へ手を伸ばしていた。指に髪飾りが触れ、そこで彼女はたった一つだけ失われた何かを──思い出とすら言えない微かすかな感触を取り戻す。


    　──私は頭を撫なでてもらうのが好きだった。


    　誰かが……特別な誰かが、いつも優しく、髪を梳すくように私の頭を撫でてくれていた。


    　顔も名前も思い出せない。


    　ただその誰かは、今の世界を見たら……必ず悲しむ。それだけは確信できた。


    　だから、歩き出す。


    　炎と煙に包まれた街へ──人々が怪物に蹂じゆう躙りんされている地獄の只ただ中なかへと。


    　怖いけれど、本当は逃げ出したいけれど、裸足はだしの足裏は痛むけれど……止まれない。背を向けることはできない。


    　──だって私は、頭を撫でてくれたその人の笑え顔がおが、何よりも大好きだったから。


    



    



    「んんぅ……」


    　瞼まぶたの向こうの眩まぶしさに呻うめき、咲良は目を開ける。


    　視界に入るのは、見慣れた天井。


    　何だか懐なつかしい夢を見た気がするが、よく思い出せない。


    　枕まくら元もとの目覚まし時計を見ると、セットしてある時間の五分前だった。


    「ふわ……」


    　咲良は欠伸あくびをしながら体を起こし、目覚ましのアラームを解除する。


    　ベッドの下には、投げ出された鞄かばんと脱ぎっぱなしのシャツが落ちていた。


    　昨日きのうは残業で日付が変わってから帰宅し、ベッドに直行したのだ。巫ふ道どう機き関かんの制服だけは皺しわにならぬようハンガーに掛けたが、それで限界。気を失うようにして、下着姿でベッドに倒れ込んだのが最後の記憶。


    　マゴニアの来訪から端を発した事件から一週間──事後処理は未いまだ終わらず、恐らくは今日きようも残業だろう。


    《始魔ヴアルプルギス》は既に浮遊城マゴニアと共に第五特区へ帰還しているが、第七特区住民の混乱はまだ続いている。小さくないトラブルが頻ひん発ぱつし、巫道機関はその対応に追われていた。


    「歯を磨いて……シャワーを浴びなきゃ……」


    　昨夜やり残したことを自覚した咲さく良らは、眠気が残る体でふらふらと寝室を出る。


    　咲良が住まう部屋は、巫道機関が所有するマンションの一室だ。


    　職員用の寮という位置づけではあるが、元は都心の高層高級マンションであるため、部屋は無駄に広い。


    　ひんやりとした廊下を裸足はだしで歩き、洗面所へ向かおうとする咲良。


    　だが、ふとその途中で足を止める。そこは一週間前まで物置と化していたゲストルーム。しかし今は本来の役割どおり、とある客人が使っていた。


    「……いますよね？」


    　昨日は彼女の起床前に出勤し、挨あい拶さつもせずに寝てしまったので、一度も顔を合わせていない。なのでとりあえず様子だけ確認しておこうと、咲良はそっと扉とびらを開く。


    　電気の消えた薄暗い室内にはソファベッドがあり、そこで一人の少女が眠っていた。


    「あ──」


    　咲良は少女の布ふ団とんがずり落ちているのを見て、足音を忍ばせて室内に入る。風邪を引かぬよう布団を肩まで掛け直してあげると、彼女はもぞもぞと寝返りを打った。


    　色素の薄い髪がさらりと少女の頬ほおに流れる。


    　彼女の名前はシーナ。《始魔》の命で第七特区に留とどまることとなった人間の魔術師。


    　本来なら柱央神殿に滞在するはずだったのだが、辰たつ宮みや湊みなととの〝子づくり〟を宣言した彼女を彼の傍そばに置くのはいろいろ危険だと、ひとまず咲良の部屋に居い候そうろうさせることとなった。


    　第七特区での様々な社会常識を教えるという名目で説得したので、シーナも一応は納得している。ただ今は咲良が忙しすぎて、教導役を全く果たせていない。


    　日中、シーナは湊のところへ行っているようなので退屈はしていないだろうが、やはり少し申し訳ない気分になる。


    「できれば……ゆっくりとお話をしたいんですけどね」


    　気持ちよさそうに眠るシーナの横顔を眺めながら、咲良はため息をついた。


    　シーナを預かったのは、頼まれたからだけではない。咲良にとって、彼女は失われた記憶を取り戻すための大きな手がかりなのだ。


    　最初に顔を見たときから、どこかで会ったことがあるような気がしていた。そしてシーナも同じような感覚を抱いだいていたことを知った。


    　だから気のせいではない。


    　自分とシーナは、必ず出会っている。今の〝芦あし原はら咲さく良ら〟が始まる前のどこかで──。


    「…………」


    　咲良は無言で自分の頭に手を触れた。


    　失われた記憶の名残なごりを感じたのは、これが二度目。


    　最初の一つは、大好きだった誰かに頭を撫なでられた感触の残ざん滓し。今もそれは忘れていない。


    「──サクラ？」


    　ぼうっと咲良が物思いに耽ふけっていると、いきなり名前を呼ばれる。


    「ふえっ!?」


    　驚きのあまり咲良の喉のどから変な声が漏もれた。いつの間にかシーナが目を開けて、咲良のことを見上げている。


    「おはよう……もう朝？」


    　目を擦こすりながら体を起こし、シーナは咲良に問いかけた。


    「お、おはようございます！　って、す、すみません、起こしてしまいましたね。シーナさんはまだ寝ていていいですよ」


    「寝てて……いいの？」


    　ぼうっとした顔で首を傾かしげるシーナ。


    「はい、私は早朝出勤なので起きなければなりませんが、大抵の人はまだ寝ている時間ですから」


    「寝てる時間……」


    　シーナはそう呟つぶやき、再び布ふ団とんに潜り込もうとするが──突然はっとした様子で起き上がり、いそいそとベッドから降りる。


    「シーナさん、どうしたんですか？」


    　戸惑いながら咲良が[image: ]たずねると、シーナは壁に立てかけてあった杖つえを手に取り、真ま面じ目めな表情で答えた。


    「──彼のところへ行く。一緒に寝れば子供ができると、お母様とエキドナから教わった」


    「へっ!?　ちょっ、だ、ダメです！」


    　咲良は慌あわてて窓に向かうシーナの腰にしがみつき、彼女を止める。


    「……どうして？　〝夜よ這ばい〟は悪いことだって前に教わったけど、今は朝。夜じゃない」


    「朝でもダメです！　相手が寝ているなら同じです！」


    　必死に咲良が説得すると、シーナは不満そうな表情を浮かべた。


    「じゃあ、どうやったら一緒に寝れるの？　正しいやり方があるなら、ボクに教えて」


    「た、正しいやり方!?」


    　顔を真っ赤かにして、あたふたと咲さく良らは慌あわてる。


    「サクラも知らない？」


    「い、いえ、その……そういう経験がないので、詳しくはないのですが……知識だけは一応あるというか何というか……ま、まずはですね、段階を踏んで──」


    「段階？」


    　聞き返された咲良は耳まで火ほ照てらせ、首を横に振った。


    「い、いえ、やっぱり無理です！　も、もっと大人の人に聞いてください！」


    　逃げるようにシーナの部屋を飛び出し、洗面所に駆かけ込む咲良。


    　そして鏡に映った自分の顔を見て、嘆たん息そくする。


    「はあ……私、全然ダメですね」


    　うまく説明できなかったのは、知識が足りなかったからではない。シーナが想定している相手が、自分のよく知る相手──辰たつ宮みや湊みなとだからだ。


    　彼とのあれこれを想像するのは妙に気恥ずかしく、考えが途中で纏まとまらなくなってしまう。


    　咲良は再び自分の頭に手を当てる。


    　彼にも一度だけ頭を撫なでられたことがあった。あのときの感触は、失われた記憶の中にいる誰かとよく似ていた。同じぐらい──優しかった。
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    　彼のことを思い浮かべると落ち着かない気持ちになるのは、きっとそのせいなのだろう。


    　プルルルル──。


    　そのとき、リビングのほうから甲高い呼び出し音が聞こえてくる。


    「え……電話？」


    　咲さく良らは驚きの声を漏もらした。


    　普段の通話は携帯端末を使っているので、部屋の電話が鳴ることは滅めつ多たにない。そもそも番号を他人に教えていないため、かかってくるのは巫ふ道どう機き関かんからだけだ。


    　だからこそ巫道機関の通常業務が始まっていない早朝に電話が鳴るのは、明らかな異常事態。


    　何か緊急の用件だろうかと、咲良は足早にリビングへと向かった。


    



    　　　　　　　＊


    



    「……こんな朝早くに、何の用なのですか？」


    　第七特区、旧東京──かつて新宿と呼ばれた街中にある高層ビル〝第七柱央神殿〟。


    　その最上階の一室で、第七特区の柱たる照てる日ひは、眠い目を擦こすりながら問いかける。


    　ここは少し前まで空き部屋だったが、今は床ゆか全体に円形の魔法陣が描えがかれていた。


    　これは先日第七特区を訪れた《始魔ヴアルプルギス》が残していったもの。離れたところにいても会話ができる、通信用の魔術らしい。


    　そして今、魔法陣の上にはうっすらと角つのを生やした少女の姿が浮かび上がっている。


    　彼女こそが第五特区の柱である魔女の始祖《始魔》。金環の錫しやく杖じようを手にした彼女は、寝ぼけ眼まなこの照日に苦笑を向けた。


    『眠っていたところを呼び出してすまんのぉ。じゃが、早いうちにそなたの耳に入れておいたほうがよいと思ってな』


    　その言葉を聞いた照日は、頭からぴょこんと生えた獣けもの耳みみを動かす。


    「──つまり、よほどのことなのですね」


    　眠気を振り払うように頭を振り、照日は真剣な表情で《始魔》と向き合う。先ほどまで力なく垂れていた照日の尻尾しつぽも、緊張を反映してピンと伸びた。


    『ああ。少し寄り道をしたこともあり、我がマゴニアは昨夜ようやく第五特区へと帰還したのじゃが……我らが留守にしていた間に、ある事件が起きていた』


    「事件？」


    『一夜にして、百人近くの人間が姿を消してしまったようなのじゃ』


    「な……」


    《始魔》の言葉に照日は息を呑のむ。


    「……まさか、誰かに攫さらわれたのですか？」


    『いや、どうも自みずから出ていったらしい。その多くは男で、女性優位な第五特区の法に不満を覚えて出しゆつ奔ぽんしたとも考えられる。ただ──今はこちらの巫ふ道どう機き関かんが調べておるが、どうも……あの〝覆いを外す者たちアポカリプス〟が関わっておりそうなのじゃ』


    　軽く肩を竦すくめて《始魔ヴアルプルギス》は苦々しい口く調ちようで言葉を続けた。彼らにマゴニアを襲しゆう撃げきされたばかりであるので、またかという思いなのだろう。


    「〝覆いを外す者たち〟が……」


    『奴やつらに扇せん動どうされて、どこかに消えたというのが最も濃厚な線じゃな。しかし、このアヴァロンで大勢の人間が生活できる場所は限られておる。移動するにしても、ほかの特区へ行くしかないじゃろう』


    　その言葉を聞いた照てる日ひは、腕を組んで頭の中に地図を思い描えがく。


    「旧四国にある第五特区に比較的近いのは……旧京都にある第四特区と、旧九州に広がる第六特区ですね」


    　照日の呟つぶやきに《始魔》は顔を顰しかめた。


    『《源コン仙ロン》と《魂ケイ沌オス》の特区か……どちらも鼻につく奴らじゃが、特に《源仙》は気に食わん』


    「なぜなのですか？」


    　きょとんと照日が問い返すと、《始魔》は小さく息を吐く。


    『何もかもが、我とは真ま逆ぎやくなのじゃ。我ら魔女は血の繋つながりを尊とうとぶが、奴はそもそも血族をつくらん。何の縁もない者を節操なく眷けん属ぞくとする奴の思考は、正直理解できんのう』


    「……血族がいないという話は聞いたことがありましたが、本当だったのですね」


    　照日は少し驚きながら言葉を零こぼした。


    『まだ奴と会っていないなら覚えておけ。我とそなたはよく似ている。ゆえに、そなたもまた《源仙》とは決して相あい容いれぬ』


    「でも、挨あい拶さつもしていないのに……」


    　素直に頷うなずくことはできず、言葉を濁にごす照日。《始魔》はそれを見て、すっと目を細める。


    　瞳ひとみが微かすかに赤く染まり、魔法陣によって映し出されている映像が微かに揺らいだ。恐らく彼女が発する濃い神しん気きの影響を受けたのだろう。


    『《陽皇アマテラス》よ、今のは警告じゃ。奴とはなるべく関わるな』


    「え──」


    　つまりそれは魔女としての予言。重みを増した彼女の言葉に戸惑っていると、《始魔》は瞳から赤い色を消して微笑ほほえむ。


    『我は、これからよき友人となりうる者を失いたくはない。動かぬのが最善じゃが、そうもいかぬときは龍りゆうを必ず連れていけ』


    　その助言を最後に、魔法陣の光は《始魔》の姿と共に消えた。


    「龍……湊みなとのこと、ですよね」


    　残された照てる日ひが呟つぶやいたとき、ドンッと大きな音が上方から響いてくる。


    　照日は眉まゆを寄せ、天井を見上げた。


    　かなりの衝撃だったようで、天井からはパラパラと埃ほこりが落ちてくる。


    「屋上……？」


    　ここは最上階であるため、上に部屋はない。


    《始魔ヴアルプルギス》から不ふ穏おんな予言を受けたばかりの照日は、胸の内がざわめくのを感じながら、訝いぶかしげに首を傾かしげた。


    



    　＊


    



    　その日の朝、辰たつ宮みや湊みなとは慌あわただしいノックの音で目を覚ました。


    「湊！　起きな、湊っ！」


    　聞こえてくるのは、張りつめた草くさ薙なぎの声。


    　何事かと飛び起きた湊は、ベッドの脇わきに置いていた愛刀を手にして扉とびらへ向かう。


    「どうしたんだ、薙姉？」


    　問いかけながら扉を開けると、真ま面じ目めな顔の草薙が立っていた。その後ろには、背に黒翼を生やした女性──八や咫たの姿もある。


    「とにかくついてきな。屋上へ向かうよ」


    　大だい刀とうを手にした草薙は、一方的に告げて歩き出した。八咫は少し申し訳なさそうな顔をしながらも、湊を促うながす。


    「湊くん、お休みのところをごめんなさい。けれどあまり余裕はないんですの。事情は歩きながら説明しますわ」


    「──分かった」


    　二人のただならぬ様子に湊は頷うなずいた。


    　早足で廊下を歩きながら、八咫は状況の説明を始める。


    「実はマゴニアの一件があった後、特区の上空に感知用の陣を敷きましたの。そうたびたび、不意打ちのようなことをされては敵かないませんからね」


    「その陣が怪しい奴やつを捉とらえたってわけさ」


    　先頭を歩く草薙が、振り向いて八咫の言葉を補足した。


    「怪しい奴？」


    　眉を寄せて問い返すと、八咫は硬い声で答える。


    「まだ、何かすらわかりません。ただ、真っすぐにここへ向かっていますの」


    　だから急いでいるのかと湊は納得しつつも、一つ疑問を覚えた。


    「照日はどうしてる？」


    「魔法陣の間で《始魔ヴアルプルギス》様とお話し中ですわ。警戒すべき事案ではありますが、それで神オリ祖ジン同士の会談を中断させてしまうと、こちらの面めん目ぼくに関わります。まずは私たちが対処するのが賢明でしょう」


    　八や咫たがそう答えると、草くさ薙なぎは大丈夫だという顔で笑う。


    「安心しな、湊みなと。魔法陣の間の前にはミカエルが待機してる。よほどのことがあったときは、ミカエルに事情を伝えてもらうさ」


    「ついこの間、〝よほどのこと〟が起こったばかりだから──気は抜けないな」


    　湊は《始魔》の来訪と、〝覆いを外す者たちアポカリプス〟との戦いを思い出し、刀の柄つかを握りしめた。


    　階段を上り、屋上へ続く扉とびらを開けると、強風が正面から吹き付けてくる。


    　高層ビルの屋上から見渡す空は、朝の澄んだ蒼あお色に染まっていた。そして屋上の中央にあるヘリポートに、空を見上げる一人の男が──。


    「おや、先客がいたようだね」


    　草薙が怪け訝げんそうに目を細める。


    「彼は──第四特区から来られた使節の方ですわね。会談が中止になった後も、なぜかずっと滞在されておられましたが……」


    　首を傾かしげて八咫が呟つぶやく。


    　湊も彼には見覚えがあった。


    　一週間前、龍りゆう脈みやくの無断使用に関する会談が行おこなわれる際──各特区から訪れた使節の一人だ。


    　けれど第二特区と第三特区の使節は、道中で襲しゆう撃げきにあったらしく到着せず、さらにマゴニアと共に乗り込んできた《始魔》を〝覆いを外す者たち〟が襲撃したことで、会談どころではなくなってしまった。


    　会談は一いつ旦たん白紙になり、そのことを報告するために使節たちは各特区へ帰還したのだが──彼だけは柱央神殿への滞在延長を望んだのだ。


    「確か《源コン仙ロン》眷けん属ぞくのナタク……だったか」


    　湊が呟くと、その声が聞こえたかのように男──ナタクが振り返る。


    　外見年齢は湊とあまり変わらない。青年とも少年とも表現できる容姿で、小柄だが引き締まった体たい躯くを赤い中華系の衣装で包んでいていた。


    　顔立ちは整っているが、硬さや鋭するどさはなく、柔にゆう和わな印象を受ける。使節として来ただけあって、人当りがよさそうな雰ふん囲い気きだ。


    　湊たちに柔らかな笑みを向けた彼は、拳こぶしを片方の掌てのひらに合わせ、中華式の礼をする。


    「目の前にいるってのに、全然幻素イデアの気配を感じさせないねえ。幻素の制御がずいぶんと巧たくみなようだ」


    　感心した様子で草薙が呟く。屋上に来るまで彼の存在に気づかなかったのは、それが理由だ。


    　幻素が微弱で感じ取れないのではなく、彼には力を押し隠しているといった雰囲気がある。そのせいで彼の力量が、いまいちうまく読みとれない。


    「《源コン仙ロン》の眷けん属ぞくは、仙人や仙獣と呼ばれ──厳しい修しゆ行ぎようを経へて力を増していくという話ですわ。幻素イデアの内的なコントロールにかけては、彼らが最も長たけているかもしれません」


    　八や咫たはそう言いながら、ぺこりと彼にお辞儀を返す。


    　敵意や、まずい場面を見られたという動揺は感じられない。


    　八咫と草くさ薙なぎが彼のほうに歩き出したので、湊みなとも八咫の横に並ぶ。


    「あれの接近に気づかれましたか──お騒がせして、申し訳ない」


    　ナタクは湊たちが声の届く距離まで近づくと、真ま面じ目めな表情で頭を下げ、彼方かなたへと視線を向けた。


    　それは顔を出した太陽とは逆──西の方角。


    「その言い方だと……こっちに近づいている何かは、あなたに関係のあるモノなのか？」


    　湊が疑問を覚えて質問すると、ナタクは首を縦に振る。


    「はい。本来なら先に話を通すべきだとわかってはいたのですが……あれは私に向かって飛んできています。室内にいるとこの神殿を壊してしまうため、まずここで待ち受けることにしたのです」


    「話が見えないねえ。あれってのは、何なんだい？」


    　草薙が眉まゆを寄せて問いかけると、ナタクは姿勢を正して答えた。


    「──《陽皇アマテラス》様をお迎えするための車です」


    「照てる日ひ様を？」


    　八咫は息を呑のみ、ナタクに疑問の眼まな差ざしを向ける。


    「ええ──少しばかり順序が入れ替わってしまいましたが、あなた方《陽皇》様の側近に、《源仙》様のご意向をお伝えします」


    　首しゆ肯こうしたナタクは、厳おごそかな口く調ちようで言葉を続けた。


    「会談の中止と、《始魔ヴアルプルギス》の独断専行に関し、《源仙》様は大きな憂ゆう慮りよを抱いだいておられます。そして《始魔》と同様に、《陽皇》様との直接会談をお望みになられました」


    「《始魔》だけ特別扱いするなってことかい？」


    　そう草薙が問うと、ナタクは頷うなずく。


    「はい──けれど此こ度たびの会談は、龍りゆう脈みやくの使用権拡大や鍵かぎの譲じよう渡となどを要求するものではありません。《源仙》様は、ただあなた方にご教授をされたいと仰おおせです」


    　にこりと笑ったナタクは、敵意や目もく論ろ見みがないことを主張した。


    「ご教授……？　いったい何を教えてくれるっていうんだ？」


    　どういうことかと湊は彼に問いかける。


    「龍脈の利用法についてです。《源仙》様は大陸の大霊脈を統すべられていた方──封神式の地脈運用については、どのような神々よりも長じておられます。龍脈の使い方次第で、このアヴァロンを真なる理想郷に導ける──そう《源コン仙ロン》様はおっしゃられました」


    「真なる理想郷……」


    　それは照てる日ひが願い続けていること。幻エ類ナと人間が共存共栄できる世界。


    　今、このアヴァロンは大枠だけはその体裁を整えた状況にある。ただ、実態は理想とは程遠い。幻類と人間の格差と確かく執しつは、未いまだ消えていない。


    　そんな現状を打破できるというのならば、照日は《源仙》の提案に間違いなく興味を示すはずだ。


    　ナタクは柔にゆう和わな笑みを浮かべたままこちらの反応を確かめ、言葉を続ける。


    「ただ──《源仙》様のお力は土地と密接に結びつくものであるため、簡単に特区を離れることはできません。そのため《陽皇アマテラス》様に直接第四特区へお越しいただきたいと思っているのです」


    《源仙》が自みずから赴おもむけない理由を告げ、ナタクは恭うやうやしく頭を下げた。


    　呼ばれたからといって簡単に出向くのはどうかと思うが、この提案を照日に伝えれば彼女は承諾してしまうだろう。《源仙》が持ち出してきた議題は、どうあっても無視できないものだった。


    　そのとき、湊みなとは彼の肩越しに赤い光が瞬またたくのを見る。先ほどナタクが見ていた方角だ。


    　光はあっという間に大きくなり、それが赤い炎の輝かがやきだと判別できるようになった。
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    　それは炎の車輪を持つ、空飛ぶ御ぎよ車しや。


    「──到着したようですね」


    　後ろを振り返ったナタクは、おもむろに手を翳かざす。その数秒後、ドンッと轟ごう音おんを響かせて御車がヘリポートに着地した。


    　ぴたりと、ナタクが翳した手の位置で正確に停とまった御車を眺め、湊みなとは口を開く。


    「それが、照てる日ひを迎えるための車か？」


    　順序が逆になったとは言っていたが、ナタクはこちらが拒否することはないと最初から踏んでいたのだろう。


    　人の好よさそうな顔をしているが、油断していると簡単に足下を掬すくわれてしまいそうだ。


    　湊に問われたナタクはにこやかに頷うなずき、火の車輪を持つ御車を示した。


    「はい。これは私──ナタクの一部とも言える宝パオ貝ペイ、風ふう火か二に輪りんです。この御車であれば第四特区まで半はん刻ときもかかりません。《陽皇アマテラス》様には快適な空の旅をご提供いたしましょう」
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    　　　　第一章　神仙の都


    



    　　　　　　　１


    



    「わぁ……海岸線が、遠くまではっきり見えますよ！」


    　御ぎよ車しやの窓から外を眺めていた咲さく良らが、歓声を上げる。


    「──昔は、この地にもこれと似た国つ神の眷けん属ぞくがいましたわね」


    　八や咫たが豪勢で広い御車の中を見回しながら言うと、草くさ薙なぎが懐なつかしそうに頷うなずいた。


    「ああ、火か車しやだな。何度か乗ったことがある」


    「へえ……東方にはこういった眷属が多いのね。西さい方ほうにも空飛ぶ車はあるけれど……車自体は特別じゃなくて、引っ張るペガサスの力で飛ぶものなの。まあ天使のわたしには必要ないけどね」


    　白翼を持つ〝天使〟のミカエルは、相あい槌づちを打ちながら物珍しそうに内装を眺める。


    「──魔女も自分で空を飛べるから、こういったモノは使わない。マゴニアは例外だけど……」


    　シーナは窓の外には興味がなさそうに欠伸あくびをし、隣に座る湊みなとの肩へ頭を預けた。


    「お、おい、シーナ……」


    　周囲の──特に左隣に座る獣けもの耳みみをピンと立てた少女の視線を気にして、湊は抗議の声を上げる。


    「今日きようは早起きだったから……ボク、まだ眠い」


    　けれどシーナは構わずに目を閉じ、遠慮なく寄りかかってきた。大きく柔らかな胸が腕に押し付けられ、落ち着かない気分になる。


    　そしてさらに、左隣から感じるプレッシャーが増した。


    「み・な・と？」


    　低い声で名前を呼ばれ、ぎこちなく顔を動かす。すると銀色の尾を逆立たせた照てる日ひが、頬ほおを膨ふくらませながらこちらを睨にらんでいた。


    「いや、照日──俺おれもこれはどうかと思うんだが……シーナはもう寝ているみたいで……」


    　既に寝息を立てているシーナを視線で示し、湊は小声で答える。


    　照日も眠っている彼女を起こすのは気が咎とがめたらしく、不満そうな表情を浮かべながらも声を潜ひそめた。


    「むー……なら、わたくしは膝ひざを使わせてもらうのです」


    　照日はそう言うと、ころんと寝転がって頭を湊の膝に乗せる。


    「……構いませんよね？」


    　もぞもぞと動いてベストポジションを確保した後、照日は綺き麗れいな青い瞳ひとみで湊を見上げた。


    「まあ、俺おれは別に問題ないが」


    　苦笑しつつ照てる日ひの銀髪を撫なでると、彼女は気持ちよさそうに目を細める。


    　何とか彼女の機嫌を損ねずにすんだ湊みなとは安あん堵どの息を吐くが、今度は前方から鋭するどい視線を感じた。


    　そちらに顔を向けると、先ほどまで景色を眺めていた咲さく良らと視線が合う。


    「ふふ──両手に花ですね」


    　にこりと笑って咲良は言うが、声こわ音ねは硬い。


    「いや、俺は枕まくら代わりにされてるだけで……」


    　不ふ可か抗こう力りよくだとは思うものの、妙な迫力のある咲良の笑え顔がおに気け圧おされ、つい言い訳めいたことを口にしてしまう。


    「──湊さん、一つお聞きしてもいいですか？」


    「な、何だ？」


    　改まった口く調ちようで問いかけられ、湊はごくりと唾つばを呑のみ込む。


    「私、最近──幻エ類ナの方々の恋愛観や結婚観が気になっているんです。その……たとえば、複数の方と同時に付き合ったり、重婚をすることは、湊さんたちにとって普通なんでしょうか？」


    　照日とシーナを見ながら咲良は質問した。


    　湊の頬ほおを冷や汗が伝う。ここで迂う闊かつな返答をすれば、取り返しのつかない事態になる予感がある。シーナは眠っていて反応がないが、照日は耳をピクリと動かす。


    「いや、俺はあんまり幻類間のしきたりや歴史について詳しくなくてだな……」


    　助けを求めて周囲に視線を巡らせると、八や咫たと目が合った。彼女は愉たのしそうに微笑ほほえみ、湊に代わって咲良へ返答する。


    「咲良さん、その質問は年若い湊くんには荷が重いですわ。何せ幻類は血族によって在あり方が大きく異なります。恋愛についての考え方もそれぞれですから、幻類全体で共通する決まり事はありません」


    「あ……確かに、言われてみればそうですね。すみません、私が浅はかでした……」


    　咲良は顔を赤くして顔を伏せた。


    　巫ふ道どう機き関かんの職員として勉強不足を恥じたのだろう。だが八咫は口元に手を当てて笑い、首を横に振る。


    「ふふ、そんな顔をしないでくださいな。咲良さんが気になっていることは、ちゃんと教えて差し上げますわ」


    　ちらりと八咫は湊のほうを見て、含みのある声で問いかけた。


    「え、あの……」


    　慌あわてた様子で咲良は視線を彷徨さまよわせる。


    「すべての幻類が共有する価値観はありませんが、本能的な部分に根差した傾向のようなものはあるんですの」


    「傾向、ですか？」


    　興味を引かれた様子で咲さく良らは身を乗り出した。


    「ええ──幻エ類ナが惹ひかれ、魅力を感じる対象の中で、大きく突とつ出しゆつしているものが二つあります。一つは同じ祖を持つ血族。幻類には近親婚が非常に多いのですわ」


    「近親婚……」


    　少し複雑な表情を浮かべる咲良を見て、八や咫たは苦笑を浮かべる。


    「人間が倫理的に──生物的に忌き避ひ感を抱いだくのは理解しています。ただ、それでも私たちは惹かれてしまうのですわ。たぶんそれは、分かたれた祖の幻素イデアを一つに戻したいという衝動──より完全な存在に回帰したいという欲求なのでしょう」


    「そう……なんですね」


    　真ま面じ目めな顔で頷うなずく咲良とは正反対に、八咫は悪戯いたずらっぽい笑みを見せる。


    「けれど幻類は、回帰とは逆行する衝動も持っていますの。それは確固たる肉の器うつわへの憧どう憬けい。私たちは──咲良さんのように若く美しく、清らかで生命力に溢あふれた方にも惹かれてしまうのですわ。当然、湊みなとくんも例外ではないはずですわよ」


    「ええっ!?」


    　咲良は裏返った声を上げ、顔を真っ赤かにした。湊はいきなり何を言うんだと八咫を睨にらみながらも、照てる日ひの耳がぴくりと動いたことに気づく。


    「ね、そうですわよね？」


    　八咫も照日の耳の動きは見たはずなのに、構わず湊に問いかけてきた。


    　咲良も上目遣いで湊を見つめてくる。


    「そう……なんですか？」


    「あー……その、咲良を魅力的な人間だと思ってるのは確かだよ」


    　なるべく言葉を選んで湊は答えた。


    　これはずっと感じてきたことだったので嘘うそではない。


    「あ、ありがとうございます……」


    　頬ほおを染めた咲良は目を伏せ、小さな声で礼を言う。だがそこで太ももに痛みが走った。


    　見ると照日が頬を膨ふくらませながら、湊を睨んでいる。どうやら彼女に太ももを抓つねられてしまったらしい。


    「湊、わたくしのことはどう思っているのですか？」


    　拗すねたような声で[image: ]たずねてくる照日。


    「どうって……そんなこと、わざわざ言わなくてもわかるだろう？」


    　口に出すのは気恥ずかしく、湊は言葉を濁にごす。


    　幼い頃から共に育った間柄なので、互いの気持ちは言葉にせずとも理解できていると思っていた。


    「それでも言葉で聞きたいのです！」


    　けれど照てる日ひは引き下がらず、湊みなとの服を引っ張る。彼女の感情を表すように、銀色の尻尾しつぽが大きく膨ふくらんでいた。


    　皆の前で言うようなことではないと思うのだが、これは覚悟を決めるしかないようだ。


    　諦あきらめて湊は口を開く。だがそこに草くさ薙なぎの面白がるような声が割り込んだ。


    「──盛り上がっているとこ悪いんだが……ちょっといいかい？」


    　どうしたのかと湊たちが草薙を見ると、彼女はにやにや笑いながら、これまで一言も喋しやべらずに事態を傍観していた人物を指さす。


    「空の旅で気分も舞い上がるのは理解できるし、酒のつまみになる色恋話は大好きだよ。ただ……さっきからこの兄ちゃんが困った顔をしていてね」


    　草薙が示した先に座っているのは、この御ぎよ車しやの持ち主である青年──《源コン仙ロン》眷けん属ぞくのナタク。


    「はうっ」


    　子供っぽく頬ほおを膨らませていた照日は、慌あわてて表情を引き締めて飛び起きた。


    　ナタクは少し気まずそうに咳せき払ばらいをした後、口を開く。


    「私のことはお気になさらず、ご自由にお過ごしください」


    　そう言うナタクだったが、照日は顔を真っ赤かにして居住まいを正した。


    「いえ……はしたないところをお見せしてしまい、申し訳ないのです」


    　恥ずかしそうに照日が謝ると、ナタクは驚いた様子で目を見開く。


    「どうしたんだ？」


    　疑問に思った湊は彼に問いかけた。


    「いえ……その、神祖オリジンが私のような格下の者相手に謝罪をなさるのかと……」


    　ナタクが戸惑いを含んだ声で答えると、草薙は肩を竦すくめる。


    「《源仙》がどうだかは知らないが、うちの照日様は〝格〟なんかで相手を軽かろんじたりはしないんだよ」


    「ちょっと草薙──失礼ですわよ」


    《源仙》のことを皮肉るような言葉を口にした草薙の脇わき腹を、八や咫たが肘ひじで小突いた。


    「お気になさらず」


    　ナタクは苦笑を浮かべて言うが、少し気まずい沈黙が御車の中に落ち、湊は窓の外に視線を向ける。


    　八人が乗ってもまだ余裕のあるこの大きな御車──風ふう火か二に輪りんは、雲よりも高く飛んでいるため、窓の向こうには澄んだ蒼あお色だけが広がっていた。


    　──けど、いきなり第四特区へ行くことになるなんてな。


    　湊は今け朝さからの急展開を思い出し、小さく息を吐く。


    　照てる日ひは予想どおりナタクの提案に興味を示した。


    　そして招待を受けるどうかを巫ふ道どう機き関かんとも協議した結果、なぜか咲さく良らも一緒に第四特区へ赴おもむくことになったのだ。


    「……咲良は第四特区の巫道機関支部に用があるんだよな？」


    　気まずい沈黙を破るために、湊みなとは咲良に話題を振る。


    「あ、はい。私も今け朝さ、本部からの電話で知ったばかりなのですが、少し前から定期連絡が途絶えているそうなんです。第四特区は自給自足をしているので、人や物資の流れがほとんどありません。なので情報が全然入ってこなくて……」


    「何があったか直接確かめに行くってことか」


    「──これまでは人員を割く余裕がなかったんですけど、今回は湊さんたちがいるから私一人でも大丈夫だろうという判断みたいです。というか……今さらですけど、湊さんたちは柱央神殿を空からにしてよかったんですか？」


    　咲良は頷うなずきつつ、御ぎよ車しやの中を見回す。


    　ここには第七特区における幻エ類ナの中心メンバーが全員揃そろっている。


    　加えて龍りゆう脈みやくに関する《源コン仙ロン》の抜け駆がけを監視するため、ミカエルとシーナも一緒だ。


    　最初に抜け駆けした《始魔ヴアルプルギス》の一派であるシーナの同行に、当然ながらナタクはいい顔をしなかったが、勝手についてこられても困ると考えたようで、御車に乗ることを承諾した。


    　なので今、第七特区の柱央神殿が無人だと思うのは当然のことではあるが──。


    「大丈夫ですわ。柱央神殿には私の分け身を残してきましたから」


    　八や咫たが笑え顔がおで咲良に言う。


    「分け身……？」


    「私は鏡を依より代しろにしている眷けん属ぞくですから、自みずからの鏡像を分身として使し役えきするような芸当も可能ですの。執務は分け身が代行しますし、何かあったときはすぐにわかります。なのでご心配には及びませんわ」


    「へえ……すごいんですね」


    　咲良は感心した声を上げたが、実際は便利なだけの術ではない。


    　発動中は分身の数で力が等分され、分身が滅ほろぼされれば、その分の幻素イデアが失われるリスクもある。警備も巫道機関に任せるしかない。


    　多少不安ではあるが、普段から街の治安を守っているのは巫道機関だ。


    　マゴニアの来訪や〝覆いを外す者たちアポカリプス〟の襲しゆう撃げきのような緊急事態が起こらない限りは、何とかなるだろう。


    　もしそういった事態になったとしても、この御車ならば半はん刻ときで舞い戻れる。


    　まあ、それは彼がすんなりと求めに応じてくれればの話だが──。


    「…………」


    　湊みなとは咲さく良らからナタクに視線を移した。


    「何か私の顔についていますか？」


    　湊の視線に気づいたナタクが柔にゆう和わな笑みを浮かべる。


    　先ほどの発言からすると、彼は互いの〝格〟というものを気にしているらしい。そこから《源コン仙ロン》の性格や第四特区の雰ふん囲い気きが微かすかに感じられた。


    　けれどもう少し情報を得たくて、湊は彼に問いかける。


    「ナタク──第四特区ってどんなところなんだ？」


    　すると彼は笑え顔がおを浮かべ、誇らしげに答えた。


    「幻エ類ナと人類が分け隔へだてなく暮らす素晴らしい街ですよ。私たちは第四特区こそが、理想郷アヴアロンという名を体現していると、強く自負しています」


    　その言葉に、ぴくりと照てる日ひの狐きつね耳みみが小さく揺れた。


    



    　　　　　　　２


    



    「──見えてきました。あれが第四特区、旧京都です」


    　高度を下げた御ぎよ車しやの窓を示し、ナタクが言う。


    　彼の言葉どおり、半はん刻ときもかからずの到着だ。


    　窓から地上を見下ろすと、碁ご盤ばんの目のように区切られた街並みが瞳ひとみに映る。だが幻類である湊の目には、別のモノも見えていた。


    「あれは……結界か？」


    　街の外縁部から空へと淡い山やま吹ぶき色の光が伸び、それが繋つながり合って町全体を覆おおっている。


    　光は濃い幻素イデアそのもので、普通の人間には知覚できないだろう。


    「わ、凄すごいですね！　光が街を包み込んでいます！」


    「マゴニアを包む防御壁とは少し違う……結界というより、これは聖域化を目的とした……」


    　だが人間である咲良とシーナも、当然のように結界を眺めて感想を口にしていた。


    　わかっていたことではあるが、この二人は例外だ。人間だというのに、なぜか幻素を知覚できる。


    　しかし彼女たちの特異性を知らなかったナタクは、興味深そうな表情を浮かべていた。


    「──第四特区《断界の聖域シヤンバラ》は街の中心部を結界で覆い、その中で多くの幻類と人間が暮らしています。結界を自由に通過できるのは《源仙》様の眷けん属ぞくだけですが、この御車に乗っていれば、あなた方も問題なく境界を越えられますのでご安心を」


    　咲良とシーナの様子を眺めながら、ナタクは湊の質問に答える。


    「それにしても、ずいぶんと強固な結界ね……いったい何を警戒しているのかしら？」


    　ミカエルが怪け訝げんそうな顔でナタクに問いかけた。


    「いえ、あの結界は外敵を想定してのものではなく──私たちに必要な場をつくることで、結果的に強固となってしまうというか……詳しいことは着いてから説明いたします。実際に見てもらったほうが、わかりやすいと思うので」


    　ナタクはそう言って、御ぎよ車しやの内壁に触れる。すると御車はさらに高度を落とし、結界をあっさりと通り抜けた。


    「出るときも、この御車に乗らなきゃいけないってことなのかい？」


    　その様子を眺めていた草くさ薙なぎが疑問を口にすると、ナタクは首を横に振った。


    「帰りも私がお送りするつもりではありますが、結界には四方に門があります。そこからであれば、《源コン仙ロン》様の眷けん属ぞくでなくとも出入りが可能です」


    　彼が説明している間にも御車は地上に近づき、大鳥居を構える広大な社やしろへと降り立つ。


    　柱央神殿の屋上に降りてきたときはかなり荒っぽい感じだったが、今は乗客がいるためか、とても静かな着陸だった。


    　御車はそのまま道を走って鳥居を潜くぐり抜け、社の境内へと入る。


    「ここは確か、人ひと神がみの社だったはずだが……ずいぶんと様変わりしたもんだねえ」


    　社の中を見て、草薙が呆あきれを含んだ声を漏もらした。


    　確かにこの場所は、神社と呼ぶには抵抗がある。鳥居は残っているものの、境内に立ち並ぶ建物はすべて中華風のものだ。六角形の建物や、黄色の屋根と赤い壁の社が、強烈な存在感を放っている。


    「この辺りも崩ほう界かい戦争で大きな被害を受けていましたから、建物は造り直させていただきました。あれが《源仙》様の住まう本殿です」


    　御車が向きを変え、豪ごう奢しやな社の姿が目に入る。


    　そこで御車は停とまり、ナタクは扉とびらを開けて一番に地面に降り立つと、湊みなとたちに手を差し出す。


    「ようこそ第四特区へ。《源仙》様がお待ちです」


    　社の入り口には羽は衣ごろもを纏まとった大勢の女性たちが並んでいた。


    「仙せん女によがお出迎えとは、ずいぶんと歓迎してくれてるようだねえ」


    　草薙は苦笑を浮かべつつ、ナタクの手を借りずに地面に降り立った。そしてそれは自分の役目だとばかりに、ナタクに代わって照てる日ひに手を差し出す。


    　草薙の行動を見たナタクは苦笑し、一歩後ろへ引いた。


    「ありがとうです」


    　照日は草薙の手を取ってぴょんと飛び降り、湊たちも後に続く。


    「んー……よく寝た」


    　完全に熟睡していたシーナは、ふらふらしながら湊の手を借りて御車から降りた。


    「ほら、咲さく良らも」


    　次の咲良にも湊は手を伸ばす。


    「えっ、わ、私は大丈夫です！」


    　だが彼女は慌あわてた様子で首を振り、自分で御ぎよ車しやから飛び降りる。だが想定以上に高さがあったようで、着地と同時にバランスを崩した。


    「わわっ──！」


    　とっさに湊みなとが彼女を支え、何とか転倒を食い止める。ふわりと広がった彼女の髪から、微かすかな甘い香りがした。これは香水の匂においだろうか。


    「危ないな……あんまり無理はしないでくれ」


    　ため息をついて湊が言うと、咲さく良らは顔を赤くして腕の中で頷うなずく。


    「は、はい……すみません。でも湊さん……この格好はちょっと……」


    　彼女に言われ、抱きしめるような体勢になっていることに気づいた。


    「悪い」


    　慌あわてて湊は彼女から離れ、頭を掻かいた。するとシーナが真ま面じ目めな顔で咲良へ問いかける。


    「……サクラ、そのテクニック今度真ま似ねしていい？」


    「て、テクニックって──わざとじゃないですよ！」


    　焦あせって否定する咲良の後ろでは、照てる日ひが頬ほおを膨ふくらませていた。だが大勢の出迎えがいる前であるためか、何も言ってこない。


    　だからと言って放っておくこともできないので、湊は彼女に近づいて頭を撫なでる。


    「──わたくしがいつもこれで機嫌を直すと思ったら、大間違いなのですよ？」


    　頬を膨らませたまま照日は言うが、尻尾しつぽは嬉うれしそうに揺れていた。


    　そんなやり取りをしている間に最後のミカエルが御ぎよ車しやを降り、同時に社殿のほうから甲高い銅ど鑼らの音が鳴り響く。


    　それに驚いて視線を向けると、社殿の扉とびらが重々しい音を立ててながら開いていくのが見えた。


    「さあ、こちらへ」


    　先頭に立ったナタクが、照日たちを誘いざなう。


    「──はい。皆さん、行きましょう」


    　照日は居住まいを正して頷き、湊たちを従えて歩き出した。


    　羽は衣ごろもを纏まとった仙せん女によたちが恭うやうやしくお辞儀する中を通り、湊たちは社殿へと入る。床ゆかは石畳で靴くつを脱ぐ必要はないようだ。


    　内装は金きん箔ぱくと鮮あざやかな朱色に彩いろどられ、とても煌きらびやかな印象を受けた。人払いをしているのか、社殿に入ってからは誰にも出会わず、静かな廊下を黙々と進む。


    　そして奥へ行くほどに、辺りに満ちる幻素イデアが濃くなっていくのを湊は感じていた。


    　これは恐らく──《源コン仙ロン》の神しん気き。


    　威圧するのではなく、圧倒的な大きさで包み込んでくるような気配だ。


    　まるで霊山の奥深くへ踏み入って行くような感覚を抱いだく。


    　そしてどこか……懐なつかしい。


    　かつて暮らしていた山奥の社やしろと似た雰ふん囲い気きがある。


    　ひょっとすると父の水すい神じんと同じく、《源コン仙ロン》は土地に根差した神なのかもしれない。


    「この先で《源仙》様がお待ちです」


    　そう言ってナタクが足を止めたのは、重々しい扉とびらの前。


    　だが彼がその扉を開くと、予想外の光景が目に飛び込んできた。


    「……外？」


    　咲さく良らが驚きの声を漏もらす。


    　彼女の言うとおり、扉の向こうは屋外だった。


    　建物に囲まれた中庭のような空間で、中央には泉で囲まれた陸地に大木が生えている。泉には蓮はすの花が咲き、天高くまで枝葉を伸ばした大木には小さな赤い果実がたくさん実っていた。


    　そしてその大木の根元に、一人の女性が大きな獣けものをソファ代わりに寝そべっている。


    　紹介されずとも彼女の正体は明らか。辺りに満ちる神しん気きの源──彼女こそが第四特区の柱たる《源仙》なのだろう。


    「どうぞ」


    　ナタクは扉の脇わきで足を止め、湊みなとたちを促うながした。彼はこの神域に踏み入るつもりはないらしい。


    　照てる日ひはここまでの案内を感謝するようにペコリと小さく会え釈しやくをし、本殿の中庭へと足を踏み出す。


    　両脇わきに色とりどりの花が咲き誇る道を進み、泉にかかる朱塗りの橋を渡り、湊たちは《源仙》の元に辿たどり着いた。


    《源仙》が体を預けていた大きな獣──白い犬がピクリと耳を動かし、微かすかに警戒する素そ振ぶりを見せる。だが《源仙》は寝そべった体勢を変えず、リラックスした様子で目を閉じていた。


    　背が高く、スタイルのいい女性だ。幼おさなく小柄な容姿の照日や《始魔ヴアルプルギス》とは、正反対の印象を受ける。


    　手には黒白の扇おうぎを持ち、着崩した羽は衣ごろもからは、豊満な胸の谷間が覗のぞいていた。


    　湊たちが近くに来ても反応がないが……眠っているのだろうか。


    「あの──初めまして、わたくしが《陽皇アマテラス》なのです」


    　黙っていても仕方がないと判断したのか、照日が一歩前に出て挨あい拶さつする。


    「ふわ…………」


    　すると《源仙》は小さく欠伸あくびをし、薄目を開けた。


    「おぉ……」


    　そして何か感嘆するような声を上げ、くいくいと照日を手招く。


    「近くに行くのですか？」


    　照日は少し困惑しながらも、緊張した足取りで《源仙》に近づき、三メートルほどの距離で足を止めた。


    　けれど《源コン仙ロン》はまだ手招きを続ける。


    「もっと……？」


    　照てる日ひがさらに距離を詰めると、《源仙》はがばっと身を起こし、大きく手を広げた。


    「ふえっ!?」


    　驚きの声を上げた照日を、《源仙》は両腕で抱き締める。


    「おお──よい感触でありんす。儂わしはモフモフしたものが大好きでのう。《陽皇アマテラス》がこのように愛らしい女神だと知っていれば、もっと早く会おうとしたものを……」


    「く、苦しいのです……」


    　顔を豊かな双そう丘きゆうに押し付けられた照日は、息苦しそうにもがいていた。けれど《源仙》は構わずに照日の頭や尻尾しつぽを撫なでまわす。


    「ふむ──儂のコウテンに劣おとらぬ毛並み……見事と言うほかないのう」


    「ひゃうっ!?　そ、そこはダメなのです！　尻尾の付け根は弱くて──」


    　照日の悲鳴を聞き、呆ぼう然ぜんとしていた湊みなとは我に返った。神祖オリジン同士のやり取りに口を挟むのは気が引けるが、そうも言っていられない。


    「……それぐらいにしてもらえないか？　照日が困ってる」


    　湊が声をかけると、《源仙》は照日を撫でる手をぴたりと止めて、視線を移動させる。
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    「ほう──その気配、主ぬしが龍りゆう脈みやくの鍵かぎでありんすか」


    　その言葉に照てる日ひはぴくりと耳を動かし、強引に《源コン仙ロン》の腕を振りほどいた。


    　そして《源仙》の視線を[image: ]さえぎるようにして湊みなとの前に立ち、細い両腕を広げる。


    「最初にこれだけは言っておきますが……湊は渡さないのですよ」


    　この第四特区に来たのは、龍脈の利用法を教授すると言われたためだ。


    　龍脈の使用権拡大は求めないとナタクは言っていたが、鵜う呑のみにはできない。


    　以前《始魔ヴアルプルギス》が湊の身柄譲じよう渡とを迫ったように、《源仙》も湊を使って龍脈の掌しよう握あくを目もく論ろんでいる可能性はある。


    　だが《源仙》は苦笑を浮かべて、小さく肩を竦すくめた。


    「心配するでない。鍵かぎなど、儂わしにはさして必要のないもの。それよりも失礼をしたのう。主ぬしがあまりにも小さくモフモフで愛らしかったため、我を忘れてしまった」


    　謝罪した《源仙》は、再び白い巨犬に背を預け、照日たちを見回した。


    「遠路はるばるよく参られた。儂──第四特区を司つかさどる《源仙》は、主らを歓迎しよう」


    「は、はあ……歓迎、ありがとうなのです」


    　照日は、急に真ま面じ目めな態度を取った《源仙》に戸惑いつつ、ぺこりとお辞儀をする。


    　そして湊たちにも自己紹介をするよう、振り返って視線で促うながした。


    「俺おれは、照日の──《陽皇アマテラス》の護衛を務める辰たつ宮みや湊だ」


    　まず湊が名乗ると、草くさ薙なぎと八や咫たが後に続く。


    「《陽皇》様の眷けん属ぞく、草薙だよ」


    「同じく八咫ですわ。このたびは直じき々じきのお招き、ありがとうございます」


    　多少の毒を込めて八咫は挨あい拶さつをした。性急な招待を皮肉っているのだろう。


    　その空気を感じ取った咲さく良らは、慌あわてた様子で口を開いた。


    「わ、私は巫ふ道どう機き関かん、第七特区本部所属の調停士──芦あし原はら咲良です！　このたびは第四特区の巫道機関支部に所用があり、皆さんに同行させていただきました」


    「……巫道機関？」


    　だが《源仙》はピンと来ない顔で眉まゆを寄せる。


    「え？　あの、わかりませんか？　人間側の治安維持組織なのですけど……」


    「どこかで聞いたような気はするでありんすが──思い出せんのう。まあ、特区の実務は弟子たちに任せておるゆえ、仕事の話はそちらへ通せ」


    「は、はい……わかりました」


    　咲良は戸惑いを隠せない様子だったが、ひとまず首しゆ肯こうを返した。


    《源仙》の視線は残ったミカエルとシーナに向き、二人は順番に挨拶をする。


    「《天元エール》様の血族、ミカエル・ザ・サードです。《源仙》様が龍脈の件で《陽皇》様をご招待されたと聞き、同行しました。龍脈はアヴァロン全体に関わる問題ですから」


    「……ボクも似たような感じ。お母様──《始魔ヴアルプルギス》様に、龍りゆう脈みやくは必要。今、好き勝手にされたら困る。あ……ボクはシーナ。人間だけど、魔女で魔術師」


    　凜りんとしたミカエルの挨あい拶さつの後、シーナは緩ゆるい口く調ちようで名乗った。


    「《天元エール》と《始魔》の目付け役でありんすか。主ぬしらは特に呼んでおらぬが……まあ、好きにすればよい」


    　どうでもよさそうな口調で《源コン仙ロン》は言い、口に手を当てて欠伸あくびをする。


    「ふわ……いかん、そろそろ眠気を堪こらえるのも限界でありんす。《陽皇アマテラス》よ……話は後ほど夕食の場で行おこなおうぞ。もしくは、儂わしと共にここで昼寝をせんか？　コウテンの腹は、とても寝ね心ごこ地ちがよいぞ？」


    　白い巨犬の毛並みを撫なでて《源仙》は照てる日ひに問いかけた。どうやら先ほどの話に出たコウテンというのは、《源仙》がソファ代わりにしている巨犬のことらしい。


    「い、いえ、眠くはないので遠慮しておくのです！」


    「そうか……それは残念。では、夕食までゆるりと過ごされよ。後のことは弟子たちに聞くといい」


    　そう言うと、《源仙》は瞼まぶたを閉じ、すやすやと寝息を立て始めてしまう。


    　放置された湊みなとたちは顔を見合わせるが、コウテンにじろりと睨にらまれ、入り口へと引き返す。


    　あんな高速の乗り物で呼びつけたわりには、特に用件を急ぐつもりもないようだ。


    　扉とびらまで戻ると、そこにはナタクと数人の仙せん女によたちが待機していた。


    「──皆様、お疲れ様でした。今晩はこの第四特区にご宿泊いただくことになるかと思いますので、お部屋にご案内いたします。ただ……」


    　ナタクは会え釈しやくをしてそう言うが、少し言葉尻じりを濁にごして咲さく良らのほうを見る。


    「何でしょうか？」


    　きょとんと咲良が問い返すと、ナタクは申し訳なさそうに口を開いた。


    「第四特区では、力で明確な〝格付け〟が行われ、住居などが区分されています。客人とはいえ、特別扱いをするわけには参りません」


    「えっと、それって……」


    　雲行きの怪しい言葉に、咲良は困惑の表情を浮かべる。


    　その不安を肯こう定ていするようにナタクは頷うなずき、こう告げた。


    「魔術師であるというシーナ様を含め、力ある方々はこの本殿と離宮に部屋をご用意させていただきますが──力を持たない咲良様だけは、市中にある道どう士したちの住まう区画に滞在してもらいます」
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    「湊みなとさん、よかったんですか？　私についてきて……。照てる日ひの傍そばにいたほうがいいんじゃ──」


    　街中の道を走る御ぎよ車しや──風ふう火か二に輪りんに揺られながら、咲さく良らが申し訳なさそうに湊を見る。


    　この御車はかなり車幅が大きく、公道の車線を普通にはみ出しているが、ほかに車は走っていないので問題はなさそうだ。


    「咲良を一人きりにするのは心配だって、照日が言ったんだよ。照日のほうは薙なぎ姉と八や咫たがいるから大丈夫だろう」


    　湊は窓の外を見ながら、咲良に心配をかけぬよう軽い口く調ちようで答えた。


    「そうだったんですか……照日には後でお礼を言わないといけませんね。けど──」


    　そう呟つぶやきつつ、咲良は湊を挟んで反対側に座る少女のほうを見る。


    「シーナさんは、どうして？」


    　咲良は、ぼうっと窓の外を見ていたシーナに問いかけた。


    　シーナは《源コン仙ロン》の社やしろに滞在を許されたのだが、なぜか咲良や湊たちについてきたのだ。これでは照日と《源仙》の会談に目を光らせることはできない。


    「ボクにとっては、会談より彼の傍にいることのほうが大事。同じ宿に泊まれるのなら、今夜は一緒に寝れる」


    　シーナは当然のように答え、湊に腕を絡めた。


    「なっ……」


    　彼女の言葉と胸の感触に動揺する湊だったが、咲良はそれ以上に大きなリアクションを起こす。


    「だ、ダメですっ！　宿は同じでも、部屋は別ですよ！　そうですよねっ!?」


    　顔を真っ赤かにした咲良は、同乗していたナタクのほうを鋭するどい眼まな差ざしで見つめた。


    　その気迫にナタクは苦笑いを浮かべ、首を縦に振る。


    「はい、もちろん一人一部屋をご用意させていただきます。それに道どう士したちの区画で、男女が部屋を同じくすることは、基本的に許されません。禁欲は修しゆ行ぎようの基本ですからね。けれど尸し解かいした後は、そういった制限はなくなり、むしろ房ぼう中ちゆう術じゆつとして──」


    　すらすらと淀よどみなく説明を続けるナタクだったが、湊は話についていけず口を挟んだ。


    「悪い、ナタク。正直、言っていることがほとんどわからない。道士とか尸解とか、その意味から教えてくれないか？」


    　するとナタクはバツが悪そうな表情を浮かべ、申し訳なさそうに頭を掻かく。


    「これは失礼をいたしました。咲良様にご無理を強しいたわけを納得していただくためにも、まずは《源仙》様が構築された〝仙せん道どう〟という仕組みについて説明しましょう」


    　そう前置きをし、ナタクは窓の外を身振りで示した。


    「今走っているのは、第四特区で最も賑にぎやかな通りです。窓の外には何が見えますか？」


    　問いかけられ、湊も窓の外を見る。


    　広い通りにはたくさんの露店が軒のきを連ね、多くの人や人じん外がいの姿をした者たちが行き交っていた。


    「人間と幻エ類ナ、あとはいろいろな店が見えるな。まるで祭りの最中みたいだ」


    　湊みなとが見たままを答えると、ナタクは笑みを浮かべる。


    「これは日常の風景ですよ。ここは大陸系の血族と仙人たちが、自由気ままに過ごす〝桃とう源げん郷きよう〟区画ですから、毎日がお祭り騒ぎなのは当然と言えます。人に見えるのは仙人──普通の人間は一人もおりません」


    「仙人……人間じゃない？」


    　驚いてもう一度外に目をやる。街全体を包む《源コン仙ロン》の気配に紛まぎれてわかりづらいが、確かに普通の人間に見える者からも幻素イデアの気配を感じた。


    「はい。〝仙せん道どう〟は、修しゆ行ぎようを積めば誰でも《源仙》様の眷けん属ぞくになれる仕組みなのです。古くからそうして多くの人間が仙人となりました」


    「ええっ!?　人間が幻類になったっていうことですか？」


    　ナタクの言葉を聞いて、咲さく良らが驚きの声を上げる。だがシーナがふるふると首を横に振った。


    「……違う。眷属は、厳密には幻類じゃない。神オリ祖ジンや血族の使い魔みたいなもの」


    　シーナはそう訂正するが、ナタクはぴくりと眉まゆを動かす。ナタクも仙人であるがゆえに、今の言葉は彼が《源仙》の使い魔だと言われたに等しい。


    「使い魔とは失礼ですね。魔女の方々にとってはそうかもしれませんが、我々と《源仙》様の関係は、そのようなものではありません。私は弟子として、長くあの方に仕つかえております」


    「従属しているという意味では、同じ。表現を変えただけ」


    　けれどシーナは淡々とした口く調ちようで反論した。常に柔らかな表情を浮かべていたナタクの顔が、微かすかに強こわ張ばる。


    「シーナ、ちょっと言い過ぎだ。薙なぎ姉や八や咫たも眷属なんだから、もう少し言葉を選んでくれ」


    　慌あわててシーナを注意すると、彼女はハッとした顔で湊みなとを見た。


    「あ……ごめんなさい。怒った？」


    　上目遣いでじっと見つめられ、湊は頬ほおを掻かく。


    「いや、別に怒ってはいないが──」


    　シーナはその返事を聞いて、胸を大きく撫なで下ろした。


    「よかった……あなたに嫌われるのは、すごく嫌だから……」


    　安心のため息を零こぼすシーナの呟つぶやきに、湊は落ち着かない心ここ地ちになる。すると咲良がシーナとは反対側から湊の服をくいくいと引っ張った。振り返るとなぜか不機嫌そうな顔で咲良がこちらを睨にらんでいる。


    「さ、咲良？　どうした？」


    「湊さん、眷属というのは結局どういう方々なんですか？　巫ふ道どう機き関かんでは、〝神祖や血族の力で幻エ類ナになった存在〟と習いました。けれどナタクさんやシーナさんの言い方だと、それぞれ少しずつニュアンスが違うように感じます」


    　妙に早口で質問してくる咲さく良ら。機嫌を損ねた理由はわからないが、ひとまず湊みなとはナタクにも気を遣いながら言葉を紡つむぐ。


    「えっとだな……基本的には咲良の認識で合ってるよ。俺おれたち幻類は、自分の幻素イデアを分け与えて、普通の道具や獣けものに特別な力を付与することができる。俺が水を龍りゆうの形にして操あやつっているのも、一時的な眷けん属ぞく化と言えるかもしれない」


    「ああ──湊さんの龍、まるで生きているみたいですもんね」


    　何度も湊が戦う場に居合わせたことのある咲良は、納得したように頷うなずいた。


    「まあ、俺の場合は手足の延長みたいな感じで操作しているだけだけどな。けど、そこに魂たましいを宿らせることができれば、自律して動く本物の眷属になる。薙なぎ姉や八や咫たは、そうして物から眷属になったタイプだ。そして──」


    　湊はそこで言葉を切り、シーナに視線で促うながす。


    「魔女は、最初から魂のある獣に幻素を注いで……力と知恵を与える。それが使い魔としての眷属」


    《始魔ヴアルプルギス》の血族が眷属をつくる方法をシーナは説明した。続いてナタクも口を開く。


    「《源コン仙ロン》様の眷属には、物や獣から昇華した者だけでなく、人間だった者たちが大勢います。《天元エール》は波長の合う人間を、聖人や使徒として眷属化したらしいですが、仙人はそれとは全く違う──選ばれたのではなく、自みずからの意志と努力で成り上がった者たちです」


    　誇らしげな声でナタクは言い、窓の外に眼まな差ざしを向けた。


    「自分の意志で眷属に……本当にそんなことが可能なんですか？　《源仙》様の許可はいらないんでしょうか？」


    　しかし咲良はまだ戸惑った様子で疑問を口にする。


    「本来はとても難しいことです。眷属化は、神祖オリジンや血族の一部となるに等しい。ゆえに初めから強固な魂を持つ人間は同化させづらく、眷属に向いていません。ですがこの〝場〟がそれを可能にしています」


    　ナタクは両手を広げ、左右の窓から見える街並みを示した。


    「場……？」


    「《源仙》様はこの地と一体になり、街全体をご自分の幻素で包み込んでいます。それこそが強固な結界の正体。その中で生活することで生き物は自然と《源仙》様に同調し、長い年月を経へればただの道具にも力と魂が宿るのです」


    　咲良に説明するナタクの言葉を聞き、湊は眉まゆを寄せる。理屈は何となくわかったが、納得できない部分があった。


    「じゃあ《源仙》は際限なく眷属を増やしているってことか？　そんなことをして、幻素が保もつとは思えないが」


    　湊みなとに疑問をぶつけられたナタクは、予想していた質問だという顔で大きく首を横に振る。


    「逆ですよ。生物──特に人間は幻素イデアを自みずから生み出す力に優れています。ゆえに人間を眷けん属ぞくとすることで、生成される幻素は《源コン仙ロン》様をも満たすのです」


    　シーナが感心した顔になる。


    「よくできたシステム……力を餌えさにするところは、黒魔術を人間に広めたお母様のやり方に似てる」


    「……眷属化による不老や様々な仙術に惹ひかれて修しゆ行ぎようを始める者が多いのは事実ですが、黒魔術などと一緒にしないでいただきたい。こうした仕組み──仙せん道どうは、もっと崇すう高こうなものです」


    　ナタクはまたシーナの言葉に引っかかりを覚えた様子で反論し、街の人々を示しながら言葉を続ける。


    「見てください──ここでは幻エ類ナと人間があらゆる意味で対等です。今、力を持たない者たちも修行を続ければ、必ず報むくわれます。これほどまでに理想的な社会があるでしょうか？」


    　湊たち全員に向け、ナタクは強い口く調ちようで問いかけた。


    「むぅ……」


    「それは……」


    　シーナは反論せずに口を噤つぐみ、湊も言葉に詰まる。


    　だが咲さく良らは何か納得がいかないという顔で問いを返した。


    「でも──その力を持たない方たちは、ここにはいないんですよね？」


    「はい、修行中の者たちを道どう士しと呼ぶのですが、彼らはこの〝桃とう源げん郷きよう〟区画への立ち入りを禁じられています。けれどそれは彼らの修行を妨さまたげないため。彼らにとっても自ら選んだ道です。これから彼らの住まう区画に行くので、すぐにそれはわかるでしょう」


    　全く隙すきのないナタクの答えに、咲良もそれ以上の抗弁は止める。


    　ただその横顔には、まだ呑のみ込めない感情が滲にじみ出ているように思えた。
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    「──さっき通って来た場所に比べて、ずいぶんと殺さつ風ぷう景けいだな」


    　御ぎよ車しやから降りた湊は、周囲を見回して感想を呟つぶやく。


    　崩ほう界かい戦争の名残なごりなのか、焼け落ちたと思われる建物の跡が遠くまで続いていた。


    　ちらほらと点在しているのは、煤すすけたコンクリート製のビルと新たに建てられたと思われるプレハブの小屋。


    　大きく開けた場所には人が集まり、体操のようなことをしている。ナタクは湊の視線に気づき、口を開いた。


    「あれも修しゆ行ぎようの一つですよ。まだ人間である彼ら道士は、ああやって辺りに満ちる《源コン仙ロン》様の神しん気きを体に巡らせ、眷けん属ぞく化を促進しているのです。禁欲が修行の基本なのは、己おのれの内に貯ためた気を発散させてしまわぬため。禁欲を守れない者は、何十年も修行することになります」


    「あの……」


    　それを聞いた咲さく良らが、躊躇ためらいがちに手を挙げる。


    「何ですか？」


    「さっき、修行を続ければ必ず報むくわれると言っていましたけど……修行に長い時間がかかるのなら、寿命が足りなくなることもあるんじゃないですか？」


    　咲良が問いかけると、ナタクは苦笑を浮かべた。


    「確かに──修行中に肉体の限界が訪れることもあります。けれど、ここでは魂たましいが肉体から解き放たれることを〝尸し解かい〟と呼び、そうして霊れい魂こんのみとなった者は〝尸し解かい仙せん〟として《源仙》様の眷属になることができます」


    　ナタクの返答を耳にしたシーナが、訝いぶかしげに眉まゆを寄せる。


    「死ねば眷属になれるの？　じゃあ、修行なんて必要ないんじゃ……」


    「そう簡単な話でもありません。尸解仙は仙人の中では最も格下……下へ手たに力を使えば存在を保てなくなるほど不安定な霊魂体です。ただ──肉体の業ごうに囚とらわれない分、以後の修行を放棄することがなく、最終的に大成する者もいます」


    「仙人になった後も修行をしなくちゃいけないの？」


    　首を傾かしげ、問いを重ねるシーナ。


    「それは各おの々おのの目標次第ですね。眷属となることが目的だった方は、その時点で修行をやめてしまいます。克こつ己きに励む仙人の中には、彼らを邪じや仙せんと呼んで軽けい蔑べつする者もいますが、《源仙》様はそれも一つの道だと認めておいでです」


    「ふうん……仙人になってからは、いろいろと自由なんだ」


    　どこか含みのある口く調ちようでシーナは言い、広場で修行をしている人々を見る。


    「何か言いたいことが？」


    　ナタクが棘とげのある声で問いかけると、シーナは小さく肩を竦すくめた。


    「それでも……仙人になるまでは、ずっと修行しなきゃいけないんだなって思っただけ。《源仙》の眷属になるために人生を全部使うなんて、ボクは嫌かも」


    「生あい憎にくとあなたのように努力を惜しむ方は、ここには一人もおりません」


    　……一人も？


    　それは単に誇張した言葉だったのかもしれないが、湊みなとはナタクの表現に引っかかりを覚える。


    　修行をしない人間や《源仙》の眷属になることを望まない人間が、第四特区には一人もいないというのだろうか。


    　各特区に暮らす人間たちは、その大半がかつてその地で生活していた帰還民たちだ。最初から全員が仙人になることを望むとは思えない。


    「あの──巫ふ道どう機き関かんの人たちはどうしているんですか？　彼らは修しゆ行ぎようではなく、治安維持の仕事をしていると思うんですが……」


    　けれど湊みなとが疑問を口にするより先に、咲さく良らがナタクに問いかける。


    「巫道機関……ああ──以前はそういう方々もいましたね」


    　ナタクは今思い出したという様子で呟つぶやいた。


    「以前はって……まさか、今はいないんですか？　私、支部の状況を確かめるために来たんです。何かあったのなら教えてください！」


    　血相を変えて詰め寄る咲良だったが、ナタクは苦笑を浮かべる。


    「別に何もありませんよ。ただ、この特区では必要ない組織だったので自然消滅しただけです」


    「し、自然消滅……？」


    　絶句する咲良に当然だという顔で頷うなずき、ナタクは足を止めた。


    「そんなことより──もう着きましたよ。ここです」


    　ナタクは身振りで目的地に到着したことを知らせる。


    　そこは開けた場所にぽつんと立っている六階建てのビル。崩ほう界かい戦争以前の建物らしく、表面には焼け焦こげた跡が残っていた。


    　ナタクに促うながされて湊たちは建物の敷地へ足を踏み入れる。けれど咲良は歩を進めながらも、まだ呆ぼう然ぜんとした表情を浮かべていた。


    



    



    　湊にあてがわれたのは、スペースの大半をシングルベッドが占領してしまっている狭い部屋だった。柱央神殿の広い部屋に慣れてしまっていたので、少し息苦しい。


    　しかも今は一人用の部屋にシーナもいるため、余計に窮屈な印象がある。


    「サクラ、ショックを受けてた」


    　ベッドの端に腰かけたシーナは、表情を曇くもらせて呟く。


    　シーナもサクラのことは心配らしい。今は同居しているという話なので、それなりに親しくなってはいるのだろう。


    「まあ、支部とはいえ──自分の所属している組織が自然消滅したなんて言われたら、いろいろと不安にもなるさ」


    　湊は刀を鞘さやごと帯から抜いて机の上に置きつつ、白い壁に視線を向ける。


    　咲良は隣の部屋だ。ナタクは隣り合った三部屋を湊たちのために用意し、鍵かぎを渡した後、《源コン仙ロン》のいる第四柱央神殿へと引き返していった。


    　ここは元ビジネスホテルで、今も一時的な宿泊施設として運営されているそうだ。咲良のような人間の賓ひん客きやくや、道どう士しを指導する仙人たちが仮住まいに使うらしい。湊たちが泊まるフロアは貸し切り状態で、ほかの宿泊客はいないという話だった。


    「というか……何でシーナは自分の部屋に行かないんだ？」


    　当然のような顔をしてベッドに座っているシーナへ、湊みなとは疑問をぶつける。


    　咲さく良らがふらふらと自分にあてがわれた部屋へ入った後、シーナはなぜか湊についてきたのだ。


    「一人でいても、やることがない」


    　ころんと無防備にベッドへ横たわるシーナ。体を伸ばしたことで大きな胸が強調され、視線のやり場に困ってしまう。


    「まあ、それはそうか」


    　湊は曖あい昧まいに頷うなずき、窓の外を見る。日当たりのいい南向きの窓からは、辺りの様子がよく見渡せた。


    　だだっ広い平地に点在するプレハブ小屋の向こうに、とても大きな建造物の影がある。そこから東西に高架が伸びているのを見ると、あれは駅なのかもしれない。とは言え、高架は東を流れる川の付近で途切れており、電車は走れないだろう。


    「あなたは、何かすることある？」


    　リラックスした様子で寝転びながら、シーナが問いかけてくる。


    「そうだな……とりあえず照てる日ひと《源コン仙ロン》の会談が終わるのを待つしかないな。夕食のときに話をするって言ってたから、夜には一度連絡があるだろ」


    　自分はこちらに来たので夕食に同席はできないが、草くさ薙なぎと八や咫たがいるならそれほど心配はいらないだろう。加えて《天元エール》血族のミカエルの目もある。


    　問題はここで通信端末が使えるかということだが、いざとなれば連絡を取る手段はいくつかあった。


    「じゃあ、夜までは暇ひま？」


    「ああ」


    　湊が頷くと、なぜかシーナは顔を輝かがやかせる。


    「それなら、ボクと一緒に寝よ？」


    　ベッドに横たわりながら、シーナは湊を手招きした。


    「ね、寝る!?　あ──昼寝をしたいってことか？　なら自分の部屋に戻ったほうが……」


    　焦あせりつつも常識的な方向で意図を汲くもうとするが、シーナは首を横に振る。


    「別々じゃ意味がない。子供をつくるなら一緒に寝ないと」


    「──まさかとは思ったが、そっちの意味か」


    　深く嘆たん息そくして、湊は額ひたいに手を当てた。


    「うん、もちろん。あなたはずっと忙しそうで、なかなかチャンスがなかったけど……今は時間がある。だから暇なら、子供をちょうだい」


    「意味……ちゃんとわかってるのか？」


    　呆あきれ混じりに問いかけると、シーナはきょとんと首を傾かしげる。


    「一緒に寝たら、後はあなたに任せればいいってお母様は言ってた。それと……もしそこで女に恥をかかせるようなら、あなたにお仕置きをするって」


    　ぶるりと背筋に悪お寒かんが走った。神祖オリジンである《始魔ヴアルプルギス》のお仕置きなど、洒しや落れにならない。とんでもない呪のろいが飛んできそうだ。


    「い、いや、ちょっと待ってくれ。今の話だと、シーナはどうやって子供をつくるのかは知らないんだろ？」


    「うん、詳しく知らないほうがより刺激的な体験になるからって、お母様やエキドナたちは教えてくれなかった。だからボク、正直ドキドキしてる。でも……どんなことだろうと、覚悟はできてるから」


    　迷いのない眼まな差ざしで見つめられ、心しん拍ぱく数すうが上がる。


    　男女の秘め事に精通していそうな魔女たちの中にいながら、どうしてここまで性知識が乏とぼしいのかと思っていたが……まさか実体験の鮮烈さを際きわ立だたせるためだったとは。魔女たちの考えは、自分の遥はるか先をいっている。


    　こうなると下へ手たに事前知識を与えることは《始魔》の段取りを壊すことになり、不興を買うかもしれない。


    　加えてこの状況で彼女を拒絶したり、逃げ出したりすれば、恥をかかせたことになる。


    　いつの間にか追い詰められていることに気づき、冷や汗が頬ほおを伝った。


    「……どうして迷うの？」


    　硬直している湊みなとに、シーナは疑問の眼差しを向ける。


    　確かに自分が何で抵抗を覚えているのかと、湊は考え──最初に浮かんだ理由を口にした。


    「照てる日ひが──悲しむ」


    「……その答えは、変。《陽皇アマテラス》はボクが第七特区に残ることを認めた。それは子づくりも承諾したってことだと思う。というか、ボクがあなたの子を産まないと《陽皇》とお母様の友好関係は白紙になる。だからむしろ《陽皇》は困るはず」


    　真ま面じ目めな顔でシーナは理論的に反論する。そう言われると自分に断ことわる理由も権利もないように思えてくるが、ここで押し切られるわけにはいかなかった。


    「だとしても、照日はまだ納得していない。俺おれは照日を悲しませたくないんだ」


    　はっきり告げると、シーナはしゅんとした様子で俯うつむく。


    「……わかった」


    　少し言いすぎたかと心配になり、《始魔》のお仕置きの予感に背筋が震えるが──彼女はすぐに言葉を続けた。


    「じゃあ……秘密にしよ？」


    　伏せていた顔を上げ、妖あやしげな眼差しで湊を見つめてくるシーナ。


    「へ？」


    「秘密にしておけば……《陽皇アマテラス》も悲しまない。何も問題ない」


    　甘い声で誘惑するシーナを前にして、湊みなとは悟る。彼女も紛まぎれもない魔女なのだと。


    　シーナは身を起こし、硬直している湊に手を伸ばしてきた。掴つかまれたら、もう逃げられない。そんな予感を抱いだきつつも、掻かき立てられた背はい徳とく感と本能的な情動は、体をその場に留とどまらせた。


    　けれど彼女の指先が湊に届く寸前で、隣室から甲高い悲鳴が響く。


    「っ!?」


    　はっとして壁のほうを見る湊とシーナ。


    　咲さく良らの部屋からは、悲鳴のほかに争うような物音が聞こえてきた。


    　湊は刀を手に取って部屋を飛び出し、隣室へと向かう。ノブを掴つかむが、扉とびらには鍵かぎが掛かっていて開かない。


    「咲良！」


    　呼びかけると微かすかな声が返ってきた。躊ちゆう躇ちよしている余裕はないと、湊は刀の柄つかに手を伸ばす。


    「──はぁっ！」


    　呼気と共に刀を一いつ閃せんし、扉を横一文字に斬きり裂く。そして両断された扉を蹴けり飛ばし、室内へと突入した。


    　だが、部屋には誰もいない。カーテンが風に揺れているのを見て、湊は窓に駆かけ寄る。


    　見えたのは宙を舞う男の後ろ姿と、彼に抱えられている咲良。まさかこの窓から跳躍したというのか。


    　男は咲良を抱えたまま地面に着地し、再び凄すさまじい跳躍力で跳び上がる。男は足に機械のようなものを取り付けており、着地や跳躍の瞬間に青白い光が瞬またたくのが見えた。


    　──この気配、あいつは人間だ。なら、機神デウス使いか？


    　とにかく追いかけようと湊は窓の縁に足を掛ける。すると隣の部屋からシーナが顔を出した。


    「俺おれはあいつを追う！　シーナは照てる日ひたちにこのことを伝えてくれ！」


    　早口で告げてから、返事を聞かないままに飛び降りる。


    「第一階かい梯てい──流ナガレ」


    　体内の幻素イデアを霊気として放ち、湊は大気中の水分子を支配しようと試みた。だが──。


    　──何だ、この手て応ごたえは？


    　水は手のひらに集まったものの、想定していたよりもかなり少ない。大量の水を噴射して空中を飛ぶつもりだったのだが、着地の衝撃を相そう殺さいするので精いっぱいだった。


    「くそっ！」


    　理由がわからないまま、能力は使わずに自分の足で男を追う。幸い周辺の見晴らしはいいので、高く跳躍しながら移動している男の姿はかなり目立つ。


    　走りながらもう一度水を集めようとするが、うまく自分の霊気が伝わらない。まるで既に他者の支配を受けているような……。


    　そこで湊みなとは気づく。ここは《源コン仙ロン》の張った結界の中だ。辺りには彼女の濃い神しん気きが満ちている。水も風もすべては彼女のもの。いかに相性のいい水であろうと、神祖オリジンである彼女から支配権を奪取するのは困難だ。


    　けれど理由がわかれば、対策も取れる。


    「第二階かい梯てい──蛟ミズチ！」


    　消しよう耗もうは大きくなるが、自みずからの幻素イデア自体を水に変換し、龍りゆうの姿で腕に纏まとわせた。跳躍と同時に後方へ水を放ち、一気に加速する。


    　──咲さく良ら。


    　絶対に彼女を取り戻すと心に決め、湊は龍と共に空を駆かけた。

  


  [image: ]


  
    　　　　第二章　仙界外域


    



    　　　　　　　１


    



    　距離は少しずつ縮まっていた。咲さく良らを抱えて跳躍を繰り返す男の姿は、次第に視界の中で大きくなる。


    　男が身に着けているのは、どうやら脚部装甲型の機神デウスらしい。武器ではなく装着型の機神を見るのは、湊みなとも初めてだった。


    　足と一体になっている機神は男に脚力と機動性を与えていたが、恐らく機能はほかにもあるはずだ。


    　湊が追いかけてきていることには気づいているようで、男は何度か後ろを振り向いている。いつ攻撃が飛んでくるかわからないため、湊は防御用の水を手元に残しつつ、男を追っていた。


    　そして彼を追跡しているのは、湊だけではない。


    　空には小さな雲のような物体が浮いており、そこから男に向けて電撃などの攻撃を加えている。


    　雲の上に乗っているのは、半透明の人間。恐らくあれが肉体を持たない仙人──尸し解かい仙せんなのだろう。


    　尸解仙の数は徐々に増え、攻撃の密度も増していく。咲良に攻撃が当たらないかと心配になるが、男は脚部装甲の機動力を生かしてすべての攻撃を掻かい潜くぐった。


    　先ほど自分の部屋から見た巨大な建造物が、もう間近に迫っている。駅だと予想したのは当たっていたらしく、建造物から東西に延びる高架上には架線が引かれているのが見えた。


    　かなり割れてはいるが、全面がガラス張りの近代的な建物だ。そしてその周囲だけ結界が薄いことに気づく。


    　──あの建物が、門の一つなのか？


    　ナタクは結界の四方に出入りが可能な門があると言っていた。駅であるあの建物は間口が広く、通り抜けできるのであれば大きな門とも呼べるのかもしれない。


    　結界の外はどうなっているのか分からないので、今のうちに咲良を取り戻すべきだろう。


    　ただ問題は咲良がいるために湊は攻撃ができないことだ。それにあの機動力では、狙ねらったところで当てるのも難しい。男の足を止めるには、機を待つ必要がある。


    　──ここは広すぎる……狙いは屋内に入った後。


    　生成した水に濃い霊気を練り込みながら、タイミングを計る。


    　かつてはバスターミナルとして使われていたらしき駅前の道路を一度の跳躍で飛び越え、男が駅の中に入った。


    　尸し解かい仙せんは門の外まで男を追うつもりはないらしく、バスターミナルの上空で停止する。


    　だが湊みなとはここで諦あきらめるつもりなどない。すぐさま男に続いて駅の中に突入するが、彼の姿を一瞬見失う。


    「──湊さん！」


    　そこで上方から咲さく良らの声が響く。振り仰あおぐと吹き抜けになった二階に、咲良を抱えた男の姿があった。咲良には意識があるらしい。


    　湊も水流の補助を使った跳躍で二階へ上がる。二階部分は広めの通路となっており、どうやら駅の向こう側へと通じているようだった。


    　少しばかり広いが、やるなら今しかない──！


    「奔はしれ──蛟ミズチ！」


    　溜ため込んだ水流を一気に解き放つ。渦巻きながら高速で飛ひ翔しようする水の龍りゆうは男を追い越すと、弾はじけるようにして通路全体に薄く広がった。


    「──凍こおれ」


    　そこで水を凝固させ、氷へと変じる。通路全体を塞ふさいだ氷の壁を前にして、男がたたらを踏んだ。


    　焦あせった様子で湊のほうを振り向く男。意外と若い──外見年齢は湊より少し上ぐらいだろう。そして正面から見たことで、湊はあることに気がついた。


    「巫ふ道どう機き関かんの制服……？」


    　どういうことかと戸惑う湊だったが、男は再び氷の壁に向き直って腰を落とした。脚部装甲が低い唸うなりを上げ、彼の足裏から青白い光が漏もれる。


    　男が体を捩よじりながら、右足を振り上げた。光が足先に纏まとわれ、氷の壁に激突すると同時にスパークする。


    　眩まばゆい光と轟ごう音おん──。


    　幻素イデアを練り込んだ氷は、簡単に砕けるような代しろ物ものではない。だが男の蹴けりにはかなりの威力があったようで、激突箇か所しよから亀き裂れつが走り、氷壁はガラガラと崩れ落ちた。


    　氷壁が容易たやすく突破されたのは予想外。しかし男の足を一時的に止めただけで十分だ。もう──追いついた。


    　湊はトップスピードのまま男に突進し、駆かけ抜けざまに彼の腕から咲良を奪い取る。


    「きゃっ!?」


    　何が起こったのかわからない様子で、咲良は驚きの声を上げた。


    　湊は咲良を片手で抱えつつ、追い抜いた男と正面から向き合う。


    「どうして咲良を攫さらった？　お前は巫道機関の人間なのか？」


    　問いかけると男は訝いぶかしげな表情を浮かべた。


    「君こそ──仙人ではないのか？」


    　逆に問われた湊みなとは、ひとまず名乗ることにする。


    「俺おれは辰たつ宮みや湊。第七特区の柱、《陽皇アマテラス》の護衛で、この娘こ──咲さく良らの友人だ」


    　男を見み据すえながら、抱えていた咲良を床ゆかに下ろした。彼女はまだ混乱から醒さめていない様子だったが、湊の隣に並んで口を開く。


    「み、湊さんはとっても強いんですよ！　どなたかは知りませんが、まずは話し合うべきです。そちらの事情を聞かせてください」


    　咲良の言葉を聞いた男は、しばし思案する様子を見せたが、大きく息を吐いて構えを解といた。


    「オレは巫ふ道どう機き関かん第四特区支部所属の機神デウス使い、カイ・フォワード。手荒になってしまったことは謝る。君たちに害意はない」


    「……私は巫道機関第七特区本部の調停士、芦あし原はら咲良です。害意がないというのなら、なぜこんなことを──」


    　咲良は少し警戒を解き、男──カイに疑問の眼まな差ざしを向ける。


    「オレは第四特区の規律を乱す者として、仙人たちに目をつけられている。結界内に入った時点で攻撃を受けたため、事情を説明している余裕がなかった。オレは本部の人間である君に、結界の外を見せたかったんだ」


    「結界の外……？」


    　眉まゆを寄せて咲良が問い返すと、カイは構内の通路の先を指さした。
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    「来ればわかる。ついてきてくれ。ぐずぐずしていると、尸し解かい仙せんどもがもっと厄やつ介かいな上位仙人を呼び集めてしまう」


    　そう言ってカイは早足で歩き出す。湊みなとが咲さく良らにどうするかと視線で問いかけると、彼女は「行ってみましょう」と頷うなずいた。


    「咲良が本部の人間だと知ったうえで攫さらったのか？」


    　カイに続いて歩きながら、湊は彼の背中に質問をぶつける。


    「──潜もぐり込ませている職員から、巫ふ道どう機き関かんの制服を着た人間が来たと報告を受けた。本部の人間かまではわからなかったが……君が仙人どもに丸め込まれる前に第四特区の実情を伝えておきたかったんだ」


    　ちらりと咲良のほうを振り返り、カイは重い声こわ音ねで答えた。


    「職員……ということは、第四特区の巫道機関支部はまだ存そん続ぞくしているんですね？　ナタクという仙人の方からは、自然消滅してしまったと聞かされていたので……」


    　咲良は少しほっとした様子で言うが、カイの横顔には苦々しい色が浮かぶ。


    「ナタク──《源コン仙ロン》の懐ふところ刀がたなだな。そいつの言ったことは本当だ。本来の第四特区支部は内部分裂を起こして瓦が解かいした。オレや外にいる奴やつらは、意地になって足あ掻がいてるだけさ」


    　自じ嘲ちよう気味に告げられたカイの言葉に、咲良は息を呑のんだ。


    「内部分裂って、どうして……」


    「……簡単な話だ。幻エ類ナの力を手に入れる方法──仙人になる道を示されて、大半の奴らが職務を放棄した。加えて修しゆ行ぎようの邪魔になるからと、オレたちが本部から応援を呼べないように通信用の設備も壊しやがったんだ。だから今回──本部の人間が来る機会をどうしても逃のがすわけにはいかなかった」


    　吐き捨てるようにカイは言う。


    「そんな──巫道機関の方々は、皆さん強い意思と高い理想を持っているはずです。あっさり仕事を投げ出すなんて考えられません」


    　納得できないという様子で咲良は抗弁するが、ナタクは疲れた顔で嘆たん息そくした。


    「あいつらには、《源仙》のつくったシステムが理想の体現に思えたのさ。確かに修行をして幻素イデアを操あやつる力を得れば、幻類と対等になったと言えるのかもしれない。でもな、それは本当に人間と幻類の共存だと言えるか？　単に人間をやめて、幻類の仲間になっただけじゃないのか？」


    「それは──」


    　答えに詰まる咲良。もしかしたら街の様子を見て、似たような想いを抱いだいていたのかもしれない。


    「まあ……オレみたいな考えの奴は少数派さ。ただ、住民の中にも同じような思いを抱く奴らはいた。オレたちは──彼らと仙人たちの間を取り持つことが、巫道機関としての役割だと信じて活動を続けている」


    　話している間に通路は終わりに近づく。湊みなとはそのとき、急に辺りの空気が軽くなったような感覚を抱いだいた。


    「……結界を抜けたのか」


    　明確な境界は見えないが、《源コン仙ロン》の神しん気きによる圧迫感が消えている。


    「ああ、ここからはオレたちの街──皆は〝外周区〟と呼んでいる」


    　カイは頷うなずくと通路の終点にある階段を下りていった。心ここ地ちよい風が頬ほおを撫なでるのを感じながら、薄暗い屋内から外へ出る。


    　一見すると、そこも戦火の跡が生々しく残る瓦が礫れきの街だった。大きなビルは大概が崩れており、大通りをその残ざん骸がいが塞ふさいでいる。


    　だがそんな瓦礫の間やわずかなスペースに露店が立ち並び、多くの人たちが行き交っていた。だだっ広い平地で修しゆ行ぎようをしている道どう士したちの区画とは、いろいろな意味で正反対だ。


    　カイは勝手知ったる様子で、瓦礫の間の道を抜けて先に進んでいく。店の人間や通行人はカイを見ると親しげに挨あい拶さつをし、彼も気さくに応じていた。


    　迷路のように複雑な道には、怪しげな店も多数あり、咲さく良らが興味本位で近づこうとするのを湊は腕を掴つかんで引き留める。


    「み、湊さん？」


    「──あまり気を抜くな。賑にぎやかでもこういう場所は危険だ」


    　湊が注意すると、咲良は「は、はい」と頷く。心配なのでそのまま腕を掴んだまま、湊は先に進むことにした。少し脅おどかしすぎてしまったのか、咲良は口数が少なくなり、湊に体を寄せてついてくる。


    「──どこまで行くんだ？」


    　湊は瓦礫の奥へ奥へと進んでいくカイの背中に声をかけた。


    「もうすぐだ」


    　返事は簡潔だったが、具体的な場所や時間を示してはくれない。


    「ここにいるのは、《源仙》のやり方というか──共存の方法に疑問を覚えた人間ばかりなのか？」


    　仕方なく、湊は別の質問をぶつけてみた。


    「いや──そんな高こう尚しような人間よりも、修行のつらさに音を上げた奴やつらのほうが多い。だからこそ仙人どもは、外縁部の人間を〝修行を投げ出した怠なまけ者〟と一ひと括くくりにして、見下している」


    「怠け者……ですか」


    　咲良が周囲の人々を見回して、複雑そうな表情で呟つぶやく。


    　修行中の道士たちに比べて、生き生きとしている人間が多い。単なる怠たい惰だな者たちと見るのは、少しばかり違和感があった。


    「──勘違いも甚はなはだしいさ。修しゆ行ぎようが嫌でやめた奴やつらは、確かにいろいろな誘惑に負けたんだろうが……それは人間本来の生き方を捨てられなかったってことだ。決して怠たい惰だだけが理由じゃない」


    　彼の言葉を聞いて湊みなとは違和感の正体を知る。そうか──彼らは単に人間として生きているだけなのか。


    　納得したうえで辺りを見ると、よくも悪くも皆人間らしく思えた。確かに彼らと幻エ類ナの橋渡しをすることこそ、巫ふ道どう機き関かん本来の役割だと言える。


    「着いたぞ、ここだ」


    　カイが足を止めたのは、元は商店として使われていたらしき小さな建物だった。後から付け足したと思われる簡素な木の扉とびらを開けて、カイは中へと入る。


    「──あっ、カイさん！」


    「おかえりなさい！　首尾はどうだった？」


    　彼に続いて湊と咲さく良らが入室すると、カイの傍そばにいた男女が振り返った。どちらも巫道機関の制服を着ている。彼らは咲良を見て、表情を和らげた。


    「よかった……ちゃんとお連れすることができたのね」


    　女性職員が胸を撫なで下ろす。


    「ああ──ただ、おまけもついてきたがな」


    　多少の皮肉を込めてカイは湊を視線で示した。彼としては巫道機関の人間だけで話し合いたかったのだろう。


    「そちらの方は？」


    「彼は人間じゃない。幻類だ」


    　男性職員の問いにカイは肩を竦すくめて答える。二人の職員は表情を強こわ張ばらせ、一歩後ずさった。


    「──心配するな。幻類とは言っても《陽皇アマテラス》の護衛らしい。予定外ではあるが、これは《陽皇》を介して《源コン仙ロン》側に働きかける好機だ。本部の助力を得られたとしても、外周区の現状を変えられるとは限らないからな」


    　カイはそう言って彼らを宥なだめると、湊たちを部屋の奥へと案内した。そこは応接用のスペースらしく、ソファと机が置かれている。


    「──座ってくれ」


    　促うながされ、湊は咲良と並んでソファに腰かけた。カイは湊たちの向かいに座り、真剣な眼まな差ざしを二人に向ける。


    「ずいぶんと切せつ羽ぱ詰まっているみたいだな？」


    　職員との会話から彼らの必死さを感じていた湊は、そう問いかけた。


    「ああ……正直手詰まりなうえに、新しい問題がどんどん増えていてな。藁わらにも縋すがりたい心境だよ」


    　重いため息をつくカイを見て、咲さく良らは身を乗り出す。


    「あの、状況を詳しく教えてもらえませんか？　私はまだ、何が問題で、何を解決したらいいのかもわからないので……」


    「もちろんだ。そのために危険も冒おかしたんだからな。まずは──そうだな、大前提としてこの外周区にいる人間は、自分の意思でここにいるわけではないと知ってほしい」


    　カイは咲良と視線を合わせ、ゆっくりと言葉を紡つむいだ。


    「自分の意思でないということは……誰かに強制されて？」


    「そうだ。道どう士しになることを選ばなかった人間は、修しゆ行ぎようの妨さまたげになるからと、仙人たちに結界の外へ追い出される。まあそれも奴やつらにとっては、オレたちを鍛きたえ直しているつもりらしいがな」


    　口元を歪ゆがめてカイは言葉を続ける。


    「そして──そんな扱いをされても文句を言えないのは、食糧の大半を奴らからの配給に頼っているからだ。オレたちも畑を作って自給自足をしようと試みているが、生産量が全然追いつかない。けれど結界内では、なぜかろくに手入れをしなくても、植物が早く大きく育つのさ」


    「それはたぶん……《源コン仙ロン》の神しん気きの影響だろうな」


    　湊みなとは彼女の圧倒的な気配を思い出しながら、相あい槌づちを打つ。かつて自分が暮らしていた山も父神の神気が満ちる霊山だった。そこでは動物も植物も、外界よりずっと大きく育っていたように思う。


    「まあ、何が原因でも構わないさ。重要なのはオレたちが対等ではなく、常に奴らの顔色を窺うかがわなきゃならないってことだ。それがわかっているから、横暴な振る舞いをする者も多い」


    　カイは瞳ひとみに怒りの色を浮かべ、拳こぶしを握りしめた。


    「お、横暴な振る舞いって……修行を積んだ仙人の人たちが、そんなことをするんですか？」


    　信じられないという様子で咲良が[image: ]たずねると、カイは苦笑を浮かべる。


    「まともな仙人なら、せいぜい上から目線で説教する程度だよ。だが仙人になったことに満足して修行をやめた奴──邪じや仙せんと呼ばれてる連中だな──や、成り上がりに躍起やつきになっている道士たちは、目に余る行おこないをすることが多々ある。……おい、今日きようはどうだった？」


    　後ろを振り向き、こちらの様子を窺っていた職員たちに問いかけるカイ。


    「あ──はい。配給を届けに来た道士と住民の間で小さないざこざが一件……幸い私たちだけで仲ちゆう裁さいできました」


    　女性職員が答えると、カイは湊たちに視線を戻す。


    「……という感じで、小規模なトラブルは日常茶さ飯はん事じだ。特に仙人が暴力行為に出た場合、対処できるのは機神デウスを持つオレしかいない」


    　重い声こわ音ねで語るカイの顔には、疲れが滲にじんでいた。彼一人で多くの事案に対応しているのだろう。


    　すると彼の後ろで様子を見守っていた女性職員が、真剣な顔で訴えてくる。


    「カイは、本当に頑張ってくれているの！　機神デウス使いの方は外部から巫ふ道どう機き関かんに雇われているから……報ほう酬しゆうを払えなくなった今の支部に残る理由はない。なのにずっと私たちを助けてくれて……カイがいなかったら、きっと私たちは何もできなかった」


    「おい、曜よう子こ！　そんなことをわざわざ──」


    　カイは慌あわてた様子で女性職員──曜子というらしい──を制止するが、もう一人の若い男性職員も同意の言葉を述べた。


    「カイさんがいてくれているおかげで、俺おれたちは何とか巫道機関としての仕事を続けられています。けれど何か手を打たなければ、それも限界です。ですからどうか力を貸してください！」


    　彼らの真しん摯しな訴えを受け、咲さく良らは深く頷うなずく。


    「状況は、大体わかりました。私も巫道機関の人間として力になりたいと思います。具体的には何をすればいいのでしょうか？」


    　咲良の返事を聞き、カイは安あん堵どの表情を浮かべて頭を下げる。


    「感謝する。オレたちが欲しているのは、道どう士しや仙人どもに媚こびへつらう必要のない暮らしだ。そのためにオレたちも結界の内側に住むことができるよう、《源コン仙ロン》側に働きかけてほしい。巫道機関本部の意向として──それとできれば《陽皇アマテラス》からも」


    　カイはそう言って、真剣な眼まな差ざしを湊みなとにも向けた。


    「わかった。話は通してみる。どうするかは照てる日ひ──《陽皇》次第だけどな。しかし……要求はそれだけでいいのか？」


    　湊は頷きつつも、疑問を口にする。あまり根本的な解決になっていない気がしたのだ。


    「奴やつらとの意識の差はそう簡単に埋まらない。けれど、結界内で暮らせれば自給自足が成り立ち、配給に頼らなくてもよくなる。まずはそうして立場の差を縮めていくことが先決だ」


    　強い意志の籠こもった声でカイは言う。彼は理想ではなく現実を見み据すえているのだろう。


    「カイ……」


    　曜子という女性職員は、瞳ひとみを潤うるませてカイのことを見つめている。


    　機神使いは外部からの雇用だと言っていたが、現在この支部でリーダーの役を果たしているのはカイのようだ。だがそうなると気になることがある。


    「カイはどうしてそんなにも一いつ生しよう懸けん命めいなんだ？　報酬が出ないのなら、巫道機関の理念に共感して力を貸しているのか？」


    　カイの動機を知りたくて湊は問いかける。彼は少し気まずそうに視線を逸そらし、わしゃわしゃと頭を掻かいた。


    「いや──正直、オレ自身には人間と幻エ類ナの共存を成し遂げようなんて高こう尚しような理想はない。だけどさ、こいつらは本気でそれを実現しようと頑張っていて……オレはそんなこいつらが気に入ったんだよ」


    　カイは照れくさそうに自みずからが尽じん力りよくする理由を語る。


    　二人の職員は感動した様子で、目め尻じりを指で拭ぬぐっていた。


    「……根なし草だったオレが、初めて見つけた居心地のいい場所なんだ。だからこいつらの力になりたいと思った。理想がないからこそ、見えるものもあるだろうってな」


    　それがすべてだと言うように、カイは言葉を切って腕を組む。


    　照れくささをごまかすような仕草に、二人の職員たちは苦笑を浮かべて顔を見合わせた。


    　彼らは本当にいいチームなのだろう。


    　傍そばで見ているだけの湊みなとにもそれがよくわかった。


    「──大変だ！」


    　だがそのとき、入り口の扉とびらが勢いよく開かれて、巫ふ道どう機き関かんの制服を着た男性が飛び込んでくる。


    「どうした？」


    　ソファから勢いよく立ち上がったカイは、硬い声で彼に問いかけた。


    「あっ……か、カイさん、よかった……あなたがいなかったらどうにも……」


    「オレが必要ということは、邪じや仙せん絡みか……」


    　カイの表情が険けわしくなり、男性職員は頷うなずく。


    「は、はい……ですけど、それだけでもなくて──」


    「まさか、奴らもか？」


    「ええ……」


    　いまいち状況の掴つかめない会話をするカイと男性職員。湊は事情を聞こうと席を立ち、彼らに問いかけた。


    「何があったんだ？」


    　カイはどう説明したらいいのかと迷っている様子で頭を掻かき、入り口のほうを指さす。


    「──増え続けている問題の一つさ。気になるのならついてくるといい」


    　そう言うとカイは男性職員と一緒に外へ駆かけ出していった。


    「湊さん、行きましょう！」


    　咲さく良らが湊の手を引く。


    「そうだな……何が起こっているのか、自分の目で確かめたほうがよさそうだ」


    　湊は頷き、カイたちの後を追って走り出した。


    　建物を出ると既に彼らは角を曲がるところだったので、見失わないように急ぐ。人通りがあるので速度は出せないが、それは彼らも同じだ。なので咲良の足に合わせても、何とかついていくことができた。


    　しばらくすると大きなざわめきが行く手から聞こえてくる。結界の門である大きな駅ビルに近い、開けた場所だ。そこには人垣ができており、遠巻きに一点を眺めていた。


    「────!!」


    　耳に届く悲鳴のような声。


    「咲さく良ら、状況を確認できる場所に行くぞ」


    　ここからでは状況がよくわからないので、湊みなとは返事を待たずに咲良を抱きかかえ、瓦が礫れきの上へと跳び上がる。


    「み、湊さんっ!?」


    　咲良は慌あわてた声を上げて、落ちないように湊の服をぎゅっと握りしめた。


    　折り重なっている瓦礫は足がかりが多く、何度か跳躍を繰り返して、足場と見晴らしがいい場所を見つける。


    「な……あ、あれっていったい……」


    　広場の様子が視界に入った途端、咲良は今いる場所の高さも忘れて息を呑のんだ。


    　赤く華美な中華風の装束を纏まとう男と、黒いマントとフードで姿を隠した異様な集団が睨にらみ合っている。赤い服の男の周囲には仲間らしき者たちが倒れていた。


    「ぐ──お前たち、どこの血族だ!?　何のつもりで教導の邪魔をする!?」


    　男が黒ずくめの者たちへ大声で怒鳴る。


    　そこには明確な敵意と、微かすかな畏おそれが混じっていた。言葉の内容からすると、彼は仙人なのだろう。


    「……血族？　これは不思議なことを言う。私たちは血族でも眷けん属ぞくでもない──れっきとした人間だよ」


    　黒ずくめの中で一ひと際きわ大柄な一人が、低い声で静かに答える。低くとも声量がある彼の言葉は、ざわめきの中でも耳にするりと滑り込む。


    「ふざけるな！　機神デウス持ちならまだしも、素手の人間が《源コン仙ロン》様の眷属である我らを圧倒するなどありえない。この肉体は人間とは比較にならないほど強きよう靭じんなのだぞ！」


    　己おのれの胸に手を当てて男は反論した。どうやら赤い服の男たちが、カイの言う邪仙たちのようだ。ところが黒ずくめの集団によって、彼以外の者たちが倒されてしまったという状況らしい。


    　確かに男の言うとおり、素手の人間が幻エ類ナに勝つのは難しい。特殊な力の有う無む以前に、身体能力が違いすぎるのだ。


    「私たちが人間であることは、君自身が一番よくわかっているはずだ。幻類は幻素イデアの気配を感じ取れるのだろう？」


    「っ……」


    　問われた男は、言葉に詰まる。湊も彼らを見たときからわかっていた。黒ずくめの集団からは幻素の気配を感じない。それはすなわち彼らが幻類ではなく、機神も持っていない証あかし。


    「だが……だが……ありえない。人間が……人間ごときが──」


    　男は拳こぶしを握りしめて黒ずくめたちを睨みつける。すると大柄な黒ずくめは一歩前に出て深くかぶっていたフードを外し、顔を露あらわにする。四十代後半ぐらいの禿とく頭とうの男性だが、それを見た咲さく良らが驚きの声を上げた。


    「あの人は──」


    「咲良、知っているのか？」


    　湊みなとが問いかけると、咲良は躊躇ためらいを見せながら頷うなずく。


    「は、はい……あの、第五特区から人が大勢いなくなったことは聞いていますよね？」


    「ああ──《始魔ヴアルプルギス》が照てる日ひに連絡してきたらしいからな」


    「巫ふ道どう機き関かんでもその情報は掴つかんでいて、向こうの支部にいなくなった人たちの名簿を送ってもらったんです。それによると失しつ踪そうしたのは第四特区の自治組織──そのメンバーがほとんどだったそうです。そしてその代表が……」


    　そこで言葉を切り、咲良は禿とく頭とうの男性を視線で示す。


    「あいつか」


    「顔写真を見たので、間違いないです。名前はナリサキ・ダイゴ。疎そ開かい先からの帰還組ではなく、崩ほう界かい戦争中はずっと四国に潜伏していたらしいですね」


    　自治組織は公的な機関ではなく、民間の自警団に近い。荒ぶる《空エ姫ア》の血族から逃のがれるため、一致団結してきた集団なのだろう。


    　禿頭の黒ずくめ──ナリサキは、自分を睨にらみつける男に侮ぶ蔑べつの眼まな差ざしを向ける。


    「人間ごときとはよく言う。お前も《源コン仙ロン》の眷けん属ぞくになる前は、我らと同じ人間だったはずだろうに」


    　大勢集まった外周区の人々を身振りで示し、肩を竦すくめた。


    「同じ……？　同じだと？　こいつら堕だ落らく民みんと同じにするな！　俺おれは高い志こころざしをもって厳しい修しゆ行ぎように耐え、《源仙》様の眷属となったんだ！」


    　男は激げき昂こうして詰め寄るが、ナリサキは嘲ちよう笑しようを返す。


    「そうだな、確かに同じではないか。力に釣られて《源仙》の支配下に入った者と、人としての矜きよう持じを捨てず、強く逞たくましく生きている外周区の者たち──どちらが崇すう高こうであるかは自明の理だ」


    「黙れっ!!」


    　怒りの声を上げた男は、ナリサキへと殴りかかった。


    「やめろっ!!」


    　そこに人垣を割って、カイが現れる。だが男は止まらず、ナリサキも応じるように拳こぶしを振り上げた。


    　普通ならば、人間の腕力で血族や眷属に対抗することはできない。互いの拳が当たっても、ダメージを受けるのは人間のほうだけだろう。


    　しかし両者が肉にく薄はくしたとき、湊は眉まゆを寄せる。ただの人間にしか思えなかったナリサキの周囲に幻素イデアの流れが生まれたのだ。《源コン仙ロン》の結界から漏もれだしている微かすかな幻素が彼へと集まり──。


    　ドンッ──と大きな衝撃音が響き、仙人であるはずの男が吹っ飛んだ。


    　高々と舞い上がった男は、駅ビルの壁面に激突して、そのまま地面に倒れ伏す。


    　どよめきが辺りに広がった。


    　カイも驚きを隠せぬ様子で立ち尽くしている。


    　けれどナリサキが周囲に視線を巡らせると、人々は息を呑のんで次第に静かになっていった。


    　完全に喧けん噪そうが消えたところで、ナリサキは口を開く。


    「私は、人間だ」


    　再び小さなどよめきが漣さざなみのように人々の間を駆かけ抜けた。それは彼らが抱いだいていたはずの疑問に答える一言。仙人を吹っ飛ばせるような者が、ただの人間かと誰もが疑うだろう。


    「人間ではあるが──力を手にした人間だ。我々は眷けん属ぞくにならずとも、幻エ類ナと同等の力を手にする方法を見つけた。奴やつらの同類となることに抵抗を覚えている者よ、理り不ふ尽じんな修しゆ行ぎように疑問を感じている者よ──望めば我らは、この力を与えよう！　同志となる者を我らはいつでも歓迎する！」


    　ナリサキはそう言うとフードを深くかぶり直し、黒ずくめの一団の元へと戻った。


    　そして彼らは人々に一礼し、歩き始める。人垣を作っていた者たちは慌あわてて道を開け、彼らを通した。


    　広場に残ったのは、気を失った《源仙》の眷属たちと、立ち尽くすカイ。


    　だがナリサキの言葉にざわめく人々を見て、カイは大きな声で彼らに呼びかける。


    「皆、落ち着いてくれ！　彼らが何者なのかは、まだわかっていない。くれぐれも軽率な行動は──」


    　懸けん命めいに訴えるカイだったが、上から見ている限りその言葉が届いているようには見えなかった。ちらほらと住民の何人かが黒ずくめの一団の後を追いかけていく。


    「咲さく良ら、降りよう」


    　ぽかんとした表情で広場を見下ろしていた咲良に、湊みなとは声をかける。


    「あ、は、はい──って、また──！」


    　頷うなずく咲良を抱きかかえると、彼女は裏返った声を上げて、頬ほおを染めた。この格好が恥ずかしいのはわかるが、少しだけ我慢してもらうしかない。


    　湊は上ったときと同様に、瓦が礫れきを小刻みに足場にし、最後はカイのところまで大きく跳躍した。


    「っ──!?」


    　突然目の前に降り立った湊たちにカイは驚き、一歩後退する。だがこちらの顔を見て、彼は苦笑を浮かべた。


    「……今の騒ぎ、見ていたか？」


    「ああ」


    　湊みなとは咲さく良らを地面に下ろしながら頷うなずく。


    「あの黒ずくめの奴やつらは、二日前に突然現れたんだ。そして仙人や道どう士しが起こすトラブルに介入しては、あんなふうに仲間を勧誘している」


    　苦々しい口く調ちようで語ると、カイは倒れ伏した男たちを見る。咲良も少し乱れた服の裾すそを直しながら、辺りの様子を眺めた。


    「力を与えると言っていましたよね。あの人たちの仲間になれば、眷けん属ぞくにも負けない力を手に入れられるんでしょうか……」


    　黒ずくめの男たちが去っていった方向を見る咲良に、カイは肩を竦すくめる。


    「さあな──オレは絶対に何かタネがあると睨にらんでいるが……住民の中には彼らに加わろうとする者もいる。つまりそれだけ仙人や道どう士しに鬱うつ憤ぷんが溜たまっているんだ。だからこそ早く現状を変えなきゃいけない」


    　そう言ってカイは湊と咲良を真剣な眼まな差ざしで見つめた。


    「──わかってるよ。戻ったら、きちんと話をする」


    　湊が頷くと、咲良も強い決意を瞳ひとみに宿して胸を叩たたく。


    「任せてください！　第四特区のルールがいろいろとおかしいのは理解しましたから、本部に伝えるだけでなく……できれば《源コン仙ロン》様に直じか談だん判ぱんもしてみます」


    「ありがとう、心から感謝する。ではこいつらを運びがてら、結界の境界まで送ろう」


    　カイは倒れている男たちを視線で示し、微かすかな希望を滲にじませた表情で礼を言った。
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    「私……湊さんに運ばれてばっかりですね」


    　湊に背負われた咲良が、申し訳なさそうな声で言う。


    「まあ必要に迫られてのことだから、気にするな。普通の車もナタクの御ぎよ車しやもない以上、俺おれが運ぶのが一番速い」


    　彼女が気にしないよう、湊は軽い口調で答えた。辺りはもう黄たそ昏がれの色に染まり、横目で見た咲良の顔も赤く見える。


    　カイたちに見送られ、結界の門である駅ビルを抜けた後、湊は咲良を背負ってひとまず宿泊用のビルへと向かっていた。


    　シーナには照てる日ひたちへの連絡を頼んだので誰もいない可能性はあるが、そうしたら今度は《源仙》の社やしろに行けばいい。


    　けれど、広い平地の中にビルの影が見えてきた時点で、湊は照日の気配を感じ取っていた。《源コン仙ロン》の神しん気きで満たされた結界内であっても、照てる日ひの存在は決して紛まぎれない。


    　彼女を待たせないためにも、走る速度を上げる。照日も湊みなとの接近には気づいているらしく、ビルの前にはこちらへ手を振る小柄な少女の姿があった。傍そばには草くさ薙なぎや八や咫た、ミカエル、シーナ、そしてナタクもいる。


    　彼らの前で湊が足を止めると、照日が一番に駆かけ寄って来た。


    「──よかったのです！　シーナさんから咲さく良らが攫さらわれたと聞いて、すっごく心配したんですよ？　わたくしたちも捜しに行こうかと、相談していたところだったのです！」


    「だから言っただろ、照日様。湊に任せておけばいいってさ」


    　草薙が笑いながら肩を竦すくめる。


    「確かに、草薙の言うとおりでしたわね。あと、湊くんを咲良ちゃんの護衛につけておいた照日様の判断もさすがですわ」


    　八咫もあまり心配はしていなかった様子で微笑ほほえむ。どうやら照日が大おお慌あわてして、皆をここまで連れてきたという流れのようだ。


    「サクラ、無事でよかった」


    　いつもどおりの淡々とした声こわ音ねでシーナは言うが、その口元は安あん堵どに綻ほころんでいる。


    「あ……ご心配をおかけしました。シーナさん──皆さん、ありがとうございます」


    　咲良は慌てて湊の背中から降りると、皆に深く頭を下げた。


    「それで、いったい何があったのよ？」


    　ミカエルが腕を組んで湊に問いかけてくる。


    「いや、実は──」


    　答えようとした湊だったが、傍そばにナタクがいることを思い出して口を噤つぐんだ。カイから持ちかけられた相談の内容は、明らかに《源仙》たちのやり方に異を唱えるもの。慎重に扱わなくてはならない。


    　だが黙った湊を見て、咲良がナタクのほうへ一歩近づく。


    「ナタクさん、お願いがあります」


    「……何でしょうか？」


    　気迫の籠こもった咲良の声に、ナタクは戸惑った様子で問い返した。


    「照日と《源仙》様は、これから夕食の場でお話をされるのですよね？　私もそこに同席させてもらえないでしょうか？　私も《源仙》様にお話ししたいことがあるんです！」


    「いえ、それは──」


    　渋い表情を浮かべるナタク。だが咲良は真っすぐにナタクを見つめ「お願いします！」とさらに訴えた。


    　傍にいた照日は少し驚いた顔をしたが、咲良の真剣な横顔を見て、助け舟を入れる。


    「咲良はわたくしの友人であり、巫ふ道どう機き関かん本部の使節として同行した人間です。ここでのしきたりがどうかは知りませんが……幻エ類ナと人類の共存を掲かかげるアヴァロンにおいて、人間側の代表とも言える咲さく良らの立場は今のわたくしと同等。できれば、そうした大きな視点からものを考えてほしいのです」


    　強い口く調ちようでナタクに迫る照てる日ひ。さすがに分ぶが悪いと思ったのか、ナタクは大きく息を吐いて首しゆ肯こうする。


    「……わかりました。《陽皇アマテラス》様がそこまでおっしゃられるのであれば──」


    　渋々と同意するナタクだったが、そこにミカエルとシーナも口を挟む。


    「念を押しておくけど、わたしは《天元エール》様の意思を代行してここにいるのよ？」


    「……ボクたちも除のけ者にしてもらったら、困る」


    　二人に釘くぎを刺されたナタクは、仕方ないという雰ふん囲い気きで嘆たん息そくした。


    「できれば《源コン仙ロン》様と《陽皇》様だけでお話しいただきたかったのですが──仕方ありません。今晩は皆さまでの会食という形にいたしましょう」


    　その言葉に咲良は顔を輝かがやかせ、照日に感謝の眼まな差ざしを向けた。照日は少し得意げに胸を張り、ぐっと親指を立てる。


    　友人のために何かできたのが嬉うれしいのか、照日の背後では銀色の尻尾しつぽがわさわさと揺れていた。
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    《源仙》との会食は屋内ではなく、彼女の聖域たる社殿の中庭で行おこなわれた。


    　昼に来たときにはなかった大きなテーブルが庭の一画に置かれ、大皿に山盛りの料理が載せられている。周囲には酒さか瓶びんを持った仙せん女によたちが待機しており、草くさ薙なぎは美う味まい酒が飲める期待にそわそわした様子を見せていた。


    「ゆるりと飲み、食べ、楽しむとよい。儂わしは主ぬしらの来訪を心から歓迎しよう」


    　傍そばに白い巨犬──コウテンを侍はべらせた《源仙》は、緩ゆるい笑みを浮かべて宴うたげの始まりを告げる。人間である咲良が同席していることを、特に気にしている様子はない。


    　コウテンはこちらに注意を向けながらも、ガリガリと鋭するどい歯で大きな骨付き肉を齧かじっていた。第四特区は自給自足らしいので、輸入品ではなく付近の山で捕まえた動物のものだろう。湊みなとが山暮らしで口にしていた肉はもっぱら鹿しかか猪いのししのものだったので、そのどちらかである可能性が高い。


    「丁てい重ちようなもてなし、心より感謝するのです。では、いただきます」


    　手を合わせた照日に合わせて皆も《源仙》に頭を下げ、食事を始めた。


    　草薙は自分から仙女たちに酌しやくをしてもらいに行き、八や咫たはその様子に苦笑を浮かべる。


    「っ……何これ、すごくおいしい」


    　小シヨウ籠ロン包ポウを食べたシーナは目を輝かがやかせ、自分の取り皿に次々と料理を運ぶ。


    「確かに──どれも絶品だわ」


    　ミカエルも感嘆の声を漏もらして料理をつまんでいるが、照てる日ひと《源コン仙ロン》の様子はしっかりと横目で窺うかがっている。咲さく良らもカイに託された件を切り出すタイミングを計っているのか、ちらちらと《源仙》に視線を向けていた。


    　ここまでずっとナタクが傍そばにいたので、湊みなとは照日に外周区の件をまだ伝えられていなかった。なので咲良が話題を持ち出したときに、少し補足をする必要があるだろう。


    　今のところ──照日と《源仙》は食事もそこそこに、当たり障さわりのない会話を交わしている。純粋な幻素イデア生命体である神祖オリジンは、普通の食事を必要としない。さらに言えば、生物のように酸素をエネルギーとしているわけでもないので、空気のない場所でも問題なく生存できる。


    　なので料理はあくまで嗜し好こう品ひんとしての側面が強いのだが──だからと言って、神祖にとって食事や呼吸が完全に無意味だというわけでもなかった。


    　自みずから幻素を生み出せない神祖は、幻素を消費した場合には外部から補給しなければならない。呼吸は神しん気きとして自然発散される自らの幻素を再び体内に取り込み、循環させる行為であり、食事も幻素を持つ生物を対象とするならば栄養補給の意味も生じる。


    　まあ、この食卓に並んでいるのは普通の料理だろうが──。


    　そう考えながら湊はスープを一口啜すする。けれどその瞬間、舌から脳へと雷のような衝撃が走った。


    　見た目はただの卵スープ……だが、そこには奥深い旨うまみと奇跡的なレベルで調和した甘みととろみが隠れている。


    　シーナやミカエルが美お味いしいと口にしていたが、完全に想像を超えていた。


    「──儂わしが作った料理の味はどうでありんす？」


    「ええっ!?　まさか──これをすべて《源仙》が作られたのですか!?」


    　そこで《源仙》と照日の会話が耳に飛び込んでくる。


    「え……？」


    　スープの二口目を啜ろうとしていた手が止まり、湊は彼女たちのほうを見る。


    　ほかの皆も驚きよう愕がくの表情を《源仙》に向けていた。


    　全員の視線が集まったのを見て、《源仙》はきょとんと瞬まばたきをする。


    「何だ──そんなに驚くことかのう？　儂の満足する料理は、儂にしか作れん。ただそれだけのことでありんす」


    「《源仙》はその……料理が趣味なのですか？」


    「趣味というか、ほかにやることがないだけのこと。眠りに飽あいたときは、舌と腹を満たすに限る。儂ら神祖は食わずとも死なぬが、美う味まいものを喰くうと心ここ地ちよい眠りに浸ひたれるのだ」


    　そう言って《源仙》は自分もスープを啜り、ほぅとため息をつく。


    　照てる日ひはまだ果物にしか手を伸ばしていなかったらしく、慌あわてて自分もスープを飲み、顔を輝かがやかせた。


    「美お味いしいのです！」


    「ふふ──そう言ってもらえると嬉うれしいのう。自みずからの舌を悦よろこばせるのもよいが、他者に料理を振る舞うのはまた別の愉たのしさがある」


    　満足そうに《源コン仙ロン》は笑い、照日に悪戯いたずらっぽい視線を向けた。


    「それに──美う味まい料理は心を解ほぐす。主ぬしも人心掌しよう握あくのために、嗜たしなんでみたらよい。胃袋を掴つかむことができれば、それだけでその者は主の虜とりこになろう」


    「そ、そうなのですか……では、わたくしも料理を勉強してみるのです」


    　照日はちらりと湊みなとのほうを見て、決意の表情を浮かべる。


    「ならば主が滞在している間、手ほどきをしよう。食の道を究きわめるには悠久の時が必要でありんす。ゆえに永遠を生きる儂わしら神祖オリジンにこそ、食の探究は相応ふさわしい」


    「ありがとうなのです！　お願いするのです！」


    《源仙》の申し出に照日は礼を言う。


    　そこから食事の場の空気は和み、和わ気き藹あい々あいとした歓談が続いた。


    　だが料理の皿が大体空あいた頃、少しだけ雰ふん囲い気きが変わったことに湊は気づく。


    　湊は小シヨウ籠ロン包ポウに伸ばした手を止め、照日たちの会話に耳を澄ませた。そろそろ本題に入りそうな気配を感じたのだ。


    「──《源仙》は、龍りゆう脈みやくのことでお話があるのですよね？」


    　照日の言葉を耳にしたミカエルやシーナも、食事の手を止める。


    《源仙》は盃さかずきを呷あおった後、小さく笑う。


    「ああ、そうであったな。ふふ──儂はの、主がちゃっかりと龍脈の鍵かぎを手元に置いておったと知り、心から感心したのだ。ゆえに儂らを出し抜いた賛辞を込めて、主に助言をすることにしたのでありんす」


    　意地悪く笑った《源仙》は、湊のほうをちらりと見た。


    「あ、あの、わたくしはあなた方を騙だまそうとしたわけではないのです！　龍脈が起動してしまったのは、本当に事故のようなもので……」


    　慌あわてて弁解しようとする照日だったが、《源仙》は笑ってそれを押し留とどめる。


    「別に言い訳せずともよい。ほかの五柱はどうだか知らぬが、儂は全く怒っておらぬ」


    「あ、ありがとうなのです」


    　ほっとした様子で胸を撫なで下ろす照日だったが、《源仙》は軽い口く調ちようで言葉を続ける。


    「そもそも龍脈という機構は、大陸の大霊脈を模も倣ほうし、発展させたものであろう？　大霊脈の管理者であった儂にかかれば、鍵がなくとも多少の融ゆう通ずうは利きく。怒った振りをして譲じよう歩ほを引き出す必要がないだけでありんす」


    　湊みなとをちらりと見た《源コン仙ロン》は、含みのある表情で告げた。


    「なっ……あ、あの……勝手なことをされては困るのです。わたくしが言えたことではないのですが……龍りゆう脈みやくはアヴァロンの共有財産として──」


    　顔色を変える照てる日ひを見て、《源仙》は宥なだめるように手を振る。


    「安心するといい。まだ何もしておらん。我らが盟約によって龍脈から引き出せる幻素イデア量で〝仙せん道どう〟の維持は十分にできておるからな。だが──」


    　そこで目を細め《源仙》は照日をじっと見つめた。


    「……何なのですか？」


    「龍脈のすべてを用いれば、儂わしの〝仙道〟が及ぶ範囲をアヴァロン全体に広げられる。人の誰もが修しゆ行ぎようを積むことで眷けん属ぞくとなる機会を得られるのでありんす」


    「っ──この特区の仕組みを、アヴァロン全体に適用すると？」


    　照日は息を呑のみ、《源仙》に問い返す。場の雰ふん囲い気きが一気に緊張する。ずっと話に耳を傾けていたミカエルは顔色を変え、シーナも表情を硬くした。


    「言っておくが、儂のためではないぞ？　眷属となる者らの主人は、各特区の柱で構わん。その程度の調整は容易たやすいことだ。自みずから幻素イデアを生み出せる人間の眷属を多く擁ようすれば、神祖オリジンたちの幻素不足は解消され、アヴァロンには幻エ類ナと人類の完全な平等が訪れる。よいことばかりだとは思わんか？」


    《源仙》は首を傾かしげ、照日に同意を求める。


    「きゅ、急にそのようなことを言われても……」


    　照日は困った様子で周囲に視線を向けた。草くさ薙なぎと八や咫たは初めから神祖同士の会話に口を挟むつもりはないらしく、照日の判断に任せるという顔で頷うなずきを返す。だが湊みなとには言うべきことがあった。


    「──待ってくれ。俺おれはこの特区の仕組みがそこまで完かん璧ぺきなものには思えない」


    　覚悟を決めて、湊は口を開く。


    「ほう……面白いことを言うのう。小さき龍よ、どういうことか聞かせてみよ」


    　特段気分を害したふうもなく、面白がっているような声こわ音ねで《源仙》は湊を促うながした。


    「外周区の様子を見た。修行をしない人間を仙人たちは結界の外へ追い出して、苦しい生活を強しいている。俺はあれが、完璧な社会だとは思えない」


    　そう言って湊は咲さく良らに視線を向ける。口火を切るタイミングを計っていた彼女は、感謝するように頷いて話を引き継いだ。


    「あの、私も外周区へ行きました。そして、そこで苦しんでいる人たちから話を聞きました。お願いです──彼らが結界内で生活することだけでも認めていただけませんか？　仙人になることを選ばなかったというだけで苦しまなくてはいけないのは、平等じゃないと思うんです」


    　強い口く調ちようで咲良は言い、正面から《源仙》の目を見つめる。


    　照てる日ひは突然の展開にきょとんとした表情を浮かべ、ミカエルたちも驚きを露あらわにしていた。


    　誰もが食事の手を止め、張りつめた沈黙が広がる。


    「ふぅ……」


    　だがしばらくして《源コン仙ロン》が呆あきれを含んだため息をついた。そして咲さく良らに問いかける。


    「主ぬしよ、平等というものをはき違えてはおらんか？」


    「え……？」


    　咲良は息を呑のんで疑問の声を漏もらした。


    「平等というのは、すべての者に等しい立場と生活を与えることではない。能力も容姿も皆異なり、勤勉な者も怠たい惰だな者もいる。そうした者たちを同じように扱うのは、それこそ不平等なことだと思うがのう？」


    「た、確かにそういう側面もあるかもしれませんが……けど──いえ、では《源仙》様の考える平等とはどういうことなんですか？」


    　気け圧おされつつも、咲良は気丈に問い返す。


    「どのような者にも〝機会〟が与えられることでありんす」


    《源仙》はまるで幼おさな子ごへ言い聞かせるように、ゆっくりとした口く調ちようで答えた。


    「機会……？」


    「そう──努力する機会と評価される機会を与えられ、当人の克こつ己きによって望む力や立場を手に入れられる社会こそが、最も健全で平等な社会だと儂わしは考えておる」


    　長い年月を生きてきたであろう《源仙》の言葉は重く、咲良もついに黙ってしまう。


    　だがここで会話を終わらせないために、湊みなとが代わりに口を開いた。


    「つまり──外周区に追いやられている人間は、努力を放棄した怠なまけ者だと考えているのか？」


    　カイが言っていた仙人側との意識の差を、湊は《源仙》に直接[image: ]たずねてみる。


    「ふ……儂自身は、特に何も思わぬ。だが機会を放棄した者たちがそのように評価されるのは、仕方のないことでありんす。この第四特区では、努力で得た力が正当に──平等に認められるのだからの」


    「けど、それだと人間だけに負担を押し付けていることにならないか？　人間だけに幻エ類ナと対等になる努力を強しいるのはフェアじゃない」


    　そう言い返すと、《源仙》は一呼吸の間を置き──表情から笑みを消した。


    「最初から幻類と人間は、対等ではない」


    　重い口調で断言され、湊は言葉に詰まる。


    「幻類は人間よりも遥はるかに強きよう靭じんで強大な存在でありんす。ゆえに平等を実現しようと思えば、幻類が人間に合わせるほかない。しかし根本的な力の差がある以上、同じルールのもとでは幻類が常に人間の上を行く。それが本当に平等だと言えようか」


    「それは……」


    　反論の糸口を探すが、《源コン仙ロン》の言うことはすべて核心を突いていた。綺き麗れいな理想では隠し切れず、誰もが目を背そむけている問題を指摘され、照てる日ひも表情を硬くしている。


    「だが第四特区では、人間が幻類に合わせることができる。これによって生まれるのは、両者が手加減なく競い合える社会だ。それこそアヴァロンの在あるべき姿だと思うのだが──主ぬしらはどう思うかの？」


    　湊みなとだけでなく照日や咲さく良らにも《源仙》は問いかけた。


    「わたくしは……いえ、龍りゆう脈みやくの件も含めて、少し考える時間が欲しいのです」


    　照日は即答せずに、難しい表情で言う。


    　けれど咲良はテーブルの上で拳こぶしを握りしめ、《源仙》の目を正面から見つめて口を開いた。


    「《源仙》様のおっしゃることは正しいと思います……ですが、眷けん属ぞくになることを選ばなかった人たちが冷遇されるのは──やっぱりどこか変だと感じるんです。繰り返しになりますが、外周区の人たちが結界の中で暮らす許可だけでもいただけないでしょうか」


    　再びカイたちから託された要求を口にする咲良。《源仙》は眉まゆを寄せ、大きく息を吐く。


    「儂わしには、何の許可も出せんよ。何しろ儂は特区の運営には全く関わっていないのだから」


    「え……？」


    　ポカンとした表情で咲良が呆あつ気けに取られた声を漏もらした。


    「儂は仙せん道どうという仕組みを作っただけでありんす。あとは皆の自主性に任せておる。修しゆ行ぎようを放棄した人間が外周区に追いやられたのは、街にとってそれが必要な格差であったからだろう。ゆえに儂は口を出すつもりはない」


    「そんな……」


    　言葉を失なくした咲良から視線を外し、《源仙》は湊の意見を求めるように首を傾かしげる。


    「俺おれは──」


    　何か言葉を探すが、湊も反論することはできなかった。《源仙》が街のルールに不干かん渉しようであるなら、カイたちの望みを叶かなえるには街全体の意識を変えねばならない。それは一いつ朝ちよう一いつ夕せきで解決できない難題だ。


    《源仙》はそんな湊を見て、小さく笑う。


    「儂は現状を変えようとする者を、止めることもせん。それが街に必要な変化であるのなら、自然と受け入れられよう。ただし街とは大河のようなもの。そう簡単に流れを変えられるとは思わぬほうがいい」


    　そう忠告して《源仙》は食事を再開する。聞き耳を立て、様子を窺うかがっていたミカエルやシーナも口を挟むことなく食事に戻った。


    　張りつめていた空気が少し緩ゆるむが、咲良は思い詰めた表情で俯うつむき、それ以降食事に手を伸ばすことはなかった。
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    「……おなかいっぱいで眠い。おやすみ」


    「シーナ、寝るなら自分の部屋で寝てくれ」


    　湊みなとは当然のように同じ部屋へ入ろうとするシーナの肩を掴つかみ、彼女の部屋へと誘導する。


    「どうせ寝るなら一緒がいい……子供もつくれて効率的」


    　眠そうに目を擦こすりながら言うシーナに、湊は嘆たん息そくした。


    「ぐっすり寝てたら子供はできない。だから今は一緒に寝ても意味はない」


    「……そうなの？」


    「ああ」


    「……わかった」


    　小さく欠伸あくびをして頷うなずくと、シーナは自分の部屋へと入る。廊下に残ったのは湊と、無言で俯うつむいている咲さく良らだ。


    　湊たちは《源コン仙ロン》との夕食後、またナタクの御ぎよ車しやにこの宿泊施設まで送り届けてもらった。咲良はずっと思い悩んでいる様子で、シーナの一緒に寝る発言も耳に届いていなかったらしい。


    　湊がポンと肩に手を置くと、そこでようやく咲良は我に返って、上目遣いで湊を見る。


    「……湊さん？」


    「今日きようはいろいろ疲れただろ。早く休んだほうがいい」


    　部屋に入るよう促うながすが、彼女は動かない。


    「まだ……眠れそうにありません。少しお話ししてもいいですか？」


    「わかった。眠くなるまで付き合おう」


    　思いつめた声で言う咲良に頷き、湊は彼女を自分の部屋に招いた。咲良は湊の部屋に入ると、真っすぐ窓際に向かう。辺りはもう夜の闇やみに包まれている。結界の境界である大きな駅ビルの影は、星空を[image: ]さえぎって存在感を示していた。


    　咲良はその先にある外周区のことを考えているのだろう。


    「私……どうしたらいいんでしょうか？　カイさんに頼まれたこと、すぐには実現できそうにありません。本部に報告して、第四特区支部を建て直して……少しずつ交渉を進めるしかなさそうですが……それでどうにかなるのか……」


    　しばらくしてから、咲良はぽつりぽつりと言葉を零こぼした。


    「まだ結論を出すのは早い。明日、照てる日ひと一緒に外周区を見に行くことになっただろ？」


    　湊はなるべく優しい口く調ちようを心がけて言う。


    《源仙》の提案に答えを出すため、照日は自分も外周区を視察すると告げたのだ。ナタクはあまりいい顔をしなかったが、彼女の申し出を受け入れてくれた。


    　照日がどのような結論を下すかはわからないが、彼女も第四特区の現状に疑問を示せば、仙人たちに働きかける大きな力となるはずだ。


    「そう……ですね。悩んでいても、仕方ないですよね」


    　咲さく良らは苦笑を浮かべ、窓から湊みなとのほうへと向き直る。


    「ああ、咲良は今できることを全部やった。何せあの《源コン仙ロン》に直じき訴そしたんだからな。明日のことは、明日考えよう」


    　軽い調子で湊が言うと、咲良は少し照れくさそうに頬ほおを掻かいた。


    「あの場面で発言できたのは……湊さんがお膳立てしてくれたからですよ。私一人だったら口を挟めなかったと思います。今もこんなふうに励ましてくれて……照てる日ひが少し羨うらやましいです」


    「どうしてそこで照日の名前が出てくるんだ？」


    　いまいち話の繋つながりがわからずに湊が問う。すると咲良は頬を赤くして、わたわたと手を振った。


    「あ、いえ、その、何というか──照日はいつも湊さんに、こうして支えてもらっているんだなって思って……それが羨ましいというか……」


    　しどろもどろに説明する咲良は耳まで赤くして俯うつむいてしまう。頼るというのは、自分の弱みを見せることでもある。だからいろいろと恥ずかしい気持ちになるのは理解できた。


    「──別に羨む必要はないさ。咲良が困っていても、俺おれはちゃんと助けるし支える。だから、今後とも遠慮なく相談してくれ」


    「あ、ありがとうございます……」


    　顔を伏せたまま咲良は頭を下げる。そして数秒の沈黙を挟んで彼女はそっと顔を上げ、上目遣いで湊を見つめた。


    「あの……相談ではないのですが、変なお願いをしてもいいですか？」


    「ああ、別に構わないが──」


    　何だろうと咲良の目を見返すと、彼女は躊躇ためらいがちに口を開く。


    「ちょっとだけでいいので……あ、頭を撫なでてほしいんです」


    「え？」


    　予想外の要求に思わず聞き返すと、咲良は耳まで真っ赤かにして頭を振る。


    「あっ──ご、ごめんなさい！　や、やっぱりいいです！　聞かなかったことにしてください！」


    　そう言われても、言葉自体はきちんと聞き取れていた。単に真意がわからなかったから問いかけたのだが、この反応を見るとあまり突っ込まないほうがよさそうだ。


    　だからとりあえず、理由は聞かずに彼女の望みに応こたえよう。


    　ポン、と咲良の頭に手を乗せる。


    「あ──」


    　すると慌あわてていた彼女は驚いた顔で動きを止めた。余計なことを言うとまた動揺させてしまうかもしれないので、無言でさらさらした彼女の髪を撫なでる。


    「……えっと、その……あ、ありがとうございます」


    　咲さく良らは肩をすぼめておとなしくしながら、小声で礼を言った。


    　そのまましばらく髪を撫で続けていると、彼女は間を持たせるように言葉を紡つむぐ。


    「昔……誰かにこうして頭を撫でてもらったような気がするんです。たぶん記憶を失う前の出来事で……全然思い出せないんですけど……私はその誰かのことが──こうして撫でられることが、きっと……とても大好きでした」


    「その誰かは、俺おれに似ているのか？」


    　手は止めずに問いかけると、咲良は小さく首を横に振った。


    「いえ……その人は恐らく女性だと思うので、印象は重なりません。ただ、撫で方というか……感じるものが近くて……湊みなとさんに撫でられると、その人のことが脳のう裏りを過よぎるんです」


    「じゃあ、撫で続けたら記憶が戻るかもしれないな」


    　半分冗談っぽく湊は言うが、咲良は真剣な顔で頷うなずく。


    「そうだったらいいなと……思います。失なくした記憶の手がかりは、この撫でられた感触とシーナさんだけですから」


    「シーナ？　そういや、前に会ったことがある気がするって言ってたな。それは記憶を失くす前って意味だったのか？」


    　確認する湊に咲良は首しゆ肯こうした。


    「はい。きっとそうだと思います。まだ詳しい話は聞けていないんですけど……そこからも記憶を辿たどれたらなって期待してるんです」


    「──咲良は記憶を取り戻したいんだな」


    　以前そのことを聞いたときは、あまり気にしていないという雰ふん囲い気きだったように思う。けれどやはり平気でいられるわけはないのだ。


    「はい……今は、思い出さなきゃいけないって、感じるんです。そうしないと、今の自分の気持ちに説明がつかない気がして……」


    「どういうことだ……？」


    　湊が聞き返すと、咲良は瞳ひとみに強い意思の光を灯ともす。


    「私は、人間と幻エ類ナが仲よく平和に暮らせる世界をつくりたいと心から思っています。けれど《源コン仙ロン》様の言う平等を……第四特区のシステムを、私は受け入れることができませんでした。その理由が……私にとっての〝理想〟の根本が、失くした記憶の中にあると思うんです」


    「そうか──なら、見つけないといけないな」


    　咲良の頭を撫で続けながら相あい槌づちを打つ。


    「はい……だから、これからもできたら協力してください。こうして頭を撫でてもらえたら、昔の私に近づける気がするので……」


    　照れくさそうに笑う咲さく良らの顔に心臓がドクンと跳ねた。不意打ちのように魅力的な表情を見せるのは、かつての大切な人──翼つばさによく似ている。


    　ひょっとすると自分たちはお互いに、過去の誰かを投影し、何かを埋めようとしているのかもしれないと、湊みなとは胸の内で考えた。


    「けど、撫で方なんてそう大きく変わらないと思うけどな」


    　少しざわつく心を落ち着かせようと、湊は平静を装よそおって言う。


    「……かもしれません。だとすると、似ているのは、撫なでてくれる手から感じるものなのでしょうか……」


    「感じるって……体温とかか？」


    「いえ、そういうのじゃなく、もっと気配のような──」


    　咲良はそこでハッとした表情を浮かべ、言葉を切った。


    「咲良？」


    　どうしたのかと湊が名前を呼ぶと、彼女は頭の上にあった湊の手を掴つかんで言う。


    「あれはたぶん、幻素イデアの気配です！　幻素を通して感情や想おもいが伝わって来たんだと思います！」


    　興奮している咲良の言葉を聞き、湊は眉まゆを寄せた。


    「幻素の気配って、それじゃあまさか──」


    「はい、たぶんその方は幻エ類ナだと思います！　やりました！　一つ記憶の手がかりが見つかりました！　これも湊さんのおかげです！」


    　嬉うれしさを抑えきれないという様子で抱き付いてくる咲良。手で触れるだけだった彼女の髪が鼻先を撫で、ふわりと花のような香りに包まれる。


    「お、おい、咲良──」


    　不意打ち気味であったため湊は心構えができておらず、少しばかり動揺してしまう。咲良も湊の言葉で我に返ったらしく、真っ赤かな顔で湊から離れた。


    「ご、ごめんなさい！　あ、あの、ほ、本当に嬉しくて、感謝してて……だからつい……あの、ありがとうございました！　お、おやすみなさい！」


    　裏返った声で咲良は叫ぶと、逃げるように部屋を飛び出していく。


    「あ、ああ……おやすみ」


    　呆ぼう然ぜんと挨あい拶さつを返しつつ、湊は大きく息を吐いた。


    　腕と体には、やけに鮮明に咲良の体の感触が残っている。しばらく眠気は訪れそうにもない。


    　だが体と精神を休めるために、湊はベッドに横たわる。


    　しかしこのとき、もう少しだけ心に余裕があったならば──気づけたはずだった。窓の外を一度でも眺めれば、見み逃のがすことはなかったはずだ。


    　結界の境界にそびえる駅ビルの向こうが、不気味な赤色に染まっているのを──。
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    「──第四特区？　何で俺おれがそんなとこへ行かなきゃいけねえんだよ？　こっちで動くなら《陽皇アマテラス》のいない今が好機だってのに……」


    〝覆いを外す者たちアポカリプス〟がアジトにしている第七特区郊外の廃ビル──その一室で、飛ひ田だ蓮れん路じは顔を顰しかめる。


    『少しばかり事情が変わってね。当初は試験体の実証データを集めるだけのつもりだったのだが、期せずして条件が整った』


    　返ってくるのは、年齢も性別も読み取れない中性的な声こわ音ね。〝覆いを外す者たち〟の幹部である世現者ネビリムの声だ。


    「条件？」


    『ああ──最後に確保するつもりだったパーツが自みずから実験場の中へ飛び込んできてくれた。実験が順調に進めば、そのまま最終フェーズに移行できる』


    「最終フェーズねぇ……あんたらがしてる実験の内容は詳しく知らねえが、俺がグリモワールの原典を取ってきてから間がねえだろ。そんなに急いで大丈夫なのか？」


    　蓮路は疑わしげな表情で端末の向こうへ問いかける。


    『心配はいらないさ。準備なら二十五年前から──いや、何百年も前から続けてきた。グリモワールの原典は同時並行で進められてきた様々なプロセスを統合させる、最後のピース。必要な数値の抽出は既に終わった』


    「ふん……ならいい。ただヘリは使えねえから時間がかかるぞ？　マゴニアの件があってから、空の警戒網が厳重になりやがったからな」


    『ああ、別に構わない。君が実験に立ち会う意味はないからね。戦力が必要になるのはその後だ』


    　蓮路は世現者の声に微かすかな昂たかぶりを感じ、眉まゆを寄せる。


    「どういうことだ？」


    『すべてが順調に進めば、我々〝覆いを外す者たち〟はそのまま幻エ類ナたちとの全面戦争へと移行する』


    　その返答を聞き、蓮路の口元に獰どう猛もうな笑みが広がった。


    「はッ──面おも白しれぇ！　ようやくか……期待してるぜ、世現者さんよ」


    　そう言って蓮路は通話を終え、端末をジャケットの内側にしまう。だが彼の顔からはつい先ほど見せた興奮がすとんと抜け落ち、瞳ひとみには冷たい光が宿っている。


    「──そろそろ見極めなきゃなんねぇな」


    　小さな声でぼそりと呟つぶやいた蓮れん路じは、傍そばのテーブルに置かれていた銃剣型の機神デウスを手に取り、柄つかを強く握りしめた。
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    「……遅いな」


    　翌朝、道どう士したちが修しゆ行ぎようしている区画にある宿泊施設前で、湊みなと・咲さく良ら・シーナの三人は照てる日ひたちが来るのを待っていた。


    　今日きようは照日たちと共に外周区へ赴おもむく予定になっている。恐らくはナタクの御ぎよ車しやに乗って現れるはずだが、まだ姿は見えない。


    「待ち合わせは九時でしたよね。何かあったんでしょうか……」


    　咲良は携帯端末で時刻を確認し、心配そうに呟いた。今の時刻は九時半で、予定より三十分も遅れている。


    「──かもしれない。何だか、街の様子もおかしい」


    　シーナは宝玉の杖つえを手に、辺りを見回した。


    「そうだな……やけに静かだ」


    　彼女の言葉に湊は同意し、建物が点々とする平地を眺める。昨日きのうはあちこちで道士たちが集まり、修行を行おこなっていたのだが、今日は疎まばらにしかいない。時刻の問題かとも思ったが、人の姿はいっこうに増えなかった。それに──。


    「……少し焦こげ臭くないか？」


    　気のせいか──それとも近くでたき火でもしたのかと思っていたのだが、空気に昨日はなかった臭気が混じっている。


    　湊の指摘を受け。咲良とシーナは鼻から大きく息を吸った。


    「言われてみると……確かにそうかもしれません」


    「うん……風の匂においが少し違う」


    　二人は同意し空を見上げる。するとそこで「あ」と彼女たちは同時に声を上げた。


    　どうしたのかと二人の視線を追うと、空に小さな影を見つける。目視ではまだ判別できないが、この気配は──。


    　しばらくして湊たちの前に空から降り立ったのは、照日を抱えた八や咫ただった。


    「皆さん、お待たせして申し訳ないのです！」


    　照日は八咫の腕から飛び降りて、ぺこりと頭を下げる。


    「照日、何かあったのか？」


    　湊が問いかけると、照日は八咫と顔を見合わせた。


    「実を言うと、まだよくわからないのです」


    　困った顔で答える照てる日ひに続き、八や咫たも口を開く。


    「今日はナタクさんが送ってくださることになっていたのですが、約束の時間になっても姿を見せなかったのですわ。ほかの方に聞いてみると、昨晩に外出してから戻られていないらしく……ひとまず私が照日様をお連れすることにしました」


    「薙なぎ姉とミカエルは？」


    　湊みなとはもう一度空に目をやってから問いかける。灰色の雲で覆おおわれた曇くもり空に、彼女たちの姿は見えない。


    「ミカエルさんは《源コン仙ロン》様と昼食の場で何かお話があるらしく、社やしろに残られましたわ。草くさ薙なぎは昨日飲み過ぎたようで二日酔いです」


    「薙姉……何をやってんだ」


    　やれやれと湊が額ひたいを押さえると、八咫も苦笑を浮かべた。


    「まあ動けないほどではないのですけれど、二人抱えて飛ぶのは面倒なので置いてきました。それに、ミカエルさんと《源仙》様の会談に同席者がいたほうがいいと思いますし」


    　照日と《源仙》が話す場にミカエルやシーナを同席させたのだから、こちらも目を光らせておこうということだろう。


    「──そうだな。じゃあ向こうのことは薙姉に任せて、外周区に向かおう。照日はまた八咫に運んでもらうとして……シーナは杖つえで空を飛べるし、俺おれが咲さく良らを運ぶか」


    　湊が皆を見回して言うと、咲良は顔を赤くする。


    「ま、またですか……わかりました」


    　恥ずかしそうにしながらも、どこか嬉うれしそうに咲良は首しゆ肯こうした。けれどその様子を見て照日がピンと耳を立てる。


    「ま、待ってほしいのです！　別にその……急いでいるわけではないので、皆でゆっくり歩いていきませんか？」


    　銀色の尻尾しつぽを膨ふくらませ、妙に必死な様子で訴えてくる照日。


    「照日がそう言うなら、別に構わないが……」


    　湊が頷うなずくと、シーナも首を縦に振る。


    「ボクも、そのほうが助かる。ここでは少し、空を飛びにくい。《源仙》の支配力が強くて、魔術がいまいち安定しないの」


    　どうやら湊が水をうまく支配できなかったように、この結界はシーナの魔術にも影響を与えているらしい。


    「そ、それなら歩いていきましょうか。たぶん二十分ぐらいで着くと思いますし」


    　咲良はちょっと残念そうに頷いて、遠くの駅ビルに視線を向けた。するとそこで横から脇わき腹を指で突つかれる。驚いて顔を向けた先には、生暖かい笑みを浮かべた八咫がいた。


    「湊みなとくん……ひょっとして咲さく良らさんと何かありましたの？」


    　耳元で囁ささやかれ、どきりとする。咲良に抱き付かれた感触が蘇よみがえり、心しん拍ぱく数すうが速まるのを自覚した。


    「べ、別に何もないが」


    　八や咫たに悟られるとからかわれるのは目に見えている。なので表情は変えず、ぶっきらぼうに答えた。


    　けれど八咫は何かを読み取ったらしく、口元に手を当てて愉たのし気に笑う。


    「ふふ、そういうことにしておきますわ。けれど何か悩んだときは、いつでもお姉さんに相談してくださいね」


    「……わかったよ」


    　何もかも見透かされているような気がしながら、湊は頷うなずいた。


    　そうして皆で南へ向かって歩き始める。


    「この土地は周囲を山に囲まれているのですね」


    　照てる日ひはハイキング気分で景色を楽しんでいたが、しばらくすると湊たちが先ほど話していた異常を感じ始めたようだった。


    　ピリピリと張りつめた雰ふん囲い気きと、微かすかに漂ただよう焦こげた匂におい──。


    　段々と口数が減り、照日は訝いぶかしそうに周囲を見回す。


    「湊、昨日もこんな感じだったのですか？」


    　問いかけられた湊は、渋い顔で首を横に振った。


    「──いや、今日は明らかにおかしい。こんな匂いもしなかった」


    　焦げた匂いの風を吸い込み、湊は近づいてきた駅ビルを見つめた。


    「……人が集まってる」


    　そこでシーナが前方を指さして言う。まだ目視できる距離ではないが、幻素イデアの気配で仙人の気配を察知したのだろう。その感覚は、ひょっとすると幻エ類ナより鋭するどいかもしれない。


    「あ、本当ですね」


    　もうしばらく行くと照日が小さく呟つぶやいた。


    　シーナが言ったとおり、駅ビルの前には男たちの姿がある。幻素の気配から判断して、道どう士しだけでなく仙人たちも多いようだ。


    　湊たちが近づいていくと、そのうちの一人が気づいて駆かけ寄ってきた。


    　その険けわしい表情からして、勝手に近づくなという雰ふん囲い気きだが──途中でぴたりと足を止める。息を呑のみ、立ち尽くしている様子を見ると、どうやら照日の神しん気きに圧倒されたらしい。


    　この第四特区は力を得る機会が平等に与えられ、そのうえで実力社会が成り立っている。それゆえに仙人たちは相手の力と〝格〟に敏感なようだ。


    　そんな彼らが心構えもなく神祖オリジンと相あい対たいすれば、立ち竦すくんでしまうのは当然と言えた。何しろ照てる日ひと同格な存在は、ここでは《源コン仙ロン》のみ。放任主義らしい《源仙》があの社やしろを出ることは稀まれであろうから、ひょっとすると神祖オリジンクラスの存在を間近に見たのはこれが初めてなのかもしれない。


    「……驚かせてしまったようですね」


    　照日は苦笑を浮かべて呟つぶやくと、彼に近づいていく。男はどうしたらいいのかわからないという様子であたふたした後、片かた膝ひざをついて顔を伏せた。


    「い、いえ、滅めつ相そうもありません。もしや……第七特区からお越しになられた《陽皇アマテラス》様であられますか？」


    　どうやら照日の来訪は、既に街の噂うわさとなっていたようだ。ならば神しん気きを放つ照日を《陽皇》だと特定するのは容易たやすい。


    「はい──わたくしが《陽皇》なのです。今日は外周区の視察に来たのですが……」


    　照日は重々しく頷うなずいてから、駅のほうに視線を向ける。


    「視察……ですか。ならば今日は難しいと思われます」


    「何かあったのでしょうか？」


    　眉まゆを寄せて照日が問い返すと、男は少し躊躇ためらいながらも口を開いた。


    「実を言うと……昨夜遅くに外周区で大きな火事がありまして……今は救助活動が行おこなわれています。とても《陽皇》様にお見せできる状態では──」


    　彼の言葉は後ろにいた湊みなとたちにも届いており、咲さく良らの顔から血の気が引く。


    「火事っ!?　そんな……わ、私、救助のお手伝いに行ってきます！」


    　咲良はそう言って走り出そうとするが、男は慌あわてた様子で手を広げて立ち塞ふさがった。


    「待ってください！　勝手なことをされては困ります！　今、この朱す雀ざく門もんは許可のない方の通行を禁じていて──」


    「けど、人手があって困ることはないはずでしょう！」


    　咲良は懸けん命めいに訴えるが、男は首を横に振った。この駅ビルは朱雀門と呼ばれており、厳重に封ふう鎖さされているようだ。


    「──わたくしが頼んでも無理でしょうか？」


    　照日が口添えをすると、さすがに彼もたじろぐが、それでも首を縦には振らない。


    「も、申し訳ありません……私の一存では──」


    　恐らく照日のような賓ひん客きやくだからこそ、なおのこと通せないのだろう。照日もそうした事情はある程度察しているようで、困った顔で湊のほうを見つめた。咲良も焦あせりを顔に浮かべながら、助けを求めるように湊を見る。


    　咲良を抱えて、強引に門を抜けることは可能だろう。だがそれでは照日の立場を悪くしてしまう。


    　どうするかと少し考えて、ふとナタクのことを思い出した。彼は昨夜から外出し、戻っていないという。ならばもしかして──。


    「なあ、ナタクはここにいるのか？」


    　湊みなとが前に出て問いかけると、男は少し驚いた様子で頷うなずく。


    「は、はい。ナタク様は外周区で救助の指揮を執とっておられます」


    「なら、ナタクに俺おれたちが協力を申し出たことを伝えてくれないか。それでダメなら諦あきらめる」


    「わ、わかりました」


    　男は頷き、駅の入り口を封ふう鎖さしている者たちのほうへ駆かけていった。


    　そうして待つこと十数分。落ち着かない時間を過ごしていると、シーナが駅のほうを見て口を開く。


    「──あ、戻ってきた」


    　振り向くと先ほどの男がこちらに走ってくるのが見えた。


    　彼は湊たちの前まで来ると、息を切らせながら口を開く。


    「ナタク様は……《陽皇アマテラス》様方のご協力の申し出をとても感謝しておられました。ただ外周区はとても酷ひどい状況で……正視に堪たえないかもしれないと……」


    「それでも構いません。行きましょう、咲さく良ら」


    　照てる日ひは即答し、居ても立ってもいられない様子の咲良を促うながした。


    「はい！」


    　強い口く調ちようで咲良は応こたえ、決然と境界に鎮座する駅ビルを見み据すえる。


    　案内はいらないからと、湊たちは男を置いて駆け足で外周区へと向かった。


    　昨日も通った駅の広い通路は、流れ込んだ煙のせいか黒く煤すすけている。


    　そして通路の途中で結界の境を越えた瞬間、強烈な匂においが鼻をついた。単なる焦こげ臭さではなく、もっと生々しい臭気──生き物が焼けた後の匂い。


    　嗅きゆう覚かくが敏感な照日は鼻を押さえつつ、歩調を速める。


    　通路を抜けて駅の反対側に出ると、変わり果てた光景が目の前に広がった。


    「これは……確かに酷いですわね」


    　八や咫たが顔を顰しかめて呟つぶやく。


    　駅前の広場には、真っ黒になった焼死体がずらりと並べられていた。辺りには瓦が礫れきの中を捜索している仙人たちが行き交っており、見ている間にも死体の数は増えていく。


    　狭い範囲に人が密集していたせいで、被害は甚じん大だいなものになってしまったようだ。


    「そんな、こんなのまるで……」


    　絶句して立ち尽くす咲良。


    　彼女が続けようとした言葉の先は、何となく予想がついた。まるで──崩ほう界かい戦争のときのようだと彼女は感じたのだろう。湊も大切な人を失なくした街で同じような光景を目にしている。


    　過去の痛い記憶と目の前の光景が重なり、歯を噛かみしめる。


    「サクラ、あっち」


    　するとシーナが広場の端を指さした。そこには大きな仮設のテントが張られ、怪け我が人にんが運び込まれているようだった。


    「──そうですね。応急処置の手伝いならできるかもしれません。行きましょう」


    　照てる日ひは気を取り直して頷うなずき、テントのほうへ足を向ける。


    「…………」


    　咲さく良らは感情を堪こらえるようにして唇くちびるをぐっと噛かみ、咲良の後に続いた。


    　皆でテントに近づいていくと、中から見知った人物が姿を現す。恐らく照日の神しん気きに気づいて出てきたのだろう。


    「《陽皇アマテラス》様……本当にお越しになられたのですね」


    　その人物──ナタクはとても複雑な表情を浮かべて言う。


    「はい……酷ひどい状況ですね」


    　沈痛な表情と声で照日は答えた。


    「火が回ったのは深夜だったので、寝ていて逃げ遅れた方が多かったようです。街の構造が瓦が礫れきで入り組んでいるため、救助も遅れてしまいました」


    　ナタクは深々と嘆たん息そくして言う。昨夜からずっと休んでいないのかもしれない。


    　てっきり外周区の人間には冷たいのだろうと思っていたのだが、そういうわけでもなかったようだ。


    　配給をしていることも含めて考えると、仙人たちは修しゆ行ぎようを放棄した人間も見捨ててはいないらしい。


    「あの！　何かお手伝いできることはありませんか!?」


    　そこで咲良が身を乗り出して言う。


    「そうですね……今、テントの中では治ち癒ゆの術を使える者たちで怪我人の手当てを行おこなっています。もしそうした力を持つ方がおられたら、ご協力いただけると助かるのですが……」


    　ナタクは少し考えて湊みなとたちを見回した。


    　特別な能力を持たない咲良は、もどかしそうな表情で肩を落とす。


    　照日も「わたくしの言こと霊だまは、人間にはほとんど効果がないのです……」と残念そうに呟つぶやいた。


    　湊にもそうした能力はない。だが残ったシーナと八や咫たが手を挙げる。


    「ボク、治癒の魔術が使える」


    「私も少しは癒いやしの力を用いることができますわ」


    　その言葉を聞き、ナタクは二人に頭を下げた。


    「では、お願いします。人手はいくらあっても足りませんから」


    　そう言ってナタクは彼女たちをテントの中へ誘導し、残った湊たちに向き直る。


    「あの──《陽皇アマテラス》様方にこのようなお願いをするのは失礼かもしれませんが……よければ生存者の捜索を手伝っていただけないでしょうか？　もしかしたらまだ、助けられる方がいるかもしれないので……」


    「もちろんなのです！」


    　照てる日ひは気を取り直した様子で頷うなずいた。


    「はい、任せてください！」


    　咲さく良らも自分にできる役割を与えられて、表情に力が戻る。


    　すると先ほどテントに入っていた八や咫たが、入り口からひょこりと顔を出して湊みなとを見つめた。


    「湊くん。照日様をお願いするわ」


    「──わかった。八咫たちも頑張ってくれ」


    　湊は八咫に頷き返し、照日と咲良と共に焼け焦こげた瓦が礫れきの街へと向かう。


    「誰かいませんかーっ！」


    　大きな声で呼びかけつつ、咲良は細い道を進んでいった。


    　ぱっと見える範囲には、もう死体はない。既に仙人たちが駅前の広場に運んだのだろう。


    　なのでまだ誰も探していないような、奥まった細い道や瓦礫の中にある住居を重点的に見て回る。


    　だが生存者は見つからないまま、いつの間にか昨日訪れたカイたちの拠きよ点てん前までやってきていた。


    　さすがに崩ほう界かい戦争の中で残った建物だけあり、表面は煤すすだらけでも崩れ落ちてはいない。ただ入り口にあった木の扉とびらだけは、炭化して地面に転がっている。


    「誰もいませんね……カイさんや支部の方たちは無事なんでしょうか」


    　建物の中を窺うかがいながら、咲良は心配そうに呟つぶやく。


    　その質問には答えられない。何しろここまで無事な人間には一人も会っていないのだ。


    　いや、よく考えればどうして──。


    「湊……何かおかしくないですか？」


    　そこで照日が湊の服を引っ張る。湊も違和感を覚えていたところだったので、頷いて辺りを見回した。


    「そうだな──確かに変だ」


    　湊が同意すると咲良は不思議そうに首を傾かしげた。


    「何が変なんでしょうか……？」


    　咲良の問いを受け、湊は胸の内で蟠わだかまっていた疑問を口に出す。


    「あまりにも人がいない。どんな火事だったとしても、無事な人間はいるはずだ。だけど俺おれたちはここに来て、まだ死体と怪け我が人にんしか見ていない」


    「言われてみれば……でも、きっとどこかに避難してるんですよ」


    　少し考えて咲さく良らはありえそうな可能性を挙げた。


    「──かもしれないな。だが救助活動をしているのが仙人だけなのも引っかかる。普通は人間たちも捜索に加わろうとするはずだ」


    「確かにそうかもしれませんが……なら無事な方たちはいったいどこに？」


    　咲良は表情に不安な色を浮かべ、完全な廃はい墟きよとなった街を見回す。


    　──カラン。


    　そのとき、頭上から微かすかな物音が聞こえてきた。積み重なった瓦が礫れきの上から落ちてきたのは小さな石。


    　頭上を振り仰あおぐと、逆光になった瓦礫の山の頂上に人影を見つける。


    「……カイ？」


    　湊みなとは目を細め、それが巫ふ道どう機き関かん第四特区支部所属の機神デウス使いであることに気づいた。脚部を包む特殊な装着型機神のシルエットは見間違えようもない。


    　カイは湊たちが視線を上げるのを待っていたように、瓦礫の向こうへと姿を消す。まるでついてこいというような動きだ。


    「湊さん！」


    　咲良が慌あわてた様子で湊の腕を掴つかむ。彼女は追いかけたいのだろうが、湊はカイの行動に不審なものを感じていた。


    　なぜ声もかけずこちらを誘導しようとしているのか。カイは仙人たちに目を付けられているので、目立ちたくないのかもしれないが……どこか不穏な雰囲気だ。


    　自分一人ならまだしも照てる日ひを連れていってもいいものか迷う。するとそんな湊の心中を察したのか、照日も湊の手を引っ張って走り出した。


    「行きましょう、湊。あの方は知り合いなのですよね？」


    「ああ。けど──いや、わかった。行こう」


    　ここで止めても彼女たちは納得しないだろうと、湊は心を決めて先頭に立つ。


    　二人には少し遅れてついてくるように言ってから、瓦礫を大きく回り込んでカイが降り立ったと思われる場所へ向かう。


    　だが瓦礫の裏手には誰の姿もない。一見すると行き止まりに見えるが、せり出した瓦礫の陰になっている場所に、奥へと続く細い道があった。


    「カイさんは、この先でしょうか……」


    「──だろうな」


    　咲良の言葉に湊は頷うなずき、慎重に暗がりへ足を踏み入れる。意識を研とぎ澄ませると、行く手から幻素イデアの気配を感じた。恐らくカイが装備している機神のものだろう。


    　敵意や殺気はないようだったが、刀の柄つかに手を添えながら進み、細い道から開けた場所に出る。


    　瓦が礫れきの中にぽっかりと空いたその空間の中央に、カイは後ろを向いて立っていた。


    「こんなところまで誘導して、どういうつもりだ？」


    　湊みなとが疑念を隠さずに問いかけると、彼はゆっくりとこちらを振り向く。彼の顔には濃い疲労の影があった。


    「──面倒をかけて悪い。仙人どもとは顔を合わせたくなくてな」


    　カイは苦笑を浮かべつつ、硬い声で答える。少し遅れてついてきていた咲さく良らと照てる日ひは湊の隣に並び、憔しよう悴すいした彼を見つめた。


    「カイさん、何があったんですか？　昨夜、火事があったと聞きましたが──」


    　咲良が少し緊張した声で[image: ]たずねる。するとカイは小さく肩を揺らし、乾いた笑いを漏もらした。


    「はは……火事、か。ただの火事ならまだよかったんだがな」


    「どういうことですか……？」


    　カイの声に混じる危あやうい色に気け圧おされながらも、咲良は重ねて質問する。


    「……この火事は、昨日きのう追い払った仙人どもの報復だ」


    「な──放火ってことか？」


    　湊が驚いて問い返すと、カイは首を縦に振った。


    「火を点つけて回っていた仙人を黒ずくめたちが撃退したらしい。確かに火の回りはあまりに早すぎた。それも逃げ場がないように外側から内側に炎が広がっていたように思う」


    　その言葉を聞き、それまで黙っていた照日が前に進み出る。


    「つまり難を逃のがれた住民の方たちは、仙人の皆さんを警戒して身を隠しているわけですね」


    「いや、身を隠すというよりは……というか、あなたは──？」


    　照日とは初対面のカイは訝いぶかしげな表情を浮かべた。人間である彼は、仙人たちのように幻素イデアの気配を感じ取ることはできない。ゆえに狐きつねの耳と尻尾しつぽを生やした照日が幻エ類ナだということはわかっても、神祖オリジンであることまでは見分けられないのだ。


    「わたくしは《陽皇アマテラス》──湊と咲良から外周区のことを聞き、自分の目で状況を確かめるために来たのです」


    　照日の名乗りを聞いたカイは驚きの表情を浮かべた後、どこか諦あきらめの混じったため息をつく。


    「そうか……あなたが──第七特区の柱が視察に来たとなれば、皆も希望を持っただろうに……残念だ」


    　彼の声こわ音ねには濃い悲しみが混じっており、咲良は何かを察した様子で息を呑のんだ。


    「あの、カイさん……ほかの、支部の皆さんは……？」


    　恐る恐る咲良が問いかけると、カイは拳こぶしをぐっと固く握りしめる。


    「──曜よう子こたちは死んだ。オレ以外にもう支部の人間はいない。いや、雇用主がいなくなった以上……オレはもう巫ふ道どう機き関かんの一員とは言えないか」


    　深い絶望を感じさせる低い声でカイは告げると、機神デウスを装着した脚でトントンと地面を叩たたいた。


    「オレ自身には、理想や信念なんてものはない。ただ、人間と幻エ類ナの共存を成し遂げようと一いつ生しよう懸けん命めいだった──お節介なあいつらの力になりたかっただけだ。だから……わざわざ来てもらって悪いが、昨日頼んだことは忘れてくれ」


    　湊みなとたちに背を向けて、カイは抑揚のない声で言う。


    　今にも去ってしまいそうな彼を見て、照てる日ひは慌あわてて声を上げた。


    「待ってほしいのです！　ここに来ている仙人の方たちは人間を助けようと一生懸命頑張っています。今回の件に仙人側が絡んでいるとしても、きっと公正に犯人を裁さばいてくれるはずです。それにこんなことがあった以上、現状改善の糸口も──」


    「オレにとっては、もうどうでもいいことだ。それにたぶん、生き残った奴やつらもそんなことは望んでいない。第四特区の巫ふ道どう機き関かんは完全に終わったし、やるべきこともなくなったのさ」


    　カイは吐き捨てるように照日の言葉を[image: ]さえぎり、トンッと地面を蹴ける。


    　脚部装甲型の機神デウスはカイに尋じん常じようならざる跳躍力を与え、彼は軽々と十数メートルはある瓦が礫れきの上へと降り立った。


    「カイさん！　違います！　こんな状況だからこそ……住民の方が仙人の皆さんに敵意を抱いだいているのなら……巫道機関はその間を取り持たなければいけないんです！」


    　咲さく良らが呼びかけると、彼はちらりと地上を見下ろし、口元に苦笑を浮かべる。


    「──死んだ曜よう子こたちも、あんたと同じ目をしていたな」


    「私を住民の皆さんの元へ連れていってください！　これ以上事態が悪化しないように、できる限りのことをしたいんです！」


    　カイに向かって強い口く調ちようで訴える咲良。


    　ぴくりとカイの眉まゆが動き、彼は深く息を吐いた。


    「……いいだろう。ただし、連れていくのは君一人だけだ。人間には仙人とほかの血族を見分けることなどできない。辰たつ宮みや湊は昨日姿を見られているし、《陽皇アマテラス》の外見は明らかに人じん外がいのもの。下へ手たをすれば仙人と勘違いされ、火に油を注ぐ結果になるだろう」


    「な──」


    　湊はカイの返答を聞き、強い危き惧ぐを抱く。


    　住民が避難している場所が、どんなことになっているのか予想がつかない。無法地帯に近い状況だとも考えられる。


    　咲良を一人だけで行かせるのは正直不安だ。それに今のカイからは、何か危あやういものを感じていた。


    　けれど咲良は湊が何か言う前に、頭を下げる。


    「湊さん、照日、お願いです──行かせてください！」


    「咲良……」


    　彼女の想おもいは痛いほどよくわかったが、頷うなずくことは躊躇ためらわれた。


    「──湊みなと、行かせてあげましょう」


    　しかしそのとき、照てる日ひが静かな口く調ちようで告げる。彼女は咲さく良らに歩み寄り、彼女の頭を上げさせた。


    「だが……」


    　それでも迷いを振り払えない湊に、照日は言葉を重ねる。


    「咲良は巫ふ道どう機き関かんの一員として、その役目を果たそうとしています。それをわたくしたちが阻はばむ権利はありません。だってわたくしたちと咲良は、対等な友人なのですから」


    「照日……ありがとうございます！」


    　顔を輝かがやかせて咲良は礼を言う。その表情を見てしまったら、湊も頷うなずくしかなかった。


    「──わかった。ただし、日没までには駅前に戻ってきてくれ。俺おれたちはそれまでナタクの手伝いを続ける」


    「はい、了解です！」


    　咲良が笑え顔がおで敬礼すると、その横にカイが飛び降りてくる。


    「話は纏まとまったようだな」


    　彼の問いに咲良は頷き、「連れていってください」と決意の籠こもった声で告げた。


    「カイ、咲良を頼んだぞ」


    　湊はカイの瞳ひとみを見つめ、念を押す。


    「……もちろんだ。日が沈むまでには、送り届ける」


    　低い声でカイは答え、湊たちが来たのとは別の細い路地へと咲良を導き、陽ひが[image: ]さえぎられた暗がりの中へと消えた。


    「咲良……」


    　正体の掴つかめない胸騒ぎを覚えながら、湊は彼女の名を呟つぶやいた。
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    　──太陽が煤すすけた瓦が礫れきの向こうへと沈んでいく。


    　捜索活動を終えた湊と照日は、生存者の手当てを行おこなっている駅前のテントへと戻ってきた。


    　数時間かけて見つけた生存者は一人だけだったが、それでも命を救えたのなら助力に来た意味はあったと言える。


    　手当ても既に一段落していたらしく、テントの前にはシーナと八や咫たの姿があった。


    「お二人とも、お疲れ様なのです。咲良はまだ戻っていませんか？」


    　照日がきょろきょろと辺りを見回しながら問いかける。


    「うん、まだ。日没までには戻ってくるんだよね？」


    　シーナは頷うなずき、刻限に迫りつつある夕焼け空を見上げた。


    　彼女たちには生存者を運び込んだ際に、咲さく良らと別行動を取った理由を説明してある。


    「ああ、そのはずだ」


    　湊みなとは硬い声で答え、咲良の姿を探して視線を巡らせた。


    　ずらりと並べられていた死体は、仙人たちによって結界内へと運び込まれていた。


    　ナタクによると、結界内に埋葬すれば肉体を持たない仙人──尸し解かい仙せんとして魂たましいが昇華する可能性がわずかにあるという。


    　修しゆ行ぎようを拒こばんでいた彼らが仙人になることを望むかどうかはわからないが、どのような形であれ命を得ることができるのなら、湊たちに止める理由はなかった。


    　するとほかの仙人に指示を出していたナタクが近づいてきて、小さく会え釈しやくをする。


    「皆さん、ご協力に感謝いたします。あの、私は今から《源コン仙ロン》様へのご報告に戻らなければならないのですが──」


    「わたくしたちはもうしばらくしてから帰るのです」


    　照てる日ひがそう答えると、ナタクは「わかりました。それではお先に失礼いたします」と告げて去っていった。


    　けれどそれから十分、二十分経たち──太陽が完全に沈み切ってしまっても、咲良は現れない。


    「──何かあったのかもしれない。俺おれが捜してくる」


    　赤い残照が夜の紺色に呑のまれるのを見て、湊は咲良を迎えに行くと決めた。


    「ボクも行く。心配」


    　シーナも杖つえを手に、前へと進み出る。


    「わかった。一緒に行こう。照日たちは先に帰っていてくれ」


    「いえ──わたくしには、咲良を信じて送り出した責任があるのです。なので湊たちが咲良を連れ帰ってくるまでは、ここを動きません」


    　絶対に譲ゆずらないという声こわ音ねで言う照日を見て、議論は無駄だと悟った。


    「なら……できる限り早く見つけて戻ってくる」


    　湊は強い意思を込めて答え、シーナと視線を交わして走り出す。


    「──ミナト、掴つかまって。捜すなら空からのほうがいい」


    　杖に腰かけて湊の頭上を飛行しながら、シーナは杖の後ろを指さした。


    「そうだな。頼む」


    　湊が跳躍して杖を掴むと、シーナは一気に高度を上げる。結界の外であるため、いつもどおりに問題なく飛べるらしい。


    　瓦が礫れきの町が一気に遠ざかり、眼下には俯ふ瞰かんの風景が広がった。


    　陽ひが沈んだせいで辺りは闇やみに覆おおわれているが、結界内には自然のものではない明かりが多く灯ともっている。


    　桃とう源げん郷きよう区画が最も煌きらびやかで結界の端に行くほど明かりは疎まばらになり、境界を超えるとほとんど光は見えない。


    　だが無事な住人たちがいるなら、どこかに集まっているはずだ。湊みなとは杖つえにぶら下がりつつ、人工的な明かりを探す。


    「っ──シーナ、あそこだ！」


    　駅からかなり離れた郊外に、湊は光が灯ともっているのを見つけて叫んだ。


    「うん」


    　シーナも明かりを確認し、そちらへと急降下を始める。


    　近づいていくと、それは電気の明かりではなく、揺らめく炎であることがわかった。高い瓦が礫れきの山に囲まれた広場の中央にドラム缶が置かれ、その中で赤い炎が燃えている。


    　炎に照らされて浮かび上がるのは、数人の人影──。


    　シーナは地面に激突する寸前で減速し、湊は杖から手を離して地面に飛び降りた。


    「ひえっ!?」


    　近くにいた男が悲鳴を上げ、尻しり餅もちをつく。急いでいたので失念していたが、彼らは放火の犯人と見なしている仙人を警戒していたのだ。このような登場の仕方をすれば、驚かせてしまうのは当然と言えた。


    　失敗したなと思いつつ、湊は倒れた男に手を差し出す。


    「すまない……驚かせたな。俺おれは幻エ類ナだが仙人じゃないし、あなたたちへの敵意もない。ただ人を捜していて──」


    「ち、違う！　私は関係ない！　関係ないんだ！　むしろ私は必死に止めたんだよ！」


    　だが男は倒れたまま後退し、大声で叫んだ。周りにいたほかの人間たちは悲鳴を上げ、蜘く蛛もの子を散らすように逃げていく。


    「少し落ち着いてくれ。関係ないって何のことだ？　必死に止めたっていったい何を……」


    　不吉な予感が胸の内で膨ふくらむのを感じながら、湊は問いかける。するとそこでようやく男の顔に、恐怖と驚き以外の色が混じった。


    「あ、あんたたちは……私たちを罰するために来たんじゃないのか？」


    「罰するっていったい何をだ？」


    「そ、それは……」


    　青ざめた顔で男は黙ってしまう。


    「答えられないなら別にいい。俺たちの目的は人捜しだからな。ここに咲さく良らはいるか？　カイが連れてきた巫ふ道どう機き関かん所属の女の子だ」


    　質問を切り替えると、男はハッとした表情を浮かべた。


    「カイさんが連れてきた……ああ、あのお節介な子か……あの嬢ちゃんも……あいつらと一緒に──」


    「あいつら？」


    　湊みなとは眉まゆを寄せて問いかける。本当は急いで聞き出したかったが、これ以上怯おびえさせてしまうとまたコミュニケーションがとれなくなってしまう。なので男の目を見つめ、辛抱強く返事を待った。


    　シーナは杖つえに乗ったまま湊の頭上に浮かび、状況を静かに見守っている。


    「あ、あんたらはあの嬢ちゃんの何なんだ？」


    　こちらの質問には答えず、男は湊たちに問いかけてきた。


    「友人だ」


    　湊は即答し、シーナもこくんと首を縦に振る。


    　それを見た男は、どこか覚悟を決めたような顔で嘆たん息そくし、ゆっくりと言葉を紡つむいだ。


    「……黒ずくめの奴やつらだよ。あいつらが皆を煽あおって……止めようとしたあの子も……」


    「どういうことだ？　詳しく説明してくれ！」


    　湊は男の前に膝ひざをつき、視線を同じ高さにして詳しい説明を求めた。


    「あいつらは……仙人たちに復ふく讐しゆうするために力を与えるとか、そんなことを言って皆をどこかに……私は止やめておけと言ったのに……」


    　男は俯うつむきながらポツポツとここであったことを話し始める。


    「咲さく良らはその騒動に巻き込まれたってことか。カイはどうしたんだ？　咲良を守れなかったのか？」


    　機神デウス使いである彼であれば咲良を連れて脱出できたのではないか。そう考えて[image: ]たずねると男は渋い表情で答えた。


    「カイさんは、その……最初からあいつらに賛同していた感じで……あの嬢ちゃんを進んで引き渡したように見えた」


    「え……？」


    　束つかの間、頭の中が真っ白になる。


    　カイのことを警戒していなかったわけではない。今日再会した彼は明らかに様子が違っていた。だから湊は危機感を覚えて咲良を止めたのだ。だが……。


    　湊が言葉を失っていると、頭上のシーナが代わりに口を開く。


    「あいつらに引き渡したって……どういうこと？　黒ずくめたちが、咲良を連れてくるように言ったの？」


    「そ、そこまではわからない。ただ、そんなふうに見えただけで……」


    　問い詰められた男は慌あわてた様子で首を振った。


    　湊は冷静になれと心中で自分に言い聞かせながら、男に質問をする。


    「黒ずくめたちは、咲良を連れてどこへ行った？　何をしようとしている？」


    「ど、どこに行ったかはわからない……でも、目的はたぶん……復讐だ。あいつら、仙人たちを襲おそうつもりなんだ。皆、口車に乗せられて……敵かなうはずがないのに……」


    　がくりと項うな垂だれる男。どうやら彼が知っているのは、これですべてらしい。


    　黒ずくめたちは住民たちを扇せん動どうし、仙人たちを襲しゆう撃げきさせようとしている。理由はわからないが黒ずくめたちは咲さく良らを求めていて、カイはそのために接触してきた可能性が高い。


    　つまり──咲良はカイに裏切られた。


    　ほかのどんなことよりも、その事実が湊みなとの心を波立たせる。


    「シーナ、黒ずくめたちの行方ゆくえを調べよう。二人で手分けしてほかの人間にも話を──」


    　立ち上がり、シーナにこれからの方針を伝えようとしたとき、首筋にチリッとした殺意が突き刺さる。


    「っ!?」


    　刀の柄つかに手を添えて振り向くと、闇やみの中から飛び出してきた黒ずくめの姿が瞳ひとみに映った。


    　──速い！


    　一瞬で間合いを縮められ、懐ふところに入り込まれる。


    　刀を抜くのは間に合わず、振るわれた拳こぶしを刀の柄で受け止めた。


    　ガギンッと金属同士が激突したかのような固い音が響き、湊は自分の体が宙に浮いたのを自覚する。


    「くっ……」


    　凄すさまじい膂りよ力りよくで刀ごと押し込まれた湊は、勢いよく後方へと吹き飛ばされながら空中で体を捻ひねり、積み重なった瓦が礫れきの傍そばに着地した。


    　黒ずくめは残心の姿勢からゆっくりと拳を引き戻しつつ、フゥゥゥゥ──と大きく息を吐く。傍に残された男が、我に返った様子で悲鳴を上げ、一目散に逃げていった。


    「──大丈夫？」


    　杖つえを操あやつって湊の傍に飛んできたシーナは、心配そうに湊の顔を空中から覗のぞき込んだ。


    「ああ、平気だ。手がかりが向こうから飛び込んできてくれたんだから、嬉うれしいくらいさ」


    　湊は口の端はを歪ゆがめ、黒ずくめを睨にらむ。


    　身長もあり体も大きい──昨日広場で見た男だろうか。咲良を取り戻すためには、こいつを絶対に逃がすわけにはいかない。


    　すると黒ずくめは小さく肩を揺らし、フードを取る。


    「ふ……まんまと飛び込んできたのは、お前たちのほうだ。あの少女を捜しにきた者を狩るために、私はここへ残ったのだからな」


    　露あらわになったのは、禿とく頭とうの男の顔。


    「お前……ナリサキだな」


    　咲良から聞いた彼の名前を思い出して言う。


    「ほう、私を知っているのか？」


    「ああ──第五特区から姿を消した人間たちの一人だろう？　いったい咲さく良らをどこに連れていった？」


    　強い口く調ちようで問うと、彼は小馬ば鹿かにしたような表情を浮かべた。


    「ここで死ぬお前たちに、答える意味はない」


    「……大した自信だな」


    　皮肉を込めて湊みなとは言葉を返す。


    「当然だ。俺おれは仙人を──いや幻エ類ナすべてを凌しのぐ力を手に入れたのだから」


    「そう唆そそのかされて、仙人に喧けん嘩かを売ろうとしてるんだな。いや……お前は唆した側か？　今回の火事には不審な点が多い。本当は、お前らが犯人なんじゃないのか？」


    　核心を問うと、ナリサキは口の端はを歪ゆがめた。


    　それは得意げでも、自じ嘲ちよう的でもなく、ただ空虚で乾いた笑み。


    「犯人とは心外だな──あの炎は、仙人に屈している住民たちの心に火を点ともすためのもの。私たちは彼らを導いただけだ」


    　後戻りのできない大たい罪ざいを犯したというのに、彼の目には後悔の色はない。


    「騙だましたんだ……ひどい」


    　ナリサキの言葉を聞いたシーナは、眉まゆをひそめた。


    「お前たちは……許されないことをした」


    　奥歯を噛かみしめて怒りを堪こらえてから、低い声で告げる。


    　生き残った住民は、こいつらに騙だまされているのだ。カイも真実を知っていたら、咲良を引き渡すようなことはしなかったはずだ。


    「許されない？　誰にだ？　お前にか？　はは──馬鹿馬鹿しい。私たちは選ばれた幻類以上の生命──新人類たる魔人。お前に許しを請う必要などない！」


    　熱に浮かされたかのような顔でナリサキは語り、ぐっと腰を落とした。服の上からでも全身の筋肉が隆りゆう起きしたのが見て取れる。


    「ミナト、気をつけて。あの人、周囲の幻素イデアを取り込んで肉体を活性化してる。どういう仕組みかはわからないけど、肉体強化の魔術に近い」


    　頭上からシーナが警告を発した。


    　だが湊の耳には、半分以上届いていない。ふつふつと湧わき上がって来た熱い感情に、思考が支配されようとしている。


    「──くだらない」


    　焼け付く怒りを込めて、湊は吐き捨てた。ナリサキの眉がピクリと跳ねる。


    「何だと？」


    「その程度の力に舞い上がって、幻類を超えたと思っているのなら──本当に愚おろかだ。お前たちは力に酔う前に、まず咲良の言葉に耳を傾かたむけるべきだった」


    　湊みなとは刀の柄つかから手を離し、ゆっくりとナリサキへ近づいていく。


    　彼らが仙人たちを襲おそおうとしているのなら、咲さく良らはそれを絶対に止めようとしたはずだ。けれど力を手にして舞い上がった彼らには、咲良の言葉は届かなかったのだろう。


    　咲良が守ろうとしているものの尊さを──築こうとしている未来の価値を考えもせず、切り捨てた彼らに怒りが湧いた。


    　自分でも不思議なほどに、激情が込み上げている。この怒りを咲良は肯こう定ていしないだろうが、理性では抑えきれない。


    「その程度の力だと？　甘く見るな。私の拳こぶしは一撃で仙人を倒せるほどの威力を有している。本気で打ち込めば、お前の体など粉々に弾はじけ飛ぶさ」


    　ナリサキは半身を引いて構え、自信の漲みなぎる顔で告げた。


    「なら、やってみろ」


    　湊は全身に幻素イデアを巡らせなら、無む造ぞう作さに距離を詰めていく。


    「ふっ──」


    　鋭するどい呼気と共にナリサキは地を蹴けり、たった一歩で拳の間合いに湊を捉とらえた。まるで瞬間移動をしたような速度。


    　そしてその勢いを乗せた巨腕の拳が、湊の眼前に迫る。


    　ドンッ──重い衝撃が、湊の片腕を震わせた。


    　左手だけでナリサキの一撃を受け止めた湊は、吹き飛ばされることもなく彼を至近距離から睨にらんだ。


    「幻素による肉体強化そんなことは、幻エ類ナなら誰でもできる。ただ、効率的ではないからあまりやらないだけだ」


    　湊の全身からは蒼い霊気が微かすかに立ち上っていた。


    　こうして霊気で体を包み込めば、通常時より身体能力を上げるのは容易たやすい。ただ戦闘時は、身体能力の強化よりも水の生せい成せいや操作に幻素を割いたほうが、強力な攻撃や防御を行おこなえる。加えて体を無理に強化すると、後で大きな反動が来てしまうので、最低限にしか使わないのだ。


    「そんな、馬ば鹿かな……っ」


    　湊に拳を握られた男は、退ひくこともできないまま驚きよう愕がくの表情を浮かべる。


    「誰でもできることだから、結局は幻素量がモノを言う。お前は周囲の幻素をかき集めているみたいだが……それじゃ全然足りないな」


    　湊はナリサキの拳を左手で掴つかんだまま、空いた右手を握りしめる。


    「あと、一つ言っておく。どんな強者になろうと──犯した罪が消えることはない」


    　固めた右の拳で、ナリサキの顔面を殴り飛ばす。


    「があっ!?」


    　ナリサキは悲鳴を上げ、錐きりもみ状に回転しながら瓦が礫れきに突っ込んだ。本気であればそれこそ粉々にすることもできなくはなかったが、殺さないように加減はした。


    「ご……あ……」


    　苦痛の声を上げながら、ナリサキは体を震わせる。


    　放っておけば起き上がってくるだろうが、それをさせるつもりはない。


    「──シーナ」


    　湊みなとは頭上を見上げ、杖つえに乗って浮かぶシーナに合図をした。


    　既に魔法陣を構築していた彼女はこくんと頷うなずき、魔術を発動させる。


    「砂縛デゼール」


    　魔法陣から生み出されたのは、幾条もの砂の帯。それが輪になってナリサキの手足を拘こう束そくした。


    「ぐっ……こ、こんなもの……」


    　ナリサキは力任せに引きちぎろうとするが、魔術の枷かせはびくともしない。


    「──わかっただろ？　お前の力はこの程度のものだ。仙人になったことに満足している程度の奴やつならまだしも、力ある仙人たちには絶対勝てやしない。仲間を無駄死にさせたくないのなら、どこに行ったかを教えろ」


    　身を屈かがめて湊はナリサキに言い聞かせる。


    　己おのれの力が絶対だと信じていたらしい彼は必死にもがいていたが、どうにもならないと悟ると悔しそうに歯を噛かみしめた。


    「…………もう遅い」


    　苦々しく、吐き捨てるようにナリサキは言う。


    「遅い？　どういうことだ？」


    「仲間たちは西門と東門から結界内に突入した頃だ……今さら、戦いは止められない」


    「っ……咲さく良らやカイも一緒なのか？」


    「……女の行方ゆくえは知らん。あの機神デウス使いは焚たき付けて利用するつもりだと聞いた──東西のどちらかにいるだろう」


    　その言葉を聞いた湊はシーナと視線を交わし、飛び上って杖を掴つかんだ。


    　先ほどよりも高く、第四特区全体を見渡せる高度まで飛ひ翔しようしたシーナと共に、湊は地上に目をやる。


    　高空の冷たい風に吹かれながら、夜の帳とばりに覆おおわれた特区の西と東を見ると、そこには点々とした光が密集していた。


    　あれは恐らく炎──街が燃えている。


    　どうやら仙人たちが南門である駅ビル周辺で救助活動を行おこなっている間に、黒ずくめたちは手薄な西と東の門に回り込んでいたらしい。


    　二手に分かれているのなら、咲良がどちらにいるかは不明だ。この状況に対処するには人手がいる。


    　そう判断した湊みなとたちは、まず現状を照てる日ひたちに伝えるために地上へと急降下を行った。


    



    　　　　　　　４


    



    「──お願いです！　住民の皆さんを止めてください！」


    　芦あし原はら咲さく良らは、自分を囲んでいる黒ずくめの者たちへ懸けん命めいに訴えた。


    　だが彼らは何も答えず、無言で咲良を連行する。見上げれば暗い夜空の端は赤く染まっており、結界の内側では既に戦いが始まっていることがわかった。微かすかに喧けん噪そうも聞こえてくる。


    「離してください！　私をどこに連れていくつもりなんですか!?」


    　抵抗しようとする咲良だが、左右から強い力で腕を掴つかまれており、足を止めても引き摺ずられてしまう。


    　四人の黒ずくめは皆とても小柄で、身長も咲良の胸ほどしかない。だが、その膂りよ力りよくは異様なほど強かった。


    「住民の皆さんを扇せん動どうして……あなたたちは何をするつもりなんですか？　黒ずくめの人たちは〝覆いを外す者たちアポカリプス〟なんですか!?」


    　そう問いかけると、ようやく先頭を行く黒ずくめが反応を示す。


    「黒衣の者たちは第五特区から調達した単なる実験体にすぎない。〝覆いを外す者たち〟はここにいる我々だけだ。私たちは遥はるかな昔から〝覆いを外す者たち〟を率ひきいている者。世現者ネビリムとでも呼んでくれ」


    「世現者……？」


    　咲良は耳慣れぬ名を繰り返した。


    「そう、そして君も私たちの一員だ」


    「何を言って……私は巫ふ道どう機き関かんに所属する調停士で──」


    　顔色を変えて咲良は反論するが、世現者はフードの奥で小さく笑う。


    「それは現在の立場にすぎない。私はもっと本質的なことを言っているのだよ。君は生まれたときから〝覆いを外す者たち〟の所有物だとね……」


    「生まれた、とき？」


    　咲良は息を呑のむ。


    　彼女には崩ほう界かい戦争以前の記憶がない。それゆえに両親の顔も、生まれた場所も知らなかった。


    　だが世現者は今〝生まれたときから〟と告げたのだ。それは咲良の過去を知っていなければ、出てこない言葉のはず──。


    「まあ、君という個体を直接知っているわけではないがな。だが君は〝覆いを外す者たち〟が運営していた幻素イデア技術研究所の被験体──その生き残りであることは間違いない」


    「え……」


    　研究所の被験体？


    　さらりと告げられた言葉の内容に、思考が停止する。


    　何を言われたのか、わからない。わかろうとすることを心が拒絶した。


    「機神デウスを異常作動させた少女がいたと聞いたとき、ピンと来たよ。それから詳細に調査をし、その人物が記憶を失っていることを知り──確信した。実験の成果物がまだ生き残っていたのだとね」


    　実験、成果物──無機質な言葉が心に突き刺さる。


    　嘘うそだ、嘘だ、嘘だ。でも──。


    「おかげで実験のやり直しをする手間が省けた。少なくとも十年は計画を早めることができたはずだ。本当に感謝している……生きていてくれて、よかった」


    　ぞわりと背筋に悪お寒かんが走る。


    　世現者ネビリムは、自みずからの言葉が真実だと確信していた。


    　……求めていたのは、こんな過去ではない。


    　頭を撫なでられた温かな感触をはっきり思い出したかっただけだった。自分の理想に影響を与えたのは誰だったのかと知りたかっただけだった。


    　だが、咲さく良らがどれだけ否定しようとも、彼の表情が、そして現在進行している事態の大きさが、自身の過去を突きつける。


    　今ここで拒絶しても、何も変えられない。世現者の認識そのものを覆くつがえさないと、この事態は打破できない。


    　彼の言葉を信じたくはない。けれど彼と話をするためには一いつ旦たんすべてを受け止める必要があった。


    　──私は、調停士。できるのは言葉を交わすことだけ。


    　だから歯を噛かみしめて、思考の歯車を回す。


    　考えたくないけれど、考える。


    　世現者の言葉など、もう聞きたくはない。でも──考えて、自身の疑問を捻ひねり出す。


    　それが会話を続けるために、必要なことだったから。


    「私は……いったい何なんですか？」


    　掠かすれた声で問いかける。


    　会話から少しでも何かを得るために──。


    「本当に何も覚えていないようだね。だがそれでいい。そうでなくては困る。君はね──素晴らしい研究に携たずさわっていたのだよ？　現代医療では治療不可能な病やまいや怪け我がを、幻素イデアによって癒いやす研究にね」


    　世現者ネビリムは前に向き直り、咲さく良らに背を向けながら言葉を続けた。


    「だがそれは、幻素イデアによって体を作り替える試みでもある。君はそうして造り上げられたパーツの一つだ」


    「パーツ……？」


    　パーツ──部品。


    　それは人間性を否定する言葉。


    「科学技術による幻素運用が可能になって以降、幻素を動力とする様々な機械が発明された。しかしそれらは幻素を単純なエネルギー源として燃焼させているだけ。幻エ類ナのように幻素そのものを操あやつっているわけではない」


    　興が乗ったのか、世現者は滔とう々とうと言葉を紡つむいだ。


    　咲良は幻素技術などに詳しくないが、少しでも情報を得るために耳を傾ける。


    「ゆえに私たちは幻素に干かん渉しようできる演算処理装置の開発に力を注いだ。そしてその素そ体たいとして最も適当だと思われたのが、人間の脳だった」


    「っ……」


    　世現者の言葉に咲良は息を呑のむ。


    　彼は人間の脳を機械の部品と言い切ったのだ。


    「先ほど言った幻素による治療は、その研究を行おこなう隠れ蓑みのさ。脳に疾しつ患かんのある検体は、幻素で脳を作り替えることになる。そうして造られたのが、幻素演算処理装置の候補となる幻素を知覚できる子供たちだ。大人では脳ができあがりすぎていて無理だったのだよ」


    「幻素を知覚できる子供……」


    　危あやうくシーナの名前を出しそうになって口を噤つぐむ。


    　けれど世現者は咲良の言おうとしたことを察している様子で頷うなずいた。


    「ああ、あの魔女か。マゴニア襲しゆう撃げきの件で私も彼女の存在を知ったよ。だが調査をして使えないとわかった。彼女は研究者の肉親でね。実験体にはしたくなかったのだろう──脳の治療は受けていても、演算領域の刷すり込み処置が行われていないんだ。ゆえにこれのパーツとするには不十分なのさ」


    　そう告げて世現者は足を止めた。そこは扉とびらもない今にも崩れそうな倉庫の前で、中には布で覆おおわれた巨大な物体が鎮座している。


    　咲良を囲んでいた黒ずくめの一人がそちらに向かい、ロープを切って覆いを外していった。


    　その下から現れたのは、人型をした巨大な銀色の機械。巫ふ道どう機き関かんで導入が検討されているパワードスーツにも似ているが、それよりも一回りほど大きい。自立できるか怪しいほどだ。腕には重火器らしい武装が取り付けられている。


    「武装はあくまで自衛用のものだ。これは戦闘用の兵器じゃないが、壊されては困るからね。人型をしているのは、君の脳にこれが自分の体だと認識させるためさ」


    　世現者ネビリムは咲さく良らの視線を追い、笑みを含んだ声で告げた。


    「私の……体……これが？　こんなものが……？」


    「こんなものとは失礼な。これは人類の英知の結晶。機神デウスの究極形というべきモノ。君の脳──生体コンピューターたる幻素イデア演算処理装置が接続されることで真の機能を発揮する」


    　接続──。まさか自分がこんなものに……！


    　理解できない。受け入れたくない。


    　会話で情報を得ても、状況を覆くつがえす方法は思いつかない。


    「脳の変質はあまりに繊せん細さいな処置のため、幻エ類ナの協力がなければ成功しない。今の時代、君に代わるパーツは得がたいのだ。けれど体の変質に関しては、二十五年前から格段に技術が進歩した。今では投薬と簡単な処置で肉体を改造できる。街で暴れているのは、そうして幻素を体内に取り込めるようになった者たちだ。いわば魔人の雛ひな形がただな」


    　正直「何を言っているんだ」と叫びたい。けれど世現者が続けた言葉に息を呑のむ。


    「しかし彼らではまだ幻類を凌しのぐには至らない。このままでは反乱を起こした者たちは全滅するだろう」


    「そんな……」


    　顔を蒼そう白はくにする咲良を見て、世現者はおもむろにフードを外す。


    　淡い月と星の光に照らし出されたのは、少年と老人の顔がまだらに入り混じった異い形ぎよう。


    　言葉を失った咲良に世現者は歪いびつな笑みを向け、言葉を続けた。


    「だが、君が正常に動作すれば形勢は逆転する。喜ぶといい──君は望みどおり、人間を救えるんだから」
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    　照てる日ひたちと合流して結界内に戻った湊みなとたちが見たのは、混乱の渦中にある街の姿だった。


    　南門にあたる駅ビルの周囲で争いは起こっていないが、街の東西では火の手が上がっている。


    　西門と東門から突入した者たちが、暴動を起こしているのだろう。


    「照日様、どうなさいますか？」


    　八や咫たは冷静な表情で燃える街を眺め、主あるじである照日に問いかける。


    「……湊が言ったように彼らが大した力を持っていないのなら、反乱はいずれ鎮圧されるのです。なら、それがなるべく穏おん便びんに進むよう協力するのが得策だと思います」


    　照日が述べた意見を聞き、湊は続けて口を開いた。


    「暴動の鎮圧を手伝うのなら、薙なぎ姉とミカエルにも事情を話して協力してもらったほうがいいな」


    「そうですね。ではわたくしは八咫と一緒に、まず《源コン仙ロン》の社やしろへ行くのです。湊とシーナさんは、手分けして東門と西門付近の暴動を抑えていただけますか？」


    　照日は湊の言葉に頷うなずき、指示を出す。


    「ああ、わかった」


    「うん、任せて」


    　湊とシーナが頷くのを確かめた後、照日は八咫に抱えられて空に舞い上がった。彼女たちを見送るのもそこそこに湊はシーナのほうを向く。


    「シーナは俺おれを東門まで運んだ後、西門に向かってくれるか？」


    「了解──じゃあ、乗って。ぶら下がるより、後ろに乗ってくれたほうが飛びやすい。特に結界の中は調子が出ないから」


    　そうして湊はシーナの杖つえに乗って東門を目指す。


    　確かに結界の外を飛んだときに比べ、高度は低く、速度も出ていない。だが走るよりはさすがに速く──五分程度で暴動の現場に辿たどり着いた。


    　そこは多くの店が軒のきを連ねる大通り。その先にある大きな神社が、どうやら結界の門として機能しているらしい。


    　シーナが高度を下げたところで、湊は大通りに並ぶ建物の上に飛び降りる。


    「じゃあ西は任せた！」


    「うん、頑張る」


    　ぐっと親指を立ててシーナは応じ、西のほうへと飛んでいった。


    　一人になった湊みなとはひとまず状況を正確に把握するため、暴動の現場を屋上から見渡す。


    　黒いフード付きのマントを纏まとった一団は、統率もなく好き勝手に暴れていた。直接暴力を振るっている者よりも、意味なく建造物を壊している者が目につく。恐らく彼らは手に入れた力に酔いしれているのだろう。


    　先ほど戦ったナリサキのように、自分たちの手に入れた力は仙人を凌しのぐものだと信じているに違いない。だが仙人たちが本気で鎮圧に乗り出したら、彼らはその夢から覚める。


    　ならばまずは自分が力の差を見せつけ、彼らから戦意を奪うべきだろう。


    　湊はそう考えて、大通りへと飛び降りようとするが──通りの向こうの建物から何者かが天高く跳躍したことに気づいた。


    　人間にはありえない跳躍力だが、湊はそれを可能とする人間を一人だけ知っている。脚部を覆おおう特徴的なシルエットは見間違えようもない。


    「──カイ！」


    　咲さく良らを裏切った男の名を呼び、湊は刀を抜いた。だがまだ声は届かないだろう。説得するには、この攻撃を凌がなければ──。


    「第三階かい梯てい……」


    　透明な水の刀身の周囲に水流が渦を巻く。


    　跳躍の頂点を迎えたカイは空中で姿勢を変えると、脚部装甲からの噴射によって一気に加速した。


    　流星のように落ちてくるカイに向かって、湊も水の龍りゆうを解き放つ。


    「喰くらえ──朧オボロっ！」


    　水の生成に幻素イデアを割いているので普段よりは多少威力が落ちるが、それでもカイを呑のみ込むほどの水量だ。このままカイを水で包み込み、無力化する──！


    　けれど跳び蹴げりの体勢で落下してくる彼の脚部装甲が光を放ち、激突寸前だった水流が不自然に軌道を変えた。


    「な──」


    　カイはそのまま水流の脇わきを抜けて、湊に迫る。


    　とっさに後方へ飛び退のくが、彼は脚部装甲からの噴射で軌道を調整し、直撃コースを維持した。


    「くっ！」


    　加減はできなくなってしまうが、湊は刀で応じる覚悟を決める。


    　彼の機神デウスを脚ごと斬きり落とすことも厭いとわず、湊は刀を振るった。だが刃やいばが到達する寸前で、不ふ可か視しの力りき場ばに刃が阻はばまれる。


    　押し返されるような感覚。凄すさまじい〝重さ〟が刀を介して湊に圧のしかかった。


    　跳躍することを得意としているようだったので風を操あやつる機神なのかと思っていたが……違う。この機神デウスの能力は、恐らく局所的な重力操作！


    　それを悟ると同時に、足下の屋根が重みに耐えきれず陥かん没ぼつする。亀き裂れつが建物全体に広がり、湊みなとはそのまま屋根を貫つらぬいて一階まで落下した。


    「包め──朧オボロ！」


    　水で全身を包み込み衝撃を殺すが、舞い上がった粉ふん塵じんのせいでカイを見失う。


    　とにかく視界を確保するため、湊は水の守りを解といて建物の外に飛び出した。


    　大通りで暴れまわっていた黒ずくめの者たちが、驚いた様子で湊を見る。だが湊は彼らには構わず、今出てきた建物の屋上に目をやった。


    　すると建物の縁にカイが姿を現し、冷たい眼まな差ざしで湊を見下ろす。


    「お前の相手は、オレがする」


    　強い口く調ちようで彼は告げると、脚部の機神が低い駆く動どう音おんを響かせ始めた。機器の隙すき間まから光が洩もれ、幻素イデアの気配も増す。何か大技を繰り出すつもりなのだろう。


    　けれどそれを制するように湊は叫ぶ。


    「やめろ！　火事を起こしたのは黒ずくめの奴やつらだ！　仙人じゃない！　ナリサキが白状したんだ！」


    　周囲の者たちにも聞こえるように大声で告げると、黒ずくめのうちの何人かが明らかに動揺を見せた。彼らは黒ずくめの仲間になった街の住民なのだろう。


    　しかし、カイは表情を変えない。


    「そうか──」


    　平へい坦たんな声で、どうでもよさそうに彼は言う。


    「な……まだ奴らの側に立って戦うつもりなのか？」


    「ああ、オレは傭よう兵へいだからな」


    「──理解できない。仲間が死んで悲しんでいたお前が……どうして仇かたきの味方をするんだ？」


    　湊が絞り出すように問いかけると、カイは微かすかに眉を動かした。


    「ああ、悲しんでいたさ。だが、曜よう子こたちがどこにもいないんだと受け入れた途端……オレは昔の自分に戻っていた。傭兵っていうのはな、銃やナイフと同じ──人を殺すための兵器──機械みたいなものなのさ。まともな感情なんか、とうに擦り切れている。だから命令や契約、理屈でしか動けない」


    　冷え切った声で言う彼は、以前とはまるで別人だった。


    「仇に怒りを向ける──復ふく讐しゆうする──それがきっと正しい感情なんだろう。だが、今のオレには分からないんだ。曜子たちと一緒にいた時は分かっていた気がするのに……取り戻せたはずなのに……もう、何も分からない」


    　彼は本当に第四特区支部の仲間たちを大切にしていたのだろう。だからこそ、彼らを失くせば傭兵に戻るしかなかった。恐らくそれ以外に自己を保つ選択肢がなかったに違いない。


    「カイ──咲さく良らはどこだ」


    　湊みなとは刀を一度鞘さやに納め、静かに問いかける。


    　これは決して戦闘放棄の意思表示ではない。彼の一撃に応じるための〝構え〟だ。


    「知らん。黒ずくめのリーダーに引き渡して、それきりさ」


    「咲良は、お前の仲間たちと同じ理想を持っていた。咲良は……必死に皆を止めようとしたはずだ。その言葉は届かなかったのか？」


    　湊はやりきれない感情を抱えながら、鞘に納めた水の刃やいばに霊気を強く練り込み、カイに疑問をぶつけた。


    「──無視できない程度には届いていたさ。だからこそ皆の元へ連れていった。だが、雇い主に必要だと言われたら引き渡すしかない。それが傭よう兵へいってやつだ」


    「必要だと言われた……？」


    　それは想定外の返答。咲良が拘こう束そくされたのは、巫ふ道どう機き関かんの人間として暴動を止めようとしたからだと思っていた。けれど今の話が本当なら、黒ずくめたちにとって咲良には何らかの利用価値があることになる。


    「ああ……元々捕まえるつもりでいたらしい。だからオレが連れてきたのを見て喜んでいたよ。この仕事が終われば、褒ほう賞しようはかなり期待できそうだな」


    　傭兵としての下げ卑びた笑いを見せ、彼は脚部装甲型の機神デウスの出力をさらに上げた。


    　駆く動どう音おんが高く響き渡り、重力変動による影響か──彼の周辺の小石が宙に浮きあがる。


    「──ふざけるな」


    　彼の言葉で、胸に蟠わだかまっていた同情や憐れん憫びんは吹き飛んだ。


    　怒りを露あらわにした湊を見て、カイは満足そうに口の端はを歪ゆがめる。


    「いい顔だ。ついぞ忘れていたが──オレは本気の幻エ類ナと殺し合いをするのが、大好きだったのさ。命いのち懸がけで戦う一瞬だけがオレのすべて……なのにずいぶんと甘い夢を見ていたもんだ！」


    　自じ虐ぎやく的に叫び、彼は殺気を迸ほとばしらせる。


    　──きっとまだ引き返せる。生きていれば新しい何かを見つけられる。


    　咲良ならそう言うかもしれない。けれど──。


    「死にたいのなら、かかってこい」


    　湊は鋭するどく告げ、腰を深く落として構える。湊の殺気を浴びたカイは、自じ嘲ちよう気味に笑った。


    「……よくわ.かってるじゃないか」


    　カイはそう呟つぶやくと、屋上の縁を蹴けって跳躍する。


    「機神〝天翼の馬蹄フアルシオン〟──臨界機動オーバーリミツト！」


    　唸うなりを上げる脚部装甲の足先が湊のほうを向いた瞬間、体が急に重くなった。アスファルトの路面がびしりとひび割れ、傾かしいでいた道端の標識がさらに捻ねじ曲がる。


    　恐らく重力場で湊の動きを鈍にぶらせ、そこに最大威力の一撃を叩たたき込むつもりなのだろう。


    　脚部装甲の隙すき間まから溢あふれた光はカイの全身を包み込み、彼は一条の閃せん光こうとなって湊みなとに迫った。


    　湊は重圧に抗あらがうため、全身に霊気を纏まとわせて身体能力を補強し、さらに幻素イデアを練りこんだ刀を抜き放つ。


    「第四階かい梯てい──汛ジン」


    　──一いつ閃せん。


    　強く踏み込んだ足は路面を陥かん没ぼつさせ、重力場そのものを切り裂くように刃やいばを振るう。


    　カイはまだ刀の間合いにはない。だが刀身に収束させていた膨ぼう大だいな水は、飛ひ翔しようする斬ざん撃げきとなって落下するカイと激突する。


    　衝撃音は響かなかった。あまりに鋭するどく、速く、薄い一撃は、誰の目にも止まらず無音で擦すり抜ける。残されるのは、切断という結果のみ。


    　回転する金属の塊かたまり──。


    　それは装甲に覆おおわれたカイの右脚。切り離された機神デウスの一部。


    　驚きよう愕がくの表情を浮かべた彼は空中でバランスを崩し、湊の数メートル横に墜つい落らくした。


    　ドンッと地面が揺れ、アスファルトの破片と砂煙が舞い上がる。


    　湊はゆっくりと刀を鞘さやに納め、クレーターの中央で横たわるカイに視線を向けた。


    「ぐ……」


    　残った片脚で辛かろうじて衝撃は和らげたのか、まだ意識はあるようだ。切り離された右脚の断面からはバチバチと火花が散っている。流れ出ているのは黒いオイルだけで赤い血液は見られない。
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    　機神デウスが本格起動したときから何となく違和感を持っていた。装甲部があれだけのエネルギーを放てば内側の脚も無事ですむはずがないと。ゆえに彼の脚部装甲は義足を兼ねたものではないかと考えたのだ。


    　湊みなととカイの戦闘を見ていた黒ずくめたちは、驚きに立ち竦すくんでいる。機神を持つ彼の実力は誰もが知っていたはずだ。力に舞い上がっていた彼らも、湊が容易たやすく勝てる相手でないことを悟り、少し冷静になったのかもしれない。


    　そして仙人側の反撃も始まっていた。暴れまわっていた者たちが次々と仙人たちの術で拘こう束そくされていく。霧や煙で攪かく乱らんされている間に、自在に動く布が彼らを縛り上げた。単純な腕力ではどうにもならない状況の前に、黒ずくめたちは守勢に回らざるをえない。


    「どうして……殺さなかった」


    　カイは仰あお向むけで空を仰ぎながら、濁にごった声で問いかけてきた。


    「お前を殺せば、外周区の人間は逆上して手がつけられなくなるかもしれない。それに何より、咲さく良らに謝らせることができなくなる。このままお前の望みどおりに死なせてやるほど、俺おれは優しくないんだよ」


    　湊が苦々しい表情で答える。


    　死にたいのならかかってこいと湊が言った後、彼は「よくわかっているじゃないか」と返した。それを聞いて彼の本当の望みが〝死〟であることを確信したのだ。


    「傭よう兵へいとして戦いに参加したのは、死ぬためだったんだろう？」


    　湊の問いを受け、カイは小さく肩を揺らす。


    「ふ、ふふ……違うな……本気で死にたいなんて思える人間はいない。生きるしかないから俺は傭兵に戻ったのさ。そんな無様な自分を……殺してやりたいとは思ったがな」


    　カイにあったのは自殺願望ではなく、自身への殺意だった。大切な人の後を追えない自分が、何より許せなかったのだろう。


    「それにしても……あんたは……本気で芦あし原はら咲良のために怒っていたんだな。そんな幻エ類ナがいるとは思わなかったよ。全く……本気の殺し合いをしたかったんだが……挑いどむ相手を間違えた。ナタク辺りを狙ねらえばよかったか……」


    「ナタクでもきっと結果は同じだ。あの火事の現場では、人間のために必死になっている仙人たちがいた。ナタクはその指揮をしていたんだ。お前も、外周区の住民も、きちんと彼らのことを見るべきだった」


    「そう、か……ナタクが……あいつはもっと冷血漢だと思ってたよ。けど……見たところで何も変わらないさ。人間は皆小さな世界で、見たいものだけを見て生きている生き物だ。高みから見下ろすお前たちには理解できないだろうが……」


    　強い皮肉を込めてカイは言うが、湊みなとは静かに首を横に振る。


    「わかるさ。俺だって自分の周りしか見えていない」


    　その言葉を聞いたカイは、しばらく沈黙し──やがて小さな声で言う。


    「だったら……オレたちはお互いにバカなことを繰り返して、すれ違い続けるんだろう。今みたいに……」


    「すれ違うのは避けられなくても、そこから少しずつ歩み寄ればいい。咲さく良らや《陽皇アマテラス》はきっと、そんなふうに考えている」


    　湊の言葉にカイは少し目を見開く。


    「幻エ類ナが曜よう子こと同じことを言うなんてな……お前たちならひょっとするとこの特区を変えられたのかもしれない。もう……手遅れだが」


    　どこか諦あきらめたように呟つぶやくカイを見て、湊は嫌な予感を抱いだいた。


    「どういう意味だ？」


    「──この反乱はこれで終わりじゃない。ここで終わらせないために芦あし原はら咲良が必要なのだと、黒ずくめの長おさは言っていた」


    　ズゥゥゥゥゥン──。


    　そのとき微かすかな地響きが耳に届き、足下が揺れる。


    「何だ──？」


    　周囲を見回すが音の発生源はわからない。そして強い風が吹いた。その風が吹きすぎた後、湊はがらりと空気が入れ替わってしまったような感覚を抱く。


    　周囲に満ちていた《源コン仙ロン》の気配が酷ひどく薄い。周囲の幻素イデアが支配されている抵抗感も消えていた。


    　何が起きたかを確かめるために、湊は生成した水を推すい力りよくとして建物の屋上まで跳躍した。


    　するとすぐに異変の源は目に留まる。赤く染まる街の西──暴動が起きているもう一方の門の近くに、遠くからでも視認できる大きな影が屹きつ立りつしていた。


    　けれど驚きはそれに留とどまらない。仙人たちの術で拘こう束そくされていた者たちが次々と縛いましめを力ずくで引きちぎって脱出を始める。


    　術の技ぎ巧こうで優位に立っていた仙人たちは、力任せに術を突破してきた暴徒たちになぎ倒され、形勢はあっけなく逆転した。


    「これは──！」


    　周囲の幻素が黒ずくめたちへと流れ込んでいくのがわかる。彼らの力が増したのはそのためだろう。だがその原因は何なのか。


    　最も有力な候補は、彼方かなたに見えるあの巨人。咲良がこの状況に関わっているとすれば、彼女も巨人の近くにいるかもしれない。


    　──咲良。


    　湊みなとは倒れ伏すカイを一いち瞥べつした後、屋根伝いに駆かけ出した。


    



    　　　　　　　２


    



    　第四柱央神殿と呼ばれる神祖オリジンの社やしろ──その奥にある花咲く聖域でまどろんでいた《源コン仙ロン》は瞼まぶたを開く。


    「儂わしの庭で好きに遊んでおればよいものを……庭そのものを奪いに来るとは」


    　彼女が寝具代わりにしていた白い巨犬は、主あるじの気配が変わったことに気づいてピクリと耳を立てた。


    「これはナタクらではどうにもならぬな。《陽皇アマテラス》の一派に任せてもよいが──いや、龍りゆうを喰くわれてはますます手がつけられなくなるか──」


    　面倒そうに呟つぶやいた《源仙》は立ち上がり、星が瞬またたく特区の夜空を見上げる。


    「供ともをせよ、コウテン」


    　短く告げて歩き出すと巨犬は静かに《源仙》の隣についた。


    



    



    　西門の役目を果たしていた寺院を踏みつぶし、結界内に侵入してきた巨大な影をシーナは間近に見た。


    　それは銀色の外装に覆おおわれた鋼はがねの巨人。周囲には低い建物が多いため、腰から上は何にも[image: ]さえぎられず、その姿は遠くからでも判別できるだろう。


    　だがシーナはその大きさよりも、装甲の表面に浮かび上がる奇妙な図形に目を奪われる。


    「……魔法陣？　ならあれは……神しん代だいの魔導具……？　でも……」


    　混乱するのには理由があった。


    　まず幻素イデアが薄い現代では、普通の魔術はもう発動しない。シーナは幻素を知覚し、干かん渉しようできる特別な才能があるため、微量な幻素を収束させて魔術を用いることができるのだ。


    　古い時代には魔術で動作する道具──魔導具というものがあったらしいが、それも当然ながら現代ではガラクタ同然の代しろ物ものと化している。


    　加えてあの巨人は、明らかに現代科学による機械のように見えた。頭部にはモノアイのセンサーがあり、腕部には重火器と思われる武装が装備されている。


    　杖つえに乗って飛ひ翔しようし、一いつ旦たん巨人から距離を取ったシーナは、電信柱の上に降り立って状況の確認に努めた。


    　巨人の出現以降、どういうわけか黒ずくめたちは力を増し、仙人たちを圧倒している。


    「……《源仙》の結界が侵食されて、幻素が人間のほうに流れ込んでる」


    　幻素の流れを読み取ったシーナは、驚きよう愕がくに息を呑のんだ。


    　神祖オリジンの結界に干かん渉しようするなど、信じられない。シーナの使う魔術は神しん代だいの技術を用いたものだが、結界内では制御は危あやうくなり、発動も集中を必要とした。それほどまでに神祖の力は大きく、人の魔術で打ち勝てるものではない。


    「──今世の魔術師よ。君には私たちが成し遂げた偉業が理解できるようだね」


    　突然背後から聞こえてきた声に驚き振り向く。いつの間にか電信柱と同じ高さにある建物の屋根に、黒ずくめの姿があった。


    「パーツとしては使えないが、君はとても優秀だ。できれば同志として迎え入れたいぐらいだよ」


    　暴れている者たちに比べてとても小柄で、子供かとも思ったが──性別の判別が難しい中世的な声には長い年を経へた老ろう獪かいさが滲にじみ出ている。


    「あなたは……何？」


    　シーナは杖つえを構えながら問いかけた。


    　黒ずくめには見えないよう背中に回した手で魔法陣を構築する。さらにいざとなれば杖の宝玉に保存している魔法陣を即時起動することもできた。何を仕掛けてこようとも対応できる自信はある。


    「私は、かつて魔術師であった者だ。今は世現者ネビリムの一人として〝覆いを外す者たちアポカリプス〟を率ひきいている。どうだい、私と共に来ないかい？」


    「〝覆いを外す者たち〟の幹部なら……ボクの敵」


    　即答したシーナは魔術を発動させようとするが、世現者はそれを制するように言葉を続けた。


    「土系統の拘こう束そく魔術だね。残念ながらそれは私に届かない」


    「っ……」


    　世現者の死角で描えがいていたはずの魔法陣の記述を読み取られ、シーナは息を呑のんだ。


    「驚くことはない、今世の魔術師。幻素イデアの流れと気配を読み取れば、これぐらいの芸当は容易たやすい」


    「そう──」


    　シーナは描いていた魔術を破棄し、今度は堂々と正面で新たな魔法陣を描き始める。


    　その様子を見て、世現者は嬉うれしそうに肩を揺らした。


    「まずは過去の同類たる魔術師を相手に、私の力を測るとしよう。魔人から神人へと至る過程を、存分に堪たん能のうするために──」


    



    



    「まったく次から次へと……キリがないねぇ！」


    　草くさ薙なぎは苛いら立だたし気に声を上げ、剣の腹で襲おそいかかってきた黒ずくめたちを薙なぎ払う。


    「草薙、人間を殺してはいけないのですよ」


    「──それはわかってるさ。けど、照てる日ひ様。こいつら本当に人間かい？」


    　照日からの注意に草くさ薙なぎは眉まゆを寄せる。


    「明らかにおかしいわよ。手加減しているとは言え、わたしの矢を受けて起き上がってくるなんて……」


    　ミカエルも弓に風の矢を番つがえながら、困惑の混じる声をこぼした。


    「っ……防壁も気を抜くと突破されそうですわ。これ以上数が増えると、押し切られますわよ」


    　周囲に光の防壁を展開していた八や咫たは、受け止めた一撃の重さに顔をしかめる。


    　照日は草薙、八咫、ミカエルと共に、《源コン仙ロン》の社やしろの前で足止めを食らっていた。


    　中へ入れないのではない。外へ出ることができないのだ。社には怒ど濤とうのように黒ずくめたちがやってきて正門の突破を試みている。


    　照日と八咫が着いてすぐは、守衛を務めていた仙人によって十分に彼らを無力化することができていた。だが大きな震動が響き、西に巨人の影が現れた途端、黒ずくめたちの戦闘能力が飛躍的に向上したのだ。


    　急な変化に不意をつかれて守衛たちは倒され、ちょうど社を出ようとしていた照日たちは防衛に協力せざるをえなくなってしまった。


    　黒ずくめの戦闘能力は仙人たちの大半を上回っており、対応できるのは力ある者たちに限られてしまっている。照日たちと共に社の門前で戦い続けているのは、ナタクを筆頭とする上位の仙人たちだけ。


    　殺さないように加減した攻撃では黒ずくめたちはすぐに起き上がり、数の増加に歯止めがかからない。しかも彼らの力は時間と共に増し続けているようだった。八咫の言うとおり、このままではすぐに限界が来るだろう。


    　かと言って彼らを殺すという選択肢は、照日の中になかった。


    「照日様、こいつらがただの人間じゃないなら言こと霊だまで何とかできないかい？」


    　草薙は敵の攻撃を捌さばきつつ、照日に問いかける。幻素イデアに直接干かん渉しようする照日の言霊は、体内に幻素を留とどめる器官のない人間には無力だ。しかし黒ずくめたちは明らかに周囲から幻素を取り込んで力を増しているように見える。


    「──わかったのです。やってみます」


    　以前は主人格である《陽皇アマテラス》を頼らなければ、言霊の力を振るうことはできなかった。しかし今は少しずつ自分でも能力を用いることが可能になっている。


    　だからきっとできるはずだと、照日は意識を集中し──神しん気きを乗せた言の葉を紡つむいだ。


    「止まれ」


    　彼女の声は空気を震わせ、黒ずくめたちを包み込む。


    　だが一人として彼らの足は鈍にぶらない。フードで覆おおい隠した顔から怒りと怨えん嗟さの声を上げて襲おそいかかってくる者たちを、草薙たちが何とか押し返した。


    「そんな……」


    　照てる日ひは失敗してしまったのかと焦あせるが、八や咫たは首を横に振る。


    「今のは間違いなく、力ある言葉でしたわ。それが届かなかったということは、彼らは体内に幻素イデアを留めていないということでしょう。取り込んだ幻素は即座に消費されていると考えるべきですわね」


    　その推測を耳にして、ミカエルは表情を強こわ張ばらせた。


    「つまり彼らは異様な力を手に入れてはいても……本質的には人間のままだってこと？」


    「ええ、けれど戦いようはありますわ。この結界内には、《源コン仙ロン》の幻素が満ちています。神しん代だいに近い濃度とさえ言えるかもしれません。そしてその時代──《陽皇アマテラス》様は万能で無敵の存在でした」


    　八咫の言葉に照日はきょとんと首を傾かしげる。


    「万能……なのですか？」


    「そう──何しろ幻素が満ちた世界を、言ことの葉はで思うがままに操あやつることができたのですから」


    　重々しく八咫は告げると、照日をじっと見つめた。次第に照日の表情に理解の色が浮かび、彼女はこくんと深く頷うなずく。


    　そして再び押し寄せる黒ずくめたちを見み据すえた。だが一人一人に焦しよう点てんは合わせない。彼らのいる空間そのものに──幻素の満ちる空気へと照日は己おのが命めいを告げる。


    「圧しかかれ」


    　その瞬間、黒ずくめたちが一斉に地面へ倒れ伏した。それはまるで絶対なる皇おうの言葉にすべての者が傅かしずいたかのような光景。


    　彼らはもがくが、身を起こすことすらできない。凄すさまじい力で彼らを地面に押さえつけているのは、幻素への干かん渉しようで重さを増した空気だ。


    　向上した彼らの身体能力であっても、縛いましめからは抜け出せずにいる。


    「ふぅ、さすがは照日様だねぇ」


    　ようやく休憩できるという様子で草くさ薙なぎがため息をついた。


    「お見事ですわ、照日様。これなら彼らを傷つけずに──」


    　続けて八咫も労ねぎらいの言葉を口にしようとするが、途中で視線を上に向ける。


    「どうしたのよ？」


    　不思議そうに問いかけてミカエルと八咫の視線が合うが──その表情が強こわ張ばった。


    　照日は見ずとも彼らの視線の先に何があるのかを理解する。


    　第四特区の結界を満たす神しん気き──その源みなもとが移動し、上空にあるのを感じていた。


    　照日は顔を上げ、彼女と視線を合わせる。


    　白い巨犬の背に乗って宙に浮かんでいた《源仙》は、それを待っていた様子で口を開いた。


    「《陽皇》よ、力添え感謝するでありんす。儂わしは事の元げん凶きようを片付けてこよう」


    　返事も聞かずに一方的に告げた彼女は、西のほうへと飛び去っていく。その先にあるのは大きな人型の影。


    「特区内のことに干かん渉しようしないと言っていた《源コン仙ロン》が自みずから動くのなら、これはそれだけ危あやうい事態なのですわね」


    　八や咫たは不安げな表情で呟つぶやき、草くさ薙なぎも同意する。


    「まあこれ以上放置すりゃ、上位の仙人たちも危うくなるだろうからね。そうなれば手加減する余裕はなくなって、本格的な殺し合いが始まっちまう。その前に何とかしたいんだろ」


    　しかしミカエルは草薙の見解に異論を持ったらしく、眉まゆを寄せて首を横に振った。


    「いいえ──《源仙》はそんなことじゃ動かない。彼女は誰が眷けん属ぞくになろうと受け入れ、誰が死のうと関知しないわ。今日きようわたしは彼女と長く話す機会があったから、確信をもって言える。彼女が動くのは、特区のルールに干渉されたときだけよ」


    　すると草薙は何かを思い出した様子で苦笑を浮かべる。


    「ああ……そういや、ミカエルは昼食の場で特区の決まり事にケチをつけて、《源仙》の不興を買ってたね」


    「そうなのですか？」


    　照てる日ひが興味を引かれた様子で問いかけると、ミカエルはばつが悪そうに頬ほおを掻かく。


    「あ、その、少し余計なことを言ってしまいまして……。だから今起きているのは、第四特区の枠組みを揺るがすような何か。正直に言うとこれ以上巻き込まれる前に退避するべきだと思います」


    「退避ですか……でも……」


    　照日は後ろを振り返り、倒れ伏している守衛たちを眺めた。


    　ここから離れれば、黒ずくめたちは自由を取り戻して、仙人たちを殺してしまうかもしれない。それに攫さらわれて行方ゆくえがわからない友人もいる。照日はもう十分に巻き込まれ、身動きができない状態にあった。


    　けれど逡しゆん巡じゆんする照日に、草薙は軽い口く調ちようで言う。


    「──わかってるさ。照日様は照日様の好きにしたらいい。あたしはどんな無茶な理想を掲かかげられようとそこまでの道を切り開く。それが照日様の剣であるあたしの役割だ。ミカエルは逃げたきゃ逃げな」


    　草薙の言葉にミカエルは顔をしかめ、大きく翼つばさを広げる。


    「そんな不義理はしないわよ。けど、《天元エール》様の血族として、わたしは何が起こっているかを確かめる必要があるわ。だから少し行ってくるから」


    「あいよ。湊みなとのことは任せたよ」


    「──わかったわ」


    　ミカエルは真ま面じ目めな顔で頷うなずき、空に舞い上がった。遠くなる白い翼を見上げ、照日は心配そうに呟つぶやく。


    「咲さく良らは……無事でしょうか」


    



    　　　　　　　３


    



    　芦あし原はら咲良は、燃え盛る街を見下ろしていた。


    　それは遠い昔にも見た気がする地獄の具現。叫びも、祈りも、命も、すべてを呑のみ込んで灰にしてしまう赤い災さい厄やく。


    　巨大な〝自分〟は死にゆく小さな者たちを眺めながら、脆もろい街を踏みつぶしていく。


    　止まれと願っても、体は言うことを聞いてくれない。


    　意識さえも次第にあやふやになり、自分がどこにいるのか、何をしているのかすらわからなくなりそうだった。


    　今、自分は巨大な人型の機神デウスに乗せられている。操縦者としてではなく、パーツとして組み込まれている。


    　世現者ネビリムは自分の脳が必要なのだと言っていた。意識が朦もう朧ろうとしているのは、脳機能の大半を機械に使われているからかもしれない。


    　そして感じる。この体が《源コン仙ロン》の神しん気きを取り込み、結界を侵食し、何か別のモノへと作り変えていることを。その何かは、恐らく新たなシステムだ。取り込んだ幻素イデアが黒ずくめたちに流れ込み、逆に仙人たちの幻素への干かん渉しようを拒んでいる。


    　それは頭の中で勝手に行おこなわれていて、そのプロセスに割り込むことはできない。巨体の中央にあるチューブに閉じ込められている私にできるのは、流れ込んでくる視覚情報を眺めることだけ。


    　今の咲良は、巨大なこの体を自分だと認識しているのに、行動の自由は奪われている。


    　力を得た人間たちが仙人たちを蹂じゆう躙りんしていくのを見ているしかない。こんなやり方は間違っていると思っても、制止の声は上げられない。


    　仙人たちは異変の原因が鋼はがねの巨人にあると考えたらしく、遠巻きに周囲を取り囲んだ。そして各おの々おのが炎や雷といった攻撃を放つ。


    　っ──!?


    　自分に向かってくる攻撃を見て、咲良は反射的に視覚情報を[image: ]断した。けれど何の衝撃も感じない。恐る恐る視覚情報の回路を復帰させるが、全方位からの攻撃はまだ続いている。


    　しかしどの攻撃もその巨人の装甲までは届いていなかった。


    　巨体を包み込むように展開された球形の魔法陣が、すべての攻撃をシャットアウトしている。そのことに安あん堵どを覚えるが、自分の体が腕を動かしたことに気づき、悪お寒かんを覚えた。


    　腕に装備されているのは、明らかに敵を傷つけるための兵器。三連装の砲ほう塔とう。


    　──逃げてっ！


    　その声が聞こえたはずはないが、仙人たちも危険を感じたのか回避行動を取る。


    　全身の装甲に刻まれた魔法陣が強く輝かがやき、砲ほう塔とうから閃せん光こうが放たれた。直撃こそしなかったものの、仙人たちは衝撃波で彼方かなたまで吹き飛ばされる。


    　どうか無事でいてくれと、咲さく良らは強く祈った。


    　邪魔者を排除した巨人は、再び悠然と歩き出す。方角からすると《源コン仙ロン》の社やしろへと向かっているようだ。もうその歩みを止められる者はいないように思われたが、その予想に反して巨人はすぐに立ち止まった。


    　流れ込んできた視覚情報によって、咲良はその理由を知る。


    　──《源仙》様。


    　白い犬に乗った《源仙》が、空から巨人を見下ろしていた。彼女はまだ空中だというのに、ひょいと犬の背から降りる。だが彼女の体は落下せず、そのまま空に在あり続けた。


    　浮いているというよりは、まるで見えない足場に立っているようだ。それほどまでに彼女は揺らぐことなく、空を踏みしめている。


    「人は面白い玩おも具ちやを作ったものでありんす。このまま結界の基点に侵攻し、《断界の聖域シヤンバラ》を完全に乗っ取るつもりなのかのう」


    　低く冷たい声こわ音ねで《源仙》は呟つぶやいた。彼女が向ける負の感情を前にして、咲良の心は竦すくむ。どうやら《源仙》は強い怒りを覚えているらしい。


    「儂わしは場であり法であり国であり環境であり世界でありんす。ただそこに在り、善も悪も許容する揺るぎなき者。しかし……世の理ことわりに触れようとする者にだけは、容よう赦しやせん。それは善でも悪でもない──ただの毒だからの」


    　彼女はそう告げると黒と白の二枚の扇おうぎを広げ、悠然と空を歩き出す。やはり彼女の足下に透明の道があるような光景だ。


    　そんな《源仙》に巨人は腕を翳かざし、破壊的な光を放つ砲塔を向けた。けれど彼女は怯おびえることなく、余裕のある笑みを浮かべる。


    　放たれた光弾は彼女に直撃し、大きな爆発を引き起こした。けれど爆煙が風に流されると、そこには無傷の《源仙》が立っている。


    　体どころか、薄手の羽は衣ごろもにすら汚れひとつついていない。彼女は凍こおるような微笑を浮かべ、歩みを再開した。


    　巨人はさらに砲塔から攻撃を行おこなうが、何度直撃しても《源仙》の歩調は乱れず、全く傷つけることができない。


    　巨人はついにその大きな金属の腕で直接《源仙》に殴りかかるが、拳こぶしは彼女が無む造ぞう作さに翳した扇で受け止められた。


    　そのときの感触が、内側にいる咲良にも少しだけ伝わる。


    　まるで途方もなく大きな壁を殴りつけたような感じだった。サイズが違いすぎて揺らすことすらできず、硬すぎて小さな傷も刻めない感覚だ。


    「儂わしは大陸で最も古き山神。山とはただそこに在り、決して動くことはないもの。どのような力も儂を揺るがすことはできん」


    　悠々と宙を歩いて巨人を包む球形の魔法陣の前まで来た《源コン仙ロン》は、軽く扇で払う。


    　バリン──。


    　ガラスの割れるような音と共に魔法陣は崩ほう壊かいし、巨人の守りは容易たやすく失われた。


    「そして儂は不変であるがゆえに、干かん渉しようしたものへ一方的に変化を押し付ける。どのように強固な守りも儂にとっては脆もろい砂壁同然でありんす」


    　まっすぐに〝咲さく良ら〟を見て、《源仙》は告げる。巨人の核がある場所を、彼女は正確に見抜いているようだ。


    「不動不変たる儂の力は、主ぬしを簡単に破壊するだろう。このまま毒をまき散らし続ければ、主は死ぬぞ」


    　彼女の言葉は独り言ではない。咲良への警告だった。


    　──けれど私にこの巨人を止める術すべはない。死にたくはないけれど、この事態の原因になった私にそんなわがままは言えない。人間と幻エ類ナが傷つけ合うのを止めるためならば、彼女による鉄てつ槌ついを受け入れよう。


    　咲良は覚悟を決め、宙を歩いてくる《源仙》を待つ。


    　恐らく彼女は空気を〝不動〟の足場にしているのだろう。


    　装甲を纏まとう鋼はがねの巨人は、接近する彼女に攻撃を続けた。けれど凄すさまじい爆発を引き起こす砲ほう弾だんも、大きな質量の打撃も、彼女に〝変化〟を与えることはできない。


    　まず、拳こぶしを掴つかまれて右腕が引きちぎられた。続けて左腕も同じ運命を辿たどる。


    《源仙》が投げた黒と白の扇おうぎは回転しながら両足の関節部を貫かん通つうし、巨人はバランスを崩して仰あお向むけで大通りに倒れた。


    　初めて内側にいる咲良にも衝撃が伝わり、視覚情報が乱れてノイズが走る。


    　そして仰ぎ見る星空から、最古の山神がゆっくりと降りてきた。


    　──壊してください、《源仙》様。


    　最後の一撃が、自分のいる場所に打ち込まれる確信を抱いだき、咲良は心を静めてそのときを待つ。


    　だがそうして心を無にした影響か、部品として使われている自分の脳が処理している情報を、咲良は部分的に垣かい間ま見る。


    　本来のプロセスを逆行して、体から脳に下される命令。咲良の意識はそれを傍ぼう受じゆし、機械的な信号を音声として変換・認識する。


    　──幻素イデア波長、構築因子、起源核……分析完了。──侵食を開始。


    　ぞくりと悪お寒かんが走った。自分の脳が何を演算していたかに気づき、咲さく良らは心の中で叫んだ。


    　──逃げてください！　狙ねらわれているのは第四特区の結界じゃなくて、あなた自身……！


    　しかし既に遅かった。


    《源コン仙ロン》が手元に戻ってきた扇で咲良が格納されている巨人の中心部を破壊しようとしたとき、彼女の足下にまばゆい魔法陣が輝かがやいた──。


    



    　　　　　　　４


    



    　結界の西門付近に到着したとき、湊みなとは《源仙》にあっけなく破壊されていく金属製の巨人を目にした。


    　さすがは大陸の覇者たる神祖オリジン。彼女が直々に動いたのならば、事態の収束は時間の問題だろう。


    　そのとき、よく知る少女の悲鳴が聞こえた。振り向いた湊は、一つ向こうの通りから宙に舞い上がるシーナの姿を捉とらえる。


    　彼女は杖つえを手にしておらず、頭から地上へと落下していく。


    「シーナ！」


    　水を後方に放って急加速し、彼女が地面に激突する寸前でその体を受け止めた。


    　だがそれで安あん堵どする余裕は与えられない。濃い幻素イデアの気配を感じて空を仰あおぐと、落下してきたシーナの軌き道どうをなぞるようにして、異様な風ふう体ていの男が迫っている。


    　体は小柄で、暴徒たちと同じ黒いローブを纏まとっており、子供と老人の顔をちぐはぐに張り付けたかのような実年齢の読み取れない顔をしていた。さらに彼の周囲にはいくつもの炎が矢のような形となって浮かび、こちらを狙ねらっている。


    「阻はばめ！」


    　とっさに防壁を展開した直後、放たれた炎の矢が激突し、水壁は白い水蒸気となって爆発した。


    　その水蒸気で視界が悪くなっている間に、湊はシーナを抱えて男の着地予想地点から距離を取る。


    「う……」


    　シーナが腕の中で呻うめき、うっすらと目を開けた。


    「シーナ、大丈夫か？」


    　大きな怪け我がはしていないかと湊が心配すると、シーナは小さく笑みを浮かべる。


    「……うん、平気。それより……気をつけて。あいつは世現者ネビリムっていう、〝覆いを外す者たちアポカリプス〟の幹部。ほかの黒ずくめと違って……魔術を使う」


    「魔術を？」


    　彼女は真ま面じ目めな顔で頷うなずいて、自分の言葉を補足した。


    「魔術って言っても、ボクが使うのとは違う。魔法陣も必要としない、幻エ類ナの能力にとても近いモノ。ボクじゃ……攻撃速度で敵かなわない。しかもどんどん力を増して、一撃の威力が上がってる」


    　悔くやしそうにシーナは言い、湊みなとの服をぎゅっと握る。


    「でもきっと……まだ、あなたなら勝てる。正面から押し切れる。ボクが相手の位置を探るから、あなたは思いっきりそこに撃ち込んで」


    　水蒸気で白く煙けむる景色に目をやりながら、シーナは強い口く調ちようで告げた。先ほど感じた幻素イデアの気配は消えている。あれはあの男──世現者ネビリム自身が発していたのではなく、魔術に用いられた幻素の気配だったのだろう。


    　シーナは素早く空中に魔法陣を構築していく。


    　──戸惑っている暇ひまはなさそうだ。


    　湊は体内の幻素を練りこんで、強力な一撃を放つ準備に移った。


    「第六階かい梯てい──瀑アバラ」


    　生成した膨ぼう大だいな水を眼前に集め、渦巻く水流を球形に圧縮する。


    「波探ヴアーグ」


    　シーナが探知魔術を発動させると、魔法陣から光の波が広がり、空間を渡っていった。


    　張りつめた沈黙と殺気に満ちた静けさの中、湊は攻撃の機を待つ。


    　目を閉じて集中した後、シーナは瞼まぶたを開けた。


    「──見つけた」


    　魔法陣から広がっていた波紋が集束し、水蒸気の中に光の点が浮かび上がる。


    「あの光を狙ねらって！」


    　湊はそちらへ向き直り、攻撃の意思を水へ伝える。


    「喰くらえっ!!」


    　牙きばを剥むいた獰どう猛もうな水すい龍りゆうが空を奔はしる。


    　龍は水蒸気の壁を食い破り、飲み干し、さらに巨大化した。


    　そしてクリアになった視界の中に輝かがやく赤い光──。


    　龍が向かう先に立つ世現者の周囲は、炎の矢が浮かんでいる。


    　だが、遅い。放つ猶ゆう予よも与えない。


    　シーナの探知魔術で一歩先んじた湊の水龍は、魔術が放たれる前にその大きな顎あぎとで世現者を呑のみ込む。


    　赤い炎は掻かき消え、圧倒的な暴流が背後の建物ごと押し流す。


    　水龍はそのままいくつもの建物を突き破り、数十メートル先まで敵を吹き飛ばした。


    「ふぅ……」


    　大きな消しよう耗もうを感じながら、湊みなとは深く深呼吸をする。


    　思いっきりと言われたので加減はしなかったが、さすがにやりすぎたかもしれない。


    　ガラ──。


    　だが息を整える間もなく、瓦が礫れきが崩れる音が耳に届く。


    　瓦礫を押しのけ、粉ふん塵じんの中から浮かび上がってくるのは黒衣の世現者ネビリム。


    　湊は敵を甘く見ていたことを悟る。今の一撃を耐えたのならば、並の幻エ類ナ以上の力を持っていると見なさなければならない。それでもダメージは与えられていたらしく、土煙を抜けた世現者の姿は変わり果てていた。


    　黒いローブは破れ、棒のように細い手足が覗のぞいている。加えて全身は血まみれで、死体が無理に動いているかのような印象を受けた。


    「く、くく……魔術師の限界を超えた感覚は得ていたが、まだ力ある血族には及ばないか」


    　世現者は自分の負傷を気にしたふうもなく、つぎはぎの顔で醜みにくく笑う。


    「ミナト、体勢を立て直す余裕を与えたらダメ。一気に倒して」


    　シーナが焦あせった声で湊を急せかした。世現者の傷は既に治り始めている。確かに猶ゆう予よを与えるとまずそうだが、彼が特別な立場の者ならば聞いておきたいことがあった。


    「──咲さく良らはどこにいる？」


    　湊が鋭するどく問いかけると、世現者は笑みを深め──ゆらりと後方を指し示す。


    　その先にあるのは、《源コン仙ロン》によって攻撃されている鋼はがねの巨人。両腕を破壊された巨人は、脚部にも重大な損傷を受けたらしく、バランスを崩して仰あお向むけに倒れこもうとしていた。


    「あの中だよ」


    「っ……!?」


    　彼の返答を聞き、血の気が引く。シーナも顔を蒼そう白はくにして、湊を見る。


    「このままだと……あれは《源仙》に壊される！」


    「くそっ──」


    　世現者を無視して駆かけ出そうとする湊だったが、彼は余裕のある声で制止した。


    「慌あわてる必要はない。彼女は死なないよ」


    「何──？」


    　驚く湊へと、喜色に満ちた不気味な笑え顔がおを向ける。


    「《源仙》は罠わなにかかった哀れな獲え物もの。勝つのは彼女と、私たちだ」


    　その直後、巨人が倒れた場所から光の柱が立ち上り、《源仙》の姿が輝かがやきの中に掻かき消える。


    　光の柱はそのまま天高く昇り、上空の結界に激突した。バチッ──と星空を映し出していた天球が揺らぎ、天頂部から広がった光が空を侵食していく。


    　いや、空だけではない。光の柱がある辺りから地面にも光が広がり始めていた。足下に迫った光を見て、湊は傍そばの建物へと飛び上がる。


    　だが光の侵食は建造物にも及び始めた。


    「……ボクが運ぶ」


    　湊みなとに抱きかかえられていたシーナは自分の足で屋根に立つと、手を空に掲かかげた。すると風かざ切きり音と共に飛んできた杖つえが、彼女の手に収まる。


    　シーナは湊の手を掴つかんでそのまま浮かび上がろうとするが、湊の足が少し屋根から離れたところから高度が上がらない。


    「重量オーバーか？」


    「……違う。魔術の出力が上がらない。どんどん弱く……」


    　シーナは必死に念じている様子だったが、二人の足は再び屋根に降り立ってしまった。


    　その様子を眺めていた世現者ネビリムは、愉ゆ快かいそうに肩を揺らす。


    「無駄だ。この《断界の聖域シヤンバラ》は完全に私たちが支配した。周囲の幻素イデアを糧かてにした魔術は、もはや発動すらままならないだろう」


    　そう言いながら自みずから光輝かがやく地へ降り立つ世現者。大地を満たした光は足から彼の全身を包み込んでいった。


    　そしてその現象は通りにいたほかの黒ずくめたちにも及ぶが──光に侵された彼らは風船のように体を膨ぼう張ちようさせ、内側から爆発する。


    「なっ……」


    　まき散らされる血肉を見て湊みなととシーナは息を呑のんだ。光は人間だけでなく、仙人たちの体も包み込む。しかし膨張して爆発することはなく、急に脱力した様子で地面に倒れ伏していった。仙人たちから幻素の気配が薄くなっていくのを感じる。恐らく彼らは幻素をあの光に奪い取られているのだろう。


    　ただ世現者だけは光に包まれながらも平然と言葉を続けた。


    「何が起こっているのか、想像もつかないという顔だね。けれど芦あし原はら咲さく良らを起点としたこのシステムはとても単純なものさ。《源コン仙ロン》や仙人たちから幻素を奪い、私たち魔人化処置を受けた者に供給する──それだけの仕組みだ」


    　けれど彼が話している間にも、次々と黒ずくめたちは爆散していく。


    「それだけ……？　お前の仲間が死んでいるんだぞ!?」


    「ああ、あれは流れ込む幻素が膨ぼう大だいすぎて、受け止めきれなかった結果だよ。幻素で体を作り替えても、その結果にはやはり個人差が出てしまう。だがこの量の幻素を受け入れる器うつわがなければ、幻エ類ナを超える新たな種しゆ──〝神人〟には至れない。ゆえにこれは必要な選別なのさ」


    　肩を竦すくめて淡々と答える世現者の全身が眩まばゆく輝き、そのシルエットが歪ゆがむ。黒ずくめたちと同じように膨張するのかと思われたが、少し様子が違う。


    　けれど湊とシーナには彼の様子を悠長に観察している余裕はなかった。もう、すぐ足下まで光が迫っている。これに触れれば仙人たちのように幻素を奪われてしまう。人間であるシーナはもっと危険だ。


    「手を伸ばして！」


    　そのとき、頭上から声が響く。視線を上げると、白い翼つばさを広げたミカエルが急降下してくるのが見えた。


    　湊みなととシーナが急いで腕を上げると、ほとんど減速せずに突っ込んできたミカエルが二人の腕を掴つかんで舞い上がる。


    「──ありがとう、助かった」


    　完全に光に包まれた建物を見下ろしてから、湊はミカエルに礼を言った。


    「借りができた……今度何かお礼するね」


    　シーナにも感謝を示されたミカエルは、少し照れた様子で視線を逸そらし、地上を見る。


    「いいわよ別に。それより、あれは何なのよ？　すごい量の幻素イデアがあいつに集まっていくわ」


    　ミカエルは光に包まれている世現者ネビリムについての説明を求めてきた。


    「……あの人は、たぶんまだ幻素が潤じゆん沢たくだった時代の魔術師。きっと魔術が失われる前に肉体を改造して、今日まで生き延びてきたんだと思う」


    　湊が来る前から世現者と交戦していたシーナは、自みずからの見解を述べる。恐らく何か言葉を交わし、情報を得ていたのだろう。


    「じゃあ、これも魔術だっていうの？」


    　光柱を中心にして侵食域を広げる白い輝かがやきを示し、ミカエルは問いかけた。


    「わからない……でも、さっき壊された巨人は機械みたいだったのに、魔術で防壁を張ってた」


    　シーナの返答を聞いて思い出す。そうだ、あいつはあの巨人の中に咲さく良らがいると言ったのだ。


    「ミカエル！　頼む、光の柱のほうへ──」


    　湊はミカエルに咲良の元へ向かってもらおうとするが、急に彼女が旋せん回かいしたことで言葉は途切れる。直後、閃せん光こうがすぐ傍そばを走り抜けた。


    　地上を見下ろすと、一人の男が片手をこちらへ掲かかげている。そこは先ほどまで世現者が立っていた場所だ。


    　背が高くがっしりとした体つきで年は二十歳前後。先ほどまでの世現者とは似ても似つかないが、まさか──。


    　胸の内に浮かび上がった予感を肯こう定ていするように、男は笑う。


    「素晴らしい……そして何と懐なつかしい……全盛期の肉体をこうも容易たやすく再現できるとは……」


    　自らの体を眺めて、声を高ぶらせる男。顔にすら面おも影かげがないが、その言葉を聞く限り彼は世現者らしい。


    　先ほどの攻撃はまともに喰くらえば消し飛ぶほどの幻素量を感じた。しかし相変わらず彼自身には幻素の気配がない。


    「──戸惑っているようだな。ふ……まあそれも当然か。幻素量でしか他者の格を測れない君たちには、私との実力差は理解できないだろう」


    　嘲あざけるような言葉にミカエルが顔をしかめた。


    「まるで、あなたのほうがわたしたちよりずっと格上みたいな言い草ね」


    「──格上？　それは同じ土俵にいる者が使う言葉だね。私と君のいる場所はもっと乖かい離りしている」


    　世現者ネビリムは肩を竦すくめて言うと、おもむろに手を翳かざす。輝かがやく空と大地から小さな光の粒りゆう子しが湧わき出し、彼の掌てのひらに収束していった。


    「っ──何、この幻素イデア量……まるで神祖オリジンの──」


    　驚きよう愕がくの表情を浮かべたミカエルを見て、世現者は満足そうな笑みを浮かべる。


    「今の私は自在に幻素を操あやつり、己おのれの糧かてにできる。だがそれは君たち幻エ類ナとは似て否なるもの。君たちは幻素そのものを存在の核にしているが、私にとって幻素は単なる外部燃料──酸素と同じようなものだ」


    　世現者の手に集まる幻素はさらに濃度を増していった。シーナはその様子を眺め、硬い声で言う。


    「魔法陣はないけど……あれ、原理は魔術に近い攻撃だと思う。自分の幻素じゃなくて、外部の幻素だけを集めてる」


    　シーナの声はとても小さかったが、まるで世現者はそれが聞こえていたかのように言葉を続けた。


    「そう……〝神人〟とは魔術師の究極形。肉体をも魔術で駆く動どうする装置へと作り変えた存在だ。幻素を持つもの──神祖も血族も眷けん属ぞくも、幻類は皆例外なく私の燃料であり食料となる。私はね、君たちの天敵となる新たな種なのさ」


    　彼の手に集まった光が、一ひと際きわ強い輝きを放つ。


    「っ──瀑アバラ！」


    　防御も回避も不可能な攻撃が来ると悟り、湊みなとは全力の一撃を繰り出した。


    　巨大な水の龍りゆうが螺ら旋せんの軌き跡せきを描えがいて世現者へと襲おそいかかる。けれど世現者の掲かかげる光に接近した途端、その輪りん郭かくが崩れ、光の中へと吸い込まれた。


    「な……」


    　絶句する湊に世現者は深々と嘆たん息そくして見せる。


    「言っただろう？　幻素は私の糧だと」


    　水龍を取り込んだ光はさらに幻素濃度を増し、湊は目の前にあるのが不ふ可か避ひの絶望だと思い知った。


    　けれど世現者が光を放とうとする寸前に異変が起きる。


    　オォォォォォォォォォン──！


    　光の柱の方角から響き渡る咆ほう哮こう。そちらを見た湊の目に映ったのは、白い輝きを引き裂いて現れる大きな獣けものの姿。


    　金色の毛並みを持ち、頭部に二本の角つのを生やした巨きよ獣じゆうは、もがきながら光の中から抜け出そうとしている。


    「《源コン仙ロン》め──まだ抵抗するか」


    　世現者ネビリムは忌いま忌ましそうに呟つぶやき、手に集めた光を巨獣に向けて放った。


    　だが光の奔ほん流りゆうは巨獣の体表で弾はじけて霧む散さんする。巨獣は再び咆哮を上げると、糸状に絡みつく光を力任せに引きちぎった。


    　這はい出した獣の一歩で大地が揺れ、光に覆おおわれた大通りに亀き裂れつが走る。


    「どうやら……私が直接喰くい尽くしてやらなければならないらしい」


    　顔をしかめた世現者はふわりと宙に浮かび、湊みなとたちの存在など忘れた様子で巨獣の元へと飛んでいった。


    「あれは……《源仙》なの？」


    　ミカエルが茫ぼう然ぜんと巨獣を眺めながら呟つぶやくと、シーナは首を縦に振った。


    「幻素イデアの感じでわかる。あれは間違いなく《源仙》。きっと力を全力で振るうときの姿なんだと思う。ボクはお母様の化け身しんを一度だけ見たことがあるけど、あんな感じの大きな獣の姿をしてた」


    　シーナの言うお母様──《始魔ヴアルプルギス》もまた、あのような真の姿を持っているらしい。


    　湊は巨獣の姿へと変じた《源仙》の気配に圧倒されていたが、世現者の注意がそちらに向いている今が好機だと気づく。


    《源仙》が強引に柱から抜け出そうとしたことで、糸状になって乱れた光に隙すき間まが生まれていた。


    「ミカエル！　《源仙》と世現者が戦っている隙に、光の柱の中に入ってくれ！　巨人の中には咲さく良らがいるんだ！」


    「あの中にって……光に触れたら仙人たちみたいに力を吸い取られちゃうかもしれないのよ!?」


    　ミカエルは難色を示すが、シーナも湊の味方につく。


    「お願い。世現者はサクラのことをシステムの基点だって言ってた。サクラはきっと事態の中心にいる。ボクたちがサクラを助け出せたら、この状況も何とかできるかも……」


    「っ……わ、わかったわよ。けど、どうなっても知らないわよ！」


    　自みずからを奮ふるい立たせるように叫び、ミカエルは湊たちを連れて光の柱へと向かった。その傍そばでは《源仙》と世現者の戦いが既に始まっている。


    　幻素を取り込んで自らの糧かてとする世現者は、接近して《源仙》の体を直接削り取っていた。だが一角の巨獣となった《源仙》の体たい躯くはあまりに大きく、光の柱へ押し戻せずにいる。


    　ミカエルは世現者の注意が自分たちに向かぬよう、大きく回り込みつつ飛行高度は低く保つ。


    　接近すると隙間から光の柱の中が垣かい間ま見えた。内側は光に満たされているわけではなく、地上に展開された巨大な魔法陣から幾条もの光の帯が上空へと伸びている。それらは今、《源コン仙ロン》の体に巻き付き、引っ張られ、大きく歪ゆがんでいた。


    　そして魔法陣の中心には、四し肢しを破壊されて頭部と胴体だけになった鋼はがねの巨人が横たわっている。


    「突っ込むわよ！」


    　ミカエルは飛行速度を上げ、一気に柱の内側へと突入した。


    　煌こう々こうと輝かがやく魔法陣が眩まぶしい。この魔法陣を基点として《源仙》の結界が侵食されているのは間違いないだろう。


    「あそこに降りて！」


    　シーナは結界の中心点である巨人の胴体を指さした。だが近くまで降りたミカエルは、戸惑ったような声を上げる。


    「って……これ、どうするのよ。触れないじゃない」


    　ミカエルが空中で動きを止めたのは当然だった。胴体の装甲には魔法陣が輝かがやき、全体が白い光に包まれている。


    　魔人化処置というものを受けていない人間がこの光に触れたとき、どうなるかはわからない。


    　影響がないのか、それとも爆散してしまうのか……試すにはリスクが高すぎる。


    「俺おれが行く。幻素イデアを奪われるとしても、少しは時間がかかるはずだ。力が空からっぽになる前に装甲をこじ開けてやる」


    「……本気なの？」


    　信じられないという顔でミカエルは湊みなとを見下ろす。


    「ああ」


    　頷うなずくが、ミカエルはまだ躊躇ためらいを見せた。


    「失敗しても、助けないわよ？　わたしは見たものを《天元エール》様にお伝えする役目があるんだから」


    「それでいい。俺が失敗したら、シーナと離脱してくれ。できれば照てる日ひたちも連れて第四特区から脱出してくれると助かるな」


    　湊は首しゆ肯こうを返し、失敗した場合の行動を伝えた。けれどミカエルは不満そうな表情で湊を睨にらむ。


    「バカ、わたしが聞きたいのはそんな言葉じゃないわよ。失敗しないって言い切りなさいよ！」


    「……そうだな。悪い想像はしないほうがいいか」


    　苦笑を浮かべて湊が言うと、ミカエルは当然だという顔で頷く。


    「当たり前でしょ。じゃあ……やり直すわよ。ミナト──わたしは失敗しても助けないから」


    「わかった。俺は失敗しない」


    　はっきりと湊は告げた。その返事にミカエルは満足そうな笑みを浮かべ、ぱっと湊の腕を掴つかんでいた手を放す。


    「合格よ。いってらっしゃい──」


    　ミカエルの声に背中を押されて、湊みなとは巨人の胴体へと降り立った。足が触れた瞬間、ガクンと膝ひざから力が抜ける。この吸収力は想像以上だ。


    　すべての幻素イデアを奪われる前にと、急いで装甲の隙すき間まに指を掛け、体内の幻素を肉体の強化に回し、力任せにこじ開けようと試みた。


    　ギシギシと胴体が軋きしみ、少しずつ装甲が歪ゆがんで隙間は広がる。その向こうに様々な機器やコードで繋つながれた咲さく良らの姿が見えた。


    「咲良！」


    　呼びかけるが反応はない。助け出そうとさらに隙間を広げるが、両手で光に触れている分、奪われる幻素量も増加してしまう。


    　視界が揺れて、景色から色が失われる。意識を失う寸前の感覚。


    「っ！」


    　舌を噛かみ、痛みで意識を無理やり覚かく醒せいさせて、湊は腕にありったけの力を注ぐ。そして声の限りに叫んだ。


    「──咲良！」


    　目覚めてくれと祈りながら、開けた隙間に体をねじ込み、手を伸ばす。


    　体を動かせる時間は残り少ない。もうほとんど限界だ。


    　──間に合え！


    　力を振り絞りながら伸ばした指が、わずかに彼女に触れる。


    『──湊さん』


    　そのとき──彼女の声が心へ届いた気がした。
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    　光に包まれてからのことは、よく覚えていない。


    　頭が勝手に膨ぼう大だいな情報を処理し始めて、うまく考えることができなくなってしまったのだ。


    　芦あし原はら咲良という自我すら危あやうくなり、薄れていく意識の中に、朧おぼろげな情景が浮かびあがる。


    　それは崩れそうな心が生み出した幻げん想そうなのか、それとも実際に体験した記憶の断片なのか──咲良は幼おさない姿で誰かと手を繋つないでいた。


    　たぶん五、六歳ぐらいだろう。自分の手はとても小さくて、それを包む手は大きく温かい。


    　薄うす紅べに色の花を咲かせた木々の中を、咲良は〝彼女〟とゆっくり歩いている。


    『この木は桜──あなたと同じ名前なのよ』


    　優しい声で彼女が言葉を紡つむいだ。幼い咲良はこの美しい木々が自分と同じ名だと知り、心が浮き立つ。


    　そして同時に気になった。白い建物の中から出たことがなかった自分に、こんな素晴らしい景色を見せてくれる彼女の名は、何というのだろう。


    　咲さく良らはそれまで自分以外の名前を知らなかった。誰も教えてくれなかったし、知ろうとも思わなかった。


    　だから勇気を出して聞いてみる。あなたのお名前は、と。


    『私はクウカ──《空エ姫ア》の末姫よ』


    　クウカ……クウ……クーちゃん！


    　幼い咲良がそう呼ぶと、彼女は嬉うれしそうに表情を綻ほころばせる。


    『クーちゃん……そんなふうに呼んでもらったのは初めてだわ。確か、こういうのってあだ名というのよね。ありがとう、咲良ちゃん』


    　よしよしと頭を撫なでられ、その心ここ地ちよさに咲良は目を細める。


    　けれど、どうして彼女は自分に優しくしてくれるのだろう。その理由がわからなくて、少し不安で、だから問いかけてみた。


    『……私があなたに優しい理由？　それはもちろん、あなたのことが大好きだからよ』


    　大好き。それが理由のすべてであるように彼女は言う。


    　けれど咲良にはわからなかった。納得できなかった。だからさらに問いを重ねる。どうして私のことが好きなのかと。


    　すると彼女は少し考えた後、苦笑を浮かべる。


    『うまく言葉では説明できないわ。強しいて言うなら、あなたが私を好いてくれているからかしら』


    　その言葉に頬ほおが熱くなった。心の中を見透かされたみたいでとても恥ずかしい。だから慌あわてて言い返す。自分はクーちゃんのことが好きだけれど、それはたぶんクーちゃんが自分を好きだからだと。でもそれは始まりがなくて、なんだかおかしいと。


    　けれど彼女は優しい表情で首を横に振る。


    『何もおかしいことはないわ。私とあなたは会ったときにお互いのことを気に入って、それをお互いが感じ取って、もっと好きになっただけなんだから』


    　言われてみるとそんな気もする。病室にやってきて優しい笑みを浮かべた彼女を、私は一目で気に入った。彼女が自分のどこを気に入ったかはわからないけれど、その言葉は正しいように思う。


    　でも不思議だ。私と彼女はあまりに違う。


    　人間にはない獣けもののような耳と尻尾しつぽを生やしている彼女は、幼おさない咲良にも同じ種族でないことが何となくわかっていた。


    『──そう、私は幻エ類ナ。人間とは違う存在よ。けれど私たちは心の形がとても近しいの。だからこうして仲よくなれることもある。私はそうした機会を得るために……彼らの研究に協力することにしたのよ』


    　……研究？


    　きょとんと咲さく良らが聞き返すと、彼女は深く頷うなずく。


    『ええ──あなたのような子に……いえ、咲良ちゃんに未来をあげるための研究』


    　また頭を撫なでてくれるが、咲良にはよくわからない。すると彼女は微笑ほほえんで、言い直した。


    『私はこれからもずっとあなたと仲よくしたいから、頑張ることにしたの』


    　それを聞いて咲良は自分もずっと仲よくしたいと、何かを頑張りたいと訴える。すると彼女は優しく頭を撫でながら、こう言った。


    『なら……誰かと仲よくなる機会を逃のがさないように頑張って。嫌いな人を無理に好きになれということではないわよ？　ただ結ばれるべき縁えにしを見逃さず、諦あきらめないでほしい……それができる世界であってほしい。私の願いはそれだけなの』


    



    　ザザッ──！


    



    　桜の花びらが舞う美しい情景にノイズが走り、ブツンと途切れる。


    　そして今度は違う映像が頭に流れ込んできた。


    



    　浮かび上がるのは先ほどと同じ女性の──クウカの顔。


    　けれどなぜか彼女の姿は半透明で、病室の壁が透けて見える。


    　幼おさない咲良は、どうして透けているのかと問いかけた。


    『私は……もうすぐ消えてしまうのよ。ここにいるのは、最後の力で残した分け御み魂たま。肉体はもう、滅ほろんでしまった』


    　滅んだという言葉を幼い咲良は理解できなかったが、消えるという意味はわかった。それはいなくなってしまうということ。


    　とても、とても、嫌なこと──。


    　だから嫌だと叫ぶ。泣いて手を伸ばす。けれどその手は空くうを切った。


    『私……咲良ちゃんに忘れられるのが嫌で、最後の処置をずっと先延ばしにしていたの。脳を作り変えると、記憶の大半が失われるって知っていたから。でも、今ここで……私が消える前に、咲良ちゃんの頭の中にある悪いモノを思い出と一緒に消し去るわ──』


    　クウカはそう言って咲良の頭に手を置いた。咲良からは触れられないのに、彼女の掌てのひらの感触はしっかり伝わってくる。


    　泣き叫んでいた咲良は彼女に頭を撫でられ、少しだけ落ち着きを取り戻した。


    『私が滅ぶことで、母上と血族は怒り──きっと酷ひどいことになる。そしてあなたは何もわからないまま、その中に投げ出されてしまう。でも……どうか生き延びて。そしてもし……もし、私のことを少しでも覚えていたなら──』


    　クウカが何か大切なことを言おうとしている。


    　それに気づき、咲さく良らは彼女の瞳ひとみを見つめ返した。


    『幻エ類ナともお友達になれるっていうことを、誰かに教えてあげてね』


    



    　ザザッ──！


    



    　その言葉と同時にノイズが走り、再び場面が変わってしまう。


    　目の前に現れるのは、白い光に侵されて苦しむ仙人たちと、身体からだを膨ぼう張ちようさせて弾はじけ飛ぶ人間。


    　それは彼女が望んだ世界とは──私が目指した理想とは、あまりにほど遠い。


    　やめて、やめて、やめて──！


    　叫ぶが惨さん劇げきは止まらない。これは夢ではなく、現実の続きなのだと理解する。


    　もう見たくなくて、微かすかに残った意識を閉ざそうとしたとき、流れ込む視覚情報の中に幻類の青年──辰たつ宮みや湊みなとの姿を見た。


    　手足を白い光に侵食されながら、湊は必死な形ぎよう相そうで何かを訴えている。


    　さ、く、ら……？


    　湊の唇くちびるの動きを読み、何を言っているのかを理解すると同時に、咲良は同じ波長の音声情報を掴つかまえる。


    『咲良！』


    　力強い声が心を打ち、胸の奥底から熱い感情が込み上げてきた。


    　──湊さん！


    　この機会を、彼との縁えにしを失いたくなくて、必死に咲良は心の中で叫ぶ。


    　その瞬間──演算処理で圧迫されていた思考が弾け、すべてが真っ白に染まった。
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    　バチィッと白い光が弾けて、湊は勢いよく後方へ弾き飛ばされた。


    　装甲をこじ開け、あと少しで咲良を助け出せるところだったというのに──。


    　地面には魔法陣が輝かがやいており、触れれば幻素イデアを持っていかれるのは予想できた。だが《源コン仙ロン》が暴れていることで魔法陣は歪ゆがみ、一部が機能不全に陥おちいっているのか光が消えている。


    　湊は腰帯から刀を鞘さやごと引き抜いて地面に突き立て、腕の力だけでもう一度跳躍し、魔法陣の光が消えている箇か所しよまで移動した。


    　顔を上げて状況を確認すると、先ほどまで横たわっていた巨人の胴体部分が宙に浮いている。装甲の表面に刻まれた魔法陣は眩まばゆく輝かがやき、周囲には先ほど世現者ネビリムが放った攻撃に似た光球が形成されつつあった。


    　咲さく良らを取り戻そうとしたことで、防衛システムが活性化したようだ。


    　周囲に散乱していた巨人の手足も浮き上がり、装備された武器で湊みなとを狙ねらう。


    　恐らく水による遠距離攻撃は通じない。幻素イデアごと吸収される。そして背後からも突き刺すような鋭するどい殺気を感じた。


    《源仙コンロン》と戦っている世現者が湊たちの行動に気づいたのだろう。もはや魔法陣の外に逃げることもできない。


    　──ならば選択肢は一つだけ。


    　装甲の隙すき間まから見える咲良を見み据すえ、まっすぐに駆かけ出す。巨人の各部位から迎げい撃げきの白はつ光こうが放たれ、湊の視界を白く染めた。これを防御するなど、どれだけ幻素が残っていても足りはしない。


    「第八階かい梯てい──洙クレナイ」


    　湊の全身が蒼い光に包まれた。


    　残存幻素のすべてを用いて血液を含む体内の水分をすべて掌しよう握あく、肉体を己おのれの能力で支配する。


    　それは身体強化を超えた、湊の切り札。肉体の限界を超えるのではなく、スペックそのものを無視して、意思のみで肉体を駆く動どうさせる禁じ手。


    　当然ながら規格を外れた動きに肉体は耐え切れず、すぐに壊れてしまう。


    　けれど今は、数あま多たの攻撃を潜くぐり抜けるために、ただひたすらに速さが必要だった。


    「っ──!!」


    　光と光のわずかな隙間に自みずから飛び込み、肩と脇わき腹を焦こがしながら前に進む。受けたダメージよりも、砕けていく関節の痛みのほうが大きい。


    　一歩魔法陣を踏むたびに、力も抜けていく。


    　けれど痛みという警告を無視して、湊は回避不能と思われる攻撃を掻かい潜っていった。上空からはミカエルが風の矢で援護し、迎撃の一部を引き付けてくれている。


    　自分に来る攻撃の密度が薄まれば、それだけ道は増え、広くなる。


    「ああああああああっ!!」


    　全身の激痛を叫びでごまかす。


    　正面からの迎撃を紙かみ一ひと重えで躱かわし、最後の跳躍。


    　外れかけの装甲板を横殴りに吹き飛ばし、胴体部に着地した。


    「ぐ──」


    　足先から光が侵食し、力が一気に抜ける。能力で無理やり肉体を動かしていたため、幻素を奪われると致命的だ。


    　だけど、せめてあと一秒だけ──。


    「咲さく良らっ!!」


    　その声が聞こえたように、咲良が瞼まぶたを開く。


    「──湊みなとさんっ！」


    　彼女はコードの中でもがき、懸けん命めいに腕を伸ばす。


    　指先が触れ、手を握りしめる。


    「らあああああっ!!」


    　湊は腕に力を集中させ、コードに絡めとられている咲良を無理やり外へと引きずり出した。


    　機器のコードがちぎれた途端、巨人の胴体部から光が消える。


    　幻素イデアの流出は止まったが、湊の体はとうに限界を超えていた。浮遊力も失なくして落下する胴体部の上から飛び降りる余力もなく、ただ咲良を抱きしめる。


    　ドンッという衝撃と共に空へ投げ出された湊は、自分の体を下にして地面に激突した。既にボロボロだった体はそのダメージに悲鳴を上げ、痛みに意識が薄れる。


    「湊さん！　湊さん！」


    　腕の中で咲良が懸命に湊の名前を呼んだ。


    　その声のおかげで、意識が繋つながる。


    「だい、じょうぶ……だ」


    　まだすべてが終わったわけではない。湊は咲良に笑いかけ、奥歯を噛かみしめながら身を起こし、周囲を見回した。


    　魔法陣は中心部から光を失い、《源コン仙ロン》を絡めとっていた光の帯も薄れ始めている。


    　オォオォォオォォォン──！


    　巨きよ獣じゆうと化している《源仙》は咆ほう哮こうと共に光を引きちぎり、上空にいる世現者ネビリムに金色の炎を吐いた。


    　世現者は咲良が奪われたことに驚きよう愕がくの表情を浮かべていたが、《源仙》の攻撃に気づいて手を翳かざす。


    　湊ならば一瞬で消し飛ぶであろう強力な攻撃を、世現者は容易たやすく掌てのひらで受け止めた。


    「──神化システムが破壊されたところで、私は既に〝神人〟へと進化している。どのような攻撃も、幻素によるものならば糧かてであることに変わりはない！」


    　口く調ちように苛いら立だちを交えつつも、世現者は余裕を失わずに告げる。


    　金色の炎は世現者に吸収され、彼の力がさらに増していくのがわかった。このままでは《源仙》でも戦えば戦うほど不利になっていく。


    　──加勢しなければ。


    　立ち上がろうとするが、膝ひざに力が入らない。


    　だが隣にいた咲良が湊の肩を支え、一緒に立ち上がる。


    「湊さん──あの人を、止めましょう」


    「……咲さく良ら？」


    　彼女の横顔に浮かぶ決意と自信を見て、湊みなとは戸惑う。


    「まだ魔法陣の光は完全に失われていません。まだシステムが動いているのなら──操作できます。今度は……私の意思で！」


    　咲良がそう叫ぶと、薄れかけていた魔法陣の色が変わる。


    　純白から淡い薄うす紅べに色に──彼女の名と同じ桜の花と同じ色へと塗り替えられていく。


    　けれど魔法陣が活性化したというのに、力が奪われていく感覚はない。


    　いや……それどころか──。


    「力が……戻ってくる？」


    　湊は底を突いていた幻素イデアが回復するのを感じ、驚きの声を漏もらした。


    「があああああああああああああっ!?」


    　そして同時に世現者ネビリムが苦しみ始める。


    「ぐうっ……何だ、これは──力が抜け──」


    　その様子を見て、湊は咲良に視線を戻した。


    「咲良がやっているのか？」


    「はい──幻エ類ナから世現者に流れていた幻素の流れを逆転させました。今なら攻撃を吸収されることもありません！　私がこのシステムを制御している間に早く！　これはもうすぐ止まってしまいます！」


    　焦あせった声で咲良は言う。確かに魔法陣の光は次第に消えようとしている。


    　世現者を倒す機会は今しかない。


    「ああ、わかった。咲良の力──貸してもらう！」


    　湊は頷うなずき、右腕を掲かかげた。


    　流れ込んでくる膨ぼう大だいな幻素を水の龍りゆうへと変え、螺ら旋せん状に右腕へ纏まとわせる。


    　今ならば本来の器うつわを超えた力さえも振るえる予感があった。


    　第八階かい梯ていの上は、自滅前提の最終階梯。けれどこの瞬間だけは、自身の幻素量を超える一撃を繰り出せる！


    「特位階梯──」


    　腕を包む水龍が、一気に巨大化して天を衝つく。


    　さらに魔法陣から直接幻素が流れ込み、龍を薄うす紅べに色へと染め上げた。それを見て、力を表す名は自おのずと定まる。


    「──桜サクラ！」


    　湊の声と共に薄紅色の龍が天へと放たれた。


    　龍は螺旋状に回転しながら、苦しみ悶もだえる世現者の元へと奔はしる。


    「くっ──」
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    　世現者ネビリムは逃のがれようとするが、龍りゆうは彼を上回る速度で迫り、顎あぎとを開く。


    「──このようなもの！」


    　回避は不可能と悟り、両手を翳かざす世現者。


    　けれど猛たける龍は彼の行動など意に介さず、正面から獲え物ものを呑のみ込んだ。


    「ぐああああああッ────!!」


    　世現者の断末魔と共に、渦を巻く薄紅色の螺旋が空高くへと立ち上る。


    



    『ほう──美しい技でありんすな』


    



    《源コン仙ロン》の声が響き、巨きよ獣じゆうが目を細めた。


    　そして竜巻が消えた後──世現者の姿は跡あと形かたもなく、辺りには薄紅色の残ざん滓しが舞い落ちる。


    「綺き麗れいですね」


    　咲さく良らが空を見上げて呟つぶやいた。


    「──ああ」


    　それはまるで桜の花びらのようで、湊みなとはしばしその光景に見み惚とれた。


    　けれど魔法陣の光が完全に消えると同時に、全身を凄すさまじい脱力感が襲おそう。


    「湊さん!?」


    　膝ひざをついた湊を見て咲良が慌あわてた声を上げるが、今度は返事ができそうにない。


    　──もう限界だ。そろそろ休ませてもらおう。


    　ここからの事後処理が大変そうではあるが、ほかの者に任せるしかない。


    　体のあちこちが凄まじく痛いが、それを上回る眠気が襲ってくる。


    　瞼まぶたを閉じ、睡魔に逆らわずにいると、柔らかな温もりが体を支えてくれた。


    「湊さん……ゆっくり休んでください」


    　咲良の優しい声を耳にした湊は、安あん堵どの笑みを浮かべ、深い眠りへと落ちていった。


    



    　　　　　　　７


    



    《断界の聖域シヤンバラ》の外周区から数キロほど南にある廃はい墟きよと化した学校──そこは現在第四特区における〝覆いを外す者たちアポカリプス〟のアジトとなっていた。


    　その暗い廊下を半死半生の男が片足を引きずりながら歩く。


    　幻素イデアを全て体の復元に充てたが、およそ三度は殺されるダメージを受けたため、完全回復には程遠い。


    　助けを求めようにもほかに人の気配はない。


    　先の計画には、この支部の全員が動員された。自分のほかに戻ってきた者がいないということは、全員〝神化〟することができず自壊したのだろう。


    　自分と同じく数百年も前に魔人の領域へ足を踏み入れた同志たちですら、神人の器うつわを持っていなかったということ。


    　そのことを残念だとは思わない。むしろ自分だけが選ばれたことに心が躍る。


    　だがこの喜びを噛かみしめるためには、生き延びる必要があった。


    　システムの逆利用によって幻素イデアを奪い返され、湊みなとの攻撃で深刻なダメージを受け、肉体は限りなく衰すい弱じやくしている。


    　一度は取り戻した全盛期の肉体も萎しぼみ、ガラスに映る顔は子供と老人のものが入り混じる歪ゆがんだものとなっていた。


    　この衰弱は、どれだけ水を飲んでも、何を食べても治らない。力を回復するには幻素の補給が必要だ。


    　アジトには機神デウスの動力である封印神祖ロストオリジンの結晶核があるので、ひとまずはそれで幻素の枯こ渇かつを癒いやすつもりだった。


    　外周区の人間に処置を行おこなった部屋の奥──研究室として使っていた部屋にようやく辿たどり着いた世現者ネビリムは、結晶核を探す。だが──なぜか見つからない。ケースに入れられた量産型機神デウスの本体からも結晶核だけが外されている。


    「──あんたの探し物はこれか？」


    　そのとき、部屋の入り口から声が響いた。世現者が驚いて振り向くと、そこには赤毛の青年──飛ひ田だ蓮れん路じの姿がある。彼は手に機神の結晶核を持ち、冷めた眼まな差ざしで世現者を見つめていた。


    「な……君は、もう到着していたのか」


    「ああ、かなり急いだんだぜ？　てめえの実験とやらを見届けるためによ。まあ隠れていたせいで危あやうく巻き込まれかけたが……おかげでてめえが何をしようとしていたかは理解できた。これでようやく見切りをつけられる」


    　深々と嘆たん息そくした蓮路は結晶核を懐ふところにしまい、代わりに背負っていた銃じゆう剣けん型の機神を手に取る。


    　ここでようやく世現者は自分に向けられているのが殺気であることに気づいた。


    「何を──」


    　真意を問う暇ひまもない。大きな踏み込みから突き出されるのは鋭するどい銃剣の切っ先。


    　幻素イデアの枯こ渇かつと負傷で並の人間以下の運動能力になっている世現者は、その刃やいばが左胸に突き刺さるのを見ていることしかできなかった。


    「かはっ……」


    　血を吐く世現者を見下ろし、蓮路はため息をつく。


    「やっぱりこれぐらいじゃ死なねえみたいだな。できれば炎で楽に殺してやりてえが、てめえは幻素を吸収しちまうみてえだからな。結晶核を外したこのフルンディングで、死ぬまで切り刻むしかねえ」


    「や、め……なぜ……」


    　激痛の中で世現者ネビリムはよろよろと蓮れん路じに手を伸ばす。


    「なぜ？　てめえは俺おれなんかよりずっと賢いと思ってたんだが……意外と馬ば鹿かなんだな」


    「き、君も〝神人〟になれば……神祖オリジンを超えることも……そうすれば幻エ類ナを駆く逐ちくすることが……」


    　説得を試みる世現者だが、蓮路は強い憤いきどおりを込めた眼まな差ざしを返した。


    「そんで幻類の代わりに、今度は〝神人〟とやらが人間を食い物にするってのか？　てめえが幻素を必要とするなら、いずれ幻素供給用の人間を飼う必要が出てくるんだろうが──神祖どもが特区で人間を囲ってるみてえによ。全く、笑えねえな……俺はよ、これでも人間を守るために戦ってるんだぜ？」


    　そう言うと蓮路は突き立てた銃剣を捩ねじり、傷口を広げる。


    「がああああっ!?」


    「幻類を超えようとしたてめえは、誰よりも幻類に憧あこがれてんのさ。俺とは違う……幻類を憎んで、奴やつらを滅ほろぼすために戦おうとしている同志たちも違う。てめえに〝覆いを外す者たちアポカリプス〟の幹部でいる資格はねえ」


    　銃じゆう剣けんを勢いよく引き抜くと、蓮路は血の滴したたる刃やいばをゆらりと持ち上げた。


    「──次は首を刎はねてみるか」


    「やめ──」


    　制止の言葉は聞かず、蓮路は無表情で銃剣を振り下ろす。


    　そして響き渡った絶叫を最後に、アジトからは音が消えた──。

  


  
    　　　　終章


    



    　青空に大きく枝を広げた大樹の葉が、そよ風に揺れていた。


    　それが目を開けて飛び込んできた景色。体の下には柔らかな草と地面の感触があり──湊みなとは仰あお向むけで倒れていることを自覚する。


    　そして頭の後ろが妙に温かく、もふもふとしていた。頭を少し動かすと、白い毛並みが目に入る。そしてすぐ隣に同じく白い毛並みに体を預ける《源コン仙ロン》の姿を見つけた。


    　彼女は湊が目覚めたことに気づいていたらしく、目が合うと柔らかな笑みを浮かべる。


    「な──」


    　あまりに彼女の神しん気きが穏やかで、空気のように辺りを包み込んでいたので察知できなかった。いったいこれはどういう状況なのだと、湊は慌あわてて身を起こす。


    「────あれ？」


    　体が異様に軽い。切り札を使ったことで体はボロボロだったはずなのに……。


    「どうやらもう全快したようだな。さすが若い血族は傷の治りも早いでありんす」


    《源仙》がそんな湊を見て、満足そうに微笑ほほえんだ。


    「あの、俺おれは何で──」


    　混乱したまま湊は周囲を見回す。ここは《源仙》の社やしろにある彼女の聖域だろう。湊が枕まくらにしていたのは白い巨犬コウテンだったようだ。


    　空が明るいということは、気を失ってからかなり時間が経たっているらしい。


    「あ、湊さん！」


    　すると背後から自分の名を呼ぶ声が聞こえた。


    　振り向くと籠かごを背負った咲さく良らが駆かけ寄ってくる。籠には赤い実がたくさん入っており、ますます状況がわからなくなってしまった。だがまあ──。


    「──無事でよかった」


    　咲良の元気な姿を見て、安あん堵どの息を吐く。


    「よかったって……それは私の台詞せりふです！」


    　けれど湊の前に膝ひざをつき、視線を合わせた咲良は、突然ボロボロと涙を流し始めてしまう。


    「なっ……何で泣くんだよ？」


    「だって……だって……湊さん、本当にすごく酷ひどい状態で……あちこちの骨が折れてて……内出血で体中が腫はれてて……肩や足には穴まで開いていて……」


    「そこまで悲ひ惨さんな状態だったか……」


    　無理をしたのは確かだが、改めて聞かされると酷い有あり様さまだ。


    「《源仙》様がいなかったら、傷が治った後も歩けなくなっていたかもしれないんですよ？　ちゃんとお礼を言ってくださいね」


    　零こぼれる涙を手で拭ぬぐいながら、咲さく良らは強い口く調ちようで告げた。


    　自分を治療してくれたのは《源コン仙ロン》だったのかと、湊みなとはそちらに視線を向ける。だが彼女は緩ゆるやかに首を横に振った。


    「礼は要いらぬ。助けられたのはこちらなのだからな。それに儂わしは主ぬしをここに寝かせただけで、特に何もしておらん」


    「寝かせただけ……？」


    　それでどうして体が治ったのかと、湊は眉まゆを寄せる。


    「この場所は結界の中心であり、儂の神しん気きが循環する基点。その神気に触れたことで主自身の治ち癒ゆ力りよくが高まったのだ」


    「けど、こんな……何の後こう遺い症しようもなく……」


    　腕や足には特に添え木をされていた様子はない。砕けた関節が自然に治るとも思えなかった。その疑問を見て取った《源仙》は肩を竦すくめる。


    「それは恐らく、ここから龍りゆう脈みやくの幻素イデアも汲くみ上げている影響であろう。龍脈と深い結びつきがある主は、より大きな治癒力を得たのだ」


    「そう、だったのか……」


    　また龍脈に──父神に助けられてしまったらしい。


    　だがそれでも《源仙》の力も大きいはずだ。


    　ならばやはり礼を言うべきかと思うのだが、神オリ祖ジンに要らぬと言われた以上は喉のどの奥に呑のみ込むしかない。


    　ただ、代わりに一度深く頭を下げる。


    「ふ──律りち儀ぎな龍だ」


    《源仙》は苦笑し、眠たそうに欠伸あくびをした。


    　湊も苦笑を返してから、涙の痕あとを服の袖そでで拭ぬぐっている咲良に向き直る。


    「それで、咲良はいったい何をしてるんだ？」


    　彼女の背負う籠かごと、その中に入っている赤い実を指さし、湊は疑問をぶつけた。


    「あ、えっとですね……この実には《源仙》様の神気が詰まっているらしくて、衰すい弱じやくが深刻な仙人の方たちの回復に役立つそうなんです。だから収穫のお手伝いを──」


    　そう説明する咲良だったが、言葉の途中で頭上から声が降ってくる。


    「おーい、咲良。投げるよー」


    　見上げると木の枝に登っている草くさ薙なぎの姿があった。彼女は赤い実を手にしており、湊と目が合うと、にやりと笑った。


    「おお、やっと起きたか。ならあんたも手伝いな。全然人手が足りないんだよ」


    　よく見るとミカエルと八や咫たも籠を手に空を飛び、枝先の実を収穫している。


    「……寝坊よ、ミナト」


    　ミカエルはちらりと湊みなとを見て、ぶっきらぼうに文句を言った。


    「あ、湊くん。お手すきなら、いっぱいになっている籠かごを扉とびらのところまで運んでくださいませ」


    　八や咫たは笑みを浮かべながら仕事を依頼する。


    「だ、ダメですよ！　湊さんは起きたばかりでまだ──」


    　慌あわてて庇かばおうとする咲さく良らを湊は押し留とどめ、大丈夫だと頷うなずいた。


    「もう平気だ。あれを持っていけばいいんだな」


    　木の根元に置かれていた満杯の籠を背負い、湊は扉のほうへと向かう。


    　咲良は草くさ薙なぎが投げた赤い実を受け取り、籠に入れた後、湊の後を追いかけてきた。


    「──私も一緒に行きます！　湊さん、無理はしないでくださいね」


    　まだ心配そうな表情で咲良は言い、湊の隣に並んだ。


    　朱塗りの橋を渡って蓮はすの花が咲く池を越え、色とりどりの花が咲き誇る庭の道を歩く。


    「……湊さん、助けてくれて本当にありがとうございました」


    　ゆっくりと歩を進めながら、咲良は真剣な表情で礼を言った。


    「いや──正直、俺おれは大したことは何もしてないさ。一人じゃ世現者ネビリムにも勝てなかっただろうし……《源コン仙ロン》が抵抗して、咲良が力を貸してくれなかったら、どうにもならなかったと思う」


    　魔法陣を包む光の帯が乱れたのは、《源仙》が巨きよ獣じゆうの姿で侵食に抗あらがってくれたおかげだ。自分はその隙すきに咲良を救出しただけ。


    「そんなことありません！　私、ちゃんとわかってます！　湊さんが助けに来てくれたこと覚えてますから！」


    　けれど咲良は強い口く調ちようで反論し、湊の手をぎゅっと握る。


    「咲良……」


    「私、湊さんの声が聞こえたとき……すごく、すごく嬉うれしかったんです。だから……ちゃんと感謝の気持ちを受け取ってください！　そうじゃないと私……」


    　瞳ひとみに涙を浮かべる咲良を見て、湊は慌てて首を縦に振った。


    「わ、わかった。受け取る、ちゃんと受け取るから」


    「……本当ですか？」


    　上目遣いに問いかけてくる咲良に、湊は再度頷く。


    「本当だ」


    「なら……やり直しますね」


    　足を止めた咲良は一度深呼吸をした後、深々と頭を下げた。


    「湊さん、ありがとうございました」


    「──どういたしまして」


    　照れくさい思いを堪こらえながら感謝を受け入れると、咲良は顔を上げて微笑ほほえむ。


    「わがままを聞いてくれて、ありがとうございます」


    「……お礼のお礼なんてしてたら終わらなくなるぞ」


    「ふふ、そうですね」


    　咲さく良らは楽しそうに笑った後、空に視線を向けた。


    「私──思い出したんです。とても大好きだった人のこと」


    「頭を撫なでてくれたっていう……幻エ類ナのことか？」


    　彼女が以前語ってくれたことを思い出し、湊みなとは問いかける。


    「はい……彼女の名前は《空エ姫ア》血族の末姫、クウカ」


    「な──《空姫》の血族？」


    　湊は驚きに息を呑のむ。


    「そうです、人類の虐ぎやく殺さつを始めて、崩ほう界かい戦争を引き起こした血族です。でもとても優しい女性で……人間のことを大切な隣人だと思っていて……私を大好きだって言ってくれて……そして、きっと、もういない人」


    「いない？　《空姫》は血族を殺されて報復を始めたらしいが……まさか、そのクウカが……？」


    「……かも、しれません。けど証しよう拠こは何もないですし、そうだったとしても何かが変わるわけではないと思います。それより大事なのは、彼女が遺のこしてくれた言葉」


    　咲良はそう言うと胸に手を当てる。
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    「言葉？」


    「幻エ類ナとも友達になれるということを、誰かに教えてあげて──彼女は最さい期ごにそう言いました。きっとその言葉が私をこれまで突き動かしてきたんです」


    　咲さく良らは強い口く調ちようで言い、湊みなとに笑いかける。


    「私、これからもっと頑張れそうな気がします。湊さんも力を貸してくださいね？」


    　その笑え顔がおがとても眩まぶしくて、湊は少しだけ返事が遅れてしまった。


    「…………ああ、もちろんだ」


    「ふふ、よろしくお願いします。あ──」


    　そこで咲良は、何かに気づいた様子で扉とびらのほうを見た。


    　彼女の視線を追うと、空からの籠かごを持った照てる日ひとシーナがこちらに歩いてきている。きっと二人も実の収穫を手伝っていたのだろう。


    　そして扉の脇わきにはナタクとカイの姿もあった。カイは湊が切断した側の脚部装甲を簡易的な義足に変え、手には籠を持っている。どうやら実の運搬を手伝っているらしき彼は、湊と視線が合うと小さく頭を下げ、扉の陰に消えた。


    　あれから何があったかはわからないが、どうやら人間側も仙人側と協力して事後処理を行おこなっているようだ。


    　そして照日とシーナは、湊に気づいて勢いよく駆かけてくる。


    「湊さん、これ……たぶん抱きつかれる流れですよね」


    　咲良は頬ほおを掻かき、湊に言う。


    「か、かもしれないな」


    　どう答えればいいかいまいちわからず湊が曖あい昧まいに頷うなずくと、咲良は頬を染めて小さな声で言葉を続けた。


    「私……さっき、抱きつけませんでした。すごく嬉うれしかったのに……怪け我がが痛くないかなって我慢してしまったんです」


    「そ、そうか……気を遣ってくれて感謝する」


    　妙な空気感に戸惑いつつ礼を言うと、咲良は何かを覚悟した顔で湊を正面から見つめる。


    「だから、私も照日たちと一緒に抱きつきます！　そうしないと何だかモヤモヤしてしまいそうなんです！」


    「ええ……？」


    　たじろぐ湊の元に照日とシーナが辿たどり着き、ほとんど突進する勢いで飛びついてくる。


    「せーのっ！」


    　さらに咲良もタイミングを合わせ、ぴょんと跳んだ。


    　三人分の衝撃と重さは相当なものだと予想できたが、湊は覚悟を決めて両足を踏ん張る。


    　感謝の気持ちも、こうして喜んでくれる想おもいも、ちゃんと受け止めよう。


    　それがたぶん、共に生きるということだから──。


    



    　　　　　　　＊


    



    《断界の聖域シヤンバラ》を揺るがした大事件から三日後。


    　照てる日ひたち一行が第四特区を発たつ朝──空は蒼く、澄み渡っていた。


    　聖域たる社やしろの中庭にも朝の日差しは降り注ぎ、池の中州に根を張る大樹の葉を瑞々しく彩る。


    《源コン仙ロン》は相も変わらずコウテンの白い毛並みをベッド代わりにして寝そべり、半分瞼まぶたの落ちた目で前に立つ照日と湊みなとを眺めていた。


    「ふわ……昨夜は遅くまで賑にぎやかだったのう……主たちはよく眠れたでありんすか？」


    「はい、おかげさまで。とても楽しい宴うたげだったのです。美お味いしいものをお腹いっぱい食べて、ぐっすりと眠れました」


    　照日の返事を聞き、《源仙》は「それはよかった」と満足そうに微笑む。


    　ミカエルやシーナたちがいないのは、別れの挨あい拶さつは昨夜に済ませているからだ。《源仙》は朝が弱く、見送りはできないと言ったためなのだが……出立直前に照日と湊の二人だけがここに呼ばれた。


    　用件は何となく察しが付いている。


    　事件のせいで有う耶や無む耶やになっていたが、照日はまだ《源仙》の〝問いかけ〟に答えを返していない。


    　湊は照日の一歩後ろに控えつつ、二柱の神祖オリジンの会話を見守る。


    「此度は儂わしが招いたというのに、迷惑をかけたのう。このような失態を演じた以上、これを再び問う資格はないかとも思うたが……それでもやはり聞いておきたいことがあるでありんす」


    「──はい」


    　照日も覚悟をしていたらしく、戸惑うことなく真剣な顔で頷いた。


    「《陽皇アマテラス》よ、龍りゆう脈みやくの力を用いてアヴァロン全土に〝仙道〟を敷くつもりはないか？　儂は今でも、〝仙道〟こそが幻類エナと人間の真なる共存への道であることを疑っておらぬ」


    《源仙》は照日の目をまっすぐに見つめて問いかける。


    　やはりその用件だったかと、湊は緊張に息を呑のんだ。自分も一緒に呼ばれたのは、龍脈に関することであれば、発言する権利があると見なされたからだろう。


    　だが湊は口を挟まず、照日の答えを待つ。龍脈は父神の遺産ではあるが、既に彼女へ委ねたものだ。その用途について口を出すつもりはない。


    　照日は一呼吸の間を置いて、口を開いた。


    「第四特区の仕組みは、とても完成されています。幻類と人間の共存という意味では、理想にとても近いでしょう。けれど……それを絶対的な正解とするのは、どこか違うように思うのです」


    「ほう……つまり、《断界の聖域シヤンバラ》は不完全であると？」


    　気分を害した様子もなく、《源コン仙ロン》は静かに問い返す。


    「不完全とは言いません。けれど……わたくしの友人は、その世界で笑えないと思うのです」


    「主の友人……芦あし原はら咲さく良らという人間のことでありんすか？」


    　その問いに照てる日ひは頷うなずき、言葉を続けた。


    「はい。彼女からの要望──外周区の人々の受け入れは、やはり指示してもらえないのですよね？」


    「──ああ。何度も言うが、儂わしは街の規律には口を出さんと決めておる。仮に勅ちよく令れいで現状を強引に変革したとしても、皆の心が変わらぬのであれば意味はない」


    「そうですか……」


    　やはりというように照日は嘆たん息そくする。


    　だがそれを見た《源仙》は口元に小さな笑みを浮かべた。


    「しかし、ごく個人的なことであれば話は別でありんす」


    「え？」


    　照日は驚き、きょとんとした顔で首を傾げる。


    「儂が満足する料理は、儂にしか作れん──そう言ったことを覚えておるかのう？」


    「は、はい。この前、お料理の手ほどきもしてもらいましたし……《源仙》の実力はよく分かっているのです」


    「ふ──自分で言うのも何だが、料理において儂に並び立つ者はおらぬだろう。だが、自らのためだけに作る料理は、種類が限られる。何しろ儂が好きなものしか作らぬからの、飽きも早い。ゆえに多少及ばずとも、他の者が作る料理も食したいと思ったのでありんす」


    　小さく肩を竦め、《源仙》はにやりと笑った。


    「……どういうことなのですか？」


    　照日は彼女の意図が読み取れない様子で、眉を寄せて問いかける。


    「儂は料理の腕が優れる者を、社やしろに迎えることとした。実を言えば昨夜の宴うたげの料理──あれは、外周区から招いた人間が作ったもの」


    「え──普通の人間を、この社に？」


    　咲良が宿泊を断られたように、特別な力を持たない人間がこの社に滞在するのは、在り得ないことだったはずだ。


    「普通、ではない。料理において秀ひいでた能力を持つ者でありんす。克こつ己きによって得た力を正当に評価する《断界の聖域》の規律には、何ら反してはおらん」


    「そ、それって……」


    　照日は戸惑いながらも、声を上うわ擦ずらせた。湊みなとも《源仙》の行おこないが何を意味するかに気づく。


    「《断界の聖域シヤンバラ》において評価されるものは、単純な力だけではない──《源コン仙ロン》は皆にそう示したのですね？」


    　顔を輝かがやかせて照てる日ひが問うと、《源仙》は苦笑を浮かべた。


    「儂わしはただ、様々な料理を味わいたかっただけでありんす。それで他の者がどう行動するかは関知せぬ。まあ……皆が単純な力や強さだけでなく、料理の腕でも競い合うようになれば愉快と思うがの」


    「そうですね！　そうなったらきっと、第四特区はすごく楽しくて賑にぎやかな、食の都になると思うのです！」


    　照日は大きく首を縦に振り、《源仙》の言葉に同意する。


    　もし《源仙》の言う通りに事が運べば、この特区は大きく変わるだろう。


    　料理の腕を磨くのなら、食物がよく育つ結界内で暮らすのがいい。外周区に追いやるのは、逆に修行の妨げとなる。仙人たちそうが考えるようになれば、カイたちの望みも叶うかもしれない。


    「──わたくし、何だか色んなことが分かった気がします！　必要なのは、幻類エナと人間が一緒に競い合える何かなのですよね！　仙道も料理も、きっとその一つ……ですから、わたくしもそんな何かを第七特区で見つけたいと思います」


    　強い意思の込められた照日の言葉を聞き、《源仙》は深く頷うなずいた。


    「ああ、見つかるとよいのう。その時は、儂にも教えて欲しいでありんす」


    「はいです！」


    　照日は満面の笑みで答え、そうして二柱の神祖オリジンは別れを告げる。


    　結局、湊みなとは一言も喋しやべらなかったが、満足した心ここ地ちで《源仙》に背を向けた。けれど歩き出そうとした時、彼女の声が耳に届く。


    「龍りゆうよ──」


    　自分に対する呼びかけに湊は驚き、足を止めた。


    「本来、龍脈は主のものであったはず。何故それを《陽皇アマテラス》に託したのでありんすか？」


    　それは唐突な質問だったが、振り返る間に答えは胸の内に自然と浮かぶ。


    「照日の夢を叶えたいと思ったからだ。そのためなら、どんなものも惜しくはない」


    　その返事に《源仙》は目を細め、こう忠告した。


    「そうか──ならば気を付けよ。油断しておると、蛇が全てを丸呑のみにしてしまうかもしれぬ」


    「……蛇？」


    「《天元エール》のことでありんす。北の果て、第一特区は〝龍の頭〟──そこを押さえたあやつは油断ならぬ。それにの……《天元》が統べる《天壌の楽園エデン》は、恐らく理想郷アヴアロンからもっとも程遠い場所であるはずだからのう──」

  


  
    　　あとがき


    



    　こんにちは、ツカサです。


    　この度は『熾し界かい龍りゆう皇おうと極きよく東とうの七柱特区アヴアロン』の三巻をお手に取っていただき、ありがとうございます。


    　今巻は初めて第七特区を離れ、他の神祖オリジンの元に赴おもむくお話となりました。舞台は私の地元である京都──ではあるのですが、設定的に街があまり原型を留めていないため、「京都のお話」という感じではないかと思います。


    　よく考えてみると、私はこれまで「ちゃんとした京都」を作品で描いたことはありません。地元なんだから京都を舞台にした作品を書けばいいのにと、よく言われたりもしますが……ずっと二の足を踏んでいる感じです。


    　それはたぶん、私にとって京都が特別な場所ではないからなのでしょう。これは個人的な見解なのですが──京都を舞台に魅力的な物語を描かれる作家さんは、学生時代に京都へやって来られた方が多いように感じています。そうした方々の紡つむぐ京都は、とても眩しく魅力的で、私が読んでもこんな場所があったんだという驚きに満ちていました。


    　興味を持って京都を探求していなかった私には、まだ描き出せない世界です。


    　ただ、私もいつか書きたいとは考えています。今、上京して三年になりますが……いつか京都が特別な場所になる時が来たら、それがそのタイミングなのでしょう。


    　ちなみに「京都そのもの」を書いたことはないですが、パーツはちょくちょく作中で使っています。


    　前のシリーズでよく戦いの舞台になった駅ビルは京都駅がモデルですし、今巻の「門」はまさにそのものです。私にとっては、神社仏閣よりもあの駅ビルこそが京都を象徴するものなのかもしれません。あと某怪獣映画で決戦の舞台になっていたのが、印象的だったのかも……。


    　──と、何だか話が脱線していますね。スペースも残り少ないので謝辞を。


    　夕ゆう薙なぎ様。今巻も素敵なイラストをありがとうございます！


    　毎回キャラクターデザインがとても凝こっていて魅力的で、イラストを見る度に驚きと感動を味わっています。表情豊かな照てる日ひを見るのもすごく楽しみです。


    　担当のＩ様。今回も色々とスケジュール面でご苦労をおかけしてすいません。


    　もっと余裕を持って執筆に取り組んでいきたいと思いますので、今後ともよろしくお願いします。


    　そして最後に読者の方へ、心からの感謝を。それでは、また。


    



    
      二〇一五年　九月　ツカサ

    

  


  
    ツカサ


    Tsukasa


    



    ８月15日生まれ。Ｂ型。
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